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序章　後悔を愉しむ男







　何一つない、純白の空間。

　そこにタクミは見覚えがあった。

「どーもどーも。まだ生きていて何よりですよー」

　そんな場ば違ちがいな声と共に、純白の空間に人ひと影かげが生まれる。

「何年ぶりでしたっけ？　七年ぶりとかそれくらいですか？」

　その姿は七年の歳さい月げつが経たとうとも、一いつ切さい変わった様子がない。

　しかし、それが当然と言える存在でもある。

「久しぶりだな、女め神がみさんよ」

「いやー、私としてはできれば二度と会いたくなかったんですけどねー……」

　タクミがそう言葉を返すと、女神は引きつった笑えみを浮うかべた。

　重苦しい溜ため息いきをついてから、女神は気を取り直してタクミに向き直る。

「まさか本当に生き残っちゃうんですもんねぇ……。ただの生意気で調子ぶっこいてる人だと思って、さっくり死んじゃえーって思ってたんですけど」

「お前は本当に女神でいいんだよな？」

「失敬ですね、ちゃんと女神ですよ！　まぁ中間管理職ですけど！」

　間ま抜ぬけな言葉と共に、女神は豊かな胸を反らしてみせる。

　その様子に溜息をついてから、タクミは女神を睨にらみつける。

「そうだな……だが、俺おれの願いとは少しばかり違ちがっていたようだが？」

「へ？　ちゃんと元の身体能力で、過か酷こくな世界で奴ど隷れいに転生させてあげたでしょう？」

「俺については注文通りだった。だが……それ以外のことについて手を加えただろう」

　鋭するどい視線を向けるタクミに対して、女神は肩かたを竦すくめながら白金の髪かみを揺ゆらす。

「あちゃー、バレちゃってました？」

「当たり前だ。転生した先にあんな奴やつらがいたら馬ば鹿かでも気づくだろうよ」

　言いながら、タクミは二人の姿を思おもい浮かべる。

　金色の髪と瞳ひとみを持つ、狼ろう人じんのクノン。

　艶あでやかな黒くろ髪かみを湛たたえた、エルフのカリン。

　人を超こえた力を持つ亜あ人じん。

　そんな二人が、ちょうどタクミが転生した先に囚とらわれていた。

「偶ぐう然ぜんにしてはあからさますぎだ。弁解があるなら聞いてやる」

　そう指し摘てきしたところで、女神は悪びれた様子もなくタクミの疑問に答える。

「まぁ私も一応女神ですし、死んじゃうのは寝ね覚ざめが悪いなぁって」

「さっき言った自分の言葉を思い出せ、健けん忘ぼう症しよう女め神がみ」

「健忘症じゃないですぅー！　たしかに気が遠くなるような年数を生きてますけど、女神なんでボケることはないんですぅー!!」

「お前のボケ具合はどうでもいい。それより狙ねらいはなんだ？」

　声こわ音ねを低くしたタクミに対して、女神は笑みを浮かべている。

「逆にお尋たずねしますけど、私たちが力を与あたえて転生させる理由はなんだと思いますか？」

「さてな、そんなもんは皆かい目もく見当がつかない」

「まっさかぁー。あなたはとびきり有能……いえ、いっそ全能とすら言っていい前世だったじゃないですか。そんなあなたがわからないはずないでしょう？」

　くすくす、と女神は愉たのしげに笑みを浮かべている。

　そんな女神の質問に対して、タクミは何も答えなかった。

「ともかく、あなたはあの世界において『最底辺の人間』です。それは保証しましょう。手を加えたことも謝あやまりましょう。あ、謝罪代わりのチートとかあげましょうか？」

「そのチートでお前をブン殴なぐれるならもらってやろう」

「ちょっと私に対して当たりが強すぎやしませんかね!?」

「それくらい余計な世話だってことだ。俺は自分の実力を知るために転生したんだ」

　前世で知ることができなかった自分の実力。

　それがタクミの後悔であり、自分の実力を試ためすために異世界への転生を望んだ。

「でも、あの子たちがいなかったら死んじゃってたでしょう？　ほらほら、気き遣づかいができる有能な女神様に感謝の言葉をくれていいんですよ？」

「また余計なことをしたらタダじゃおかねぇぞ、ダボ女神」

「私が知ってる感謝の言葉とずいぶん違いますね!?」

「そもそも俺は誰だれ一人ひとりいなくて、手足を繋つながれた状じよう況きようで、言語による意思疎そ通つうが図はかれない状況だったとしても、脱だつ出しゆつして現状と同じ状況にまで持っていけるからな」

「…………えぇ、なんかそこまでいくとドン引きなんですけど」

「ドン引きしてるところ悪いが、とにかく今後は余計な手を一切加えるな。お前が手を加えた分だけ、俺の後悔が晴らせなくなるんだからよ」

「はいはい。わかりましたよ……。それ以外には手を加えてませんし、今後も手を加えるようなことはしません。存分に実力とやらを試してください」

　もはや諦あきらめに近い境地に達したのか、女神はがくりと肩を落とした。

「まぁ、私としてもあなたが口だけの人間ではないとわかりましたし、存分にやってもらえれば目的も達せられそうなので構わないのですよ」

「目的とやらは知らないが、俺は好き勝手にやらせてくれるなら文句はない。とりあえずやることが山ほどあるから、さっさと帰してくれ」

「私も用件は済みましたし、あなたと話すと頭痛がしますからね……。あちらの光に向かっていただければ目が覚めるのでどうぞ」

「はいよ。頭痛薬が欲ほしくなったらまた呼んでくれ」

　そう言って、タクミが女神の指し示す光に向かって足を向けた時、

「――あなたはあの世界のことを、どう思っていますか？」

　先ほどまでとは違う、どこか寂さびしげな女神の言葉。

　それに対して、タクミは顔だけを向けて笑みを浮かべる。

「悪くない世界だと俺は思っているよ」

　その言葉を聞いて……女神は、照てれ臭くさそうに笑みを浮かべた。
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一章　灰銀の小鳥







「――うあーぅ！　もう疲つかれましたぁーっ！」

　静まり返っていた『鈴すず蘭らん』の執しつ務む室しつ。

　その沈ちん黙もくを破り、クノンは両手をがばーっと上げて愚ぐ痴ちをこぼした。

　そんなクノンの言葉を聞いて、カリンは艶やかな黒髪を揺らしながら顔を上げる。

「……クノン。手を動かさないと終わらないわよ？」

「わかってますよぅ……でも、わたしはこういうの苦手なんですもん」

　ぷすーと頬ほおを膨ふくらませながら、クノンは指先でちょんちょんとペンをいじる。

　執務室の机にうずたかく積まれた書類の山。

　しかも書類の山は一つではなく、二つ三つと積まれている。

　その山を見て、カリンもげんなりとした様子で溜息をついた。

「仕方ないでしょう。大商会の運営自体はガイツに任せているとはいえ、新規の通商ルートや取引先の選定、そういったものはこっちで処理しなくちゃいけないんだから」

　一月前、王都リスティナから一つの大商会が潰ついえた。

　上層で秘ひ密みつ裏りに行われていた違い法ほう賭と博ばく。

　それを憲兵隊が摘てき発はつしたことで首しゆ謀ぼう者しやと関係貴族は根こそぎ捕とらえられ、四大商会の一角であったアンベルク商会は運営が立ちゆかなくなった。

　そんな大商会を吸収し、その後に大商会の座についた非正規商会。

　それこそがタクミたちの所属する『鈴蘭』であり、現在の立ち位置であった。

「タクミぃー……もうごはん食べに行きましょうよぉ……」

　涙なみだ声ごえになりながら、クノンは書類に目を通しているタクミに言葉を掛かける。

「わかったよ。それじゃ終わったらリリアの店に行くか」

「何一つわかってないですっ！　わたしは今すぐごはんを所しよ望もうします！」

「クノンに振ふり分わけたのは判を押おすだけの仕事だろ。書類仕事に慣れてないのは理解してるけど、俺の方も別件の対処があるんだ」

　冷めてしまった紅茶のカップを傾かたむけながら、タクミは手元の書類をひらひら見せる。

　その書類に見覚えがあったのか、カリンがふと顔を上げた。

「それって……ガイツがまとめた報告書よね？」

「ああ。上層支部の施し設せつ改装を行ったら、お偉えらいさんから苦情がきたそうだ」

「お偉いさんって……反対派の貴族はルクスが押さえてるんじゃないの？」

「そうだ。つまりルクスでも押さえられない立場の人間ってことだよ」

　書類にある名前を見て、タクミはにわかに表情を険しくする。

「キアッド・フォルテシア……それが苦情を送ってきたお偉いさんの名前だ」

「フォルテシアって、あの三大公のフォルテシアよね？」

「ああ。いくらルクスでも、同じ三大公相手は無理だったらしい」

　リヒテルトは王族である女王を最高権力者としているが、国政にまつわる実権を握にぎっているのは三大公と呼ばれる者たちである。

　司法を司つかさどる『公正』のフェアシュタット。

　行政を司る『調和』のアドミニスタ。

　戦事を司る『勇ゆう剛ごう』のフォルテシア。

　また、それら三大公こう爵しやく家けはリヒテルトを代表する魔ま法ほう士しでもある。

　神王国家リヒテルトは魔法を神の御み業わざとして信しん仰こうする国風であり、特権階級とされている貴族たちはリヒテルト特有の魔法を扱あつかえる者たちを指す。

　そして貴族たちの中では魔法の能力と強さこそが一番のステータスとされており、その中でも三大公の魔法は強大な能力を有している。

　それ故ゆえに発言力、影えい響きよう力りよくは他の貴族とは比ひ較かくにならないほど強い。

「それにしたって……たかが商会の施設を改装しただけで、どうしてフォルテシアなんかが文句つけてきたっていうのよ？」

「俺の指示で旧アンベルク商会にあった防ぼう御ぎよ結界の魔ま具ぐを撤てつ去きよしたら、元に戻もどせって通達が他の大商会を通じて送られてきたそうだ。防衛上に問題があるとかなんとか」

「まぁ……一応言い分としては通ってるわよね？　あたしたちも大商会なわけだし、国営に携たずさわっている大商会が強ごう盗とうやら襲しゆう撃げきを受けたら問題でしょ」

　上層には貴族たちの邸てい宅たく、そして四大商会の本部といった国政に関する重要施設があることから、防御結界用の魔具が多数敷ふ設せつされている。

　そんな拠きよ点てん防衛に使用する魔具を無許可で取り外したのだから、国防を担になうフォルテシアから苦情が来るのは至し極ごく当然とも言える。

　しかし、タクミは書類を見つめ、顎あごに手を当てて考える。

「だが下層ならともかく、上層で強盗や襲撃なんて早々起こらない。この国が戦いくさの真っ最中なら話もわかるが、三十年前から目立った戦はない。それなのに取り外した翌日には通達が来たとガイツの報告書には記されている」

　トン、トン、と何度もタクミはこめかみを叩たたく。

「さてさて、こいつはどうしたもんかな」

「……あんた、また何か企たくらんでるわね？」

「そりゃもちろん。使えそうならなんでも使うのが俺の主義だ」

「なんでもいいけど、何かやるなら早めに教えてよね。あんたの無む茶ちやに付き合うのはこっちなんだし、下準備とか色々と手間が掛かるんだから」

「カリンには誰だれよりも先に教えてるだろ。そもそも何か実行するならお前の協力が必要不可欠だし、俺の意図をちゃんと汲くみ取とれるのはお前だけなんだから」

「…………なら、別にいいけど」

　ふてくされるように、カリンがそっぽを向く。表情こそ見えないが、尖とがった耳が赤くなっているのを見ると照れているらしい。

「ともかく、ガイツには魔具を破は棄きするように伝えておくか」

「魔具を破棄するとか正気の沙さ汰たとは思えないわね……。普ふ通つうの人間なら、喉のどから手が出るほど欲しがるようなものだっていうのに」

　魔具とはその名の通り、魔法が使えるようになる道具である。

　魔法の心得や知識が無くとも、念じるだけで魔法を発動させることができる道具であり、その利便性から戦せん闘とう職しよく、行商人、果ては盗とう賊ぞくたちすら求めて止やまない代しろ物ものである。

　しかし、魔具には稀き少しような素材が用いられているだけでなく、その機構に『法則式』と呼ばれる術式を組み込こまなくてはいけない。

　その法則式を組み上げることができるのは熟練の魔法士、もしくは法則式に精通している聖法士と呼ばれる者たちであることから、一いつ般ぱんに流通すること自体が稀まれだ。

「しかも旧アンベルク商会にあった魔具なら、作成者はクレスト大司教でしょう。そこらの魔具とは比べ物にならない品よ？」

「クレストっていうと……確か二年前に魔法士団の魔具を一新した奴だったか？」

「そうそう。魔法士団以外にも、憲兵隊の捕ほ縛ばく魔ま法ほうとか、それにさっき言った拠点用の防御結界とか、上層にある魔具はほとんどその大司教様が組んだ法則式らしいわよ」

「へぇ……俺も名前は聞いたことあるが、そいつに関する情報収集はどんなもんだ？」

「なんとも言えないわね。クレスト大司教はほとんど王城か、大聖堂くらいにしか顔を出ださないそうなのよ。あたしたちの奴隷もそこまでは入り込めないしね」

　タクミが長年の歳月をかけて形成した奴隷ネットワーク。

　各所に奴隷を配置することで、奴隷を通じて様々な情報を得るシステム。

　しかしその範はん囲いは奴隷自身、または奴隷の雇こ用よう主ぬしと関係者止まりであり、上層……特に王城と大聖堂のある最上層区域の情報を得ることは難しい。

　ルクスを通じて情報を得ることはできるが、三大公という立場とルクスの性格からして、情報の信用度は他の奴隷たちと比べて下がる。

「そのあたりは奴隷じゃ難しいところだし、何かしら情報収集手段を考えておかないとな」

「そうね。ガイツを上手うまく使いたいところだけど、まだ上層支部の体制が整っていないからしばらくは様子見で――」

「…………二人とも、腹ペコのわたしを置いて楽しそうですね……？」

　カリンと今後について話していた時、クノンがじとりと視線を向けてくる。

「特に……カリンはタクミと話していると、なんだかいつもより楽しそうです」

「楽しそうって……別にあたしは普ふ段だんと変わらないけど？」

「ウソです！　だって明らかに頬が緩ゆるんでいますもんっ！」

「なっ……!?　別に緩んでなんかないわよっ！」

　そうクノンに反論しながら、カリンは自分の頬をぺたぺたと触さわって確かく認にんする。

「ほら緩んでない！　あたしは普段通りだからっ!!」

「あーへいへい。お前の頬はぷにぷにだからな。たまに緩むこともあるだろう」

「だから緩んでないって言ってるじゃないっ！」

「タークーミー！　ごはん、ごはんをくださいよぉー!!」

　双そう方ほうからまくし立てられ、タクミはひらひらと手を振りながら溜息をつく。

「ああもう、わかったわかった。キルファの報告を聞く必要があるし、早めに切り上げる」

「ほんとですか!?　やったぁーっ!!」

　ようやく食事にありつけると、クノンが目を輝かがやかせながらぴこぴこと耳を動かす。

　それを見て、カリンはにやりと笑みを浮かべた。

「キルファの報告ならここへ来る前に聞いたわよ。『かねてから予定していた聖本の写本は全すべて行いき渡わたった。全員が満足して受け取った』と伝えてくれって」

「お、そりゃ朗報だ。伝言が済んだなら店に行く必要は無さそうだ」

「うああああああっ!?　カリンのばかぁあああああああああああああっっ!!」

「ふっふーん！　妙みようなこと言ったお返しってやつよっっ!!」

　カリンは顔を真っ赤にしながら大人げない笑みを浮かべ、クノンはこの世の終わりと言わんばかりにぽかぽかとカリンの背中を叩く。

　この様子では仕事にならないと思い、タクミが書類を片付け始めた時……執務室のドアが控ひかえめにノックされた。

「タクミ？　今、少しだけよろしいですか？」

　断りの言葉と共に、白金の髪を揺らす少女が顔を覗のぞかせる。

「ああ、ミルトか。ちょうど一段落したところだが、何かあったか」

「はい、タクミにお客様が……って、二人はどうしたんです？」

　顔を真っ赤にしたカリンとさめざめと泣くクノンを見て、ミルトが小さく首を傾かしげる。

「照れ屋の発ほつ作さと腹ペコ病ってところだ。それより俺に客が来てるって？」

　時刻は既すでに夜半であり、来客にしては遅おそすぎる時間と言える。

　しかし、ミルトの背後から顔を出した人物を見て納なつ得とくがいった。

　純白の制服に身を包つつみ、燃えるような赤髪を後ろでまとめた女性。

　その姿を見て我に返ったのか、カリンが少しだけ驚おどろいたような声を上げる。

「……エルス？　こんな時間に来るなんて珍めずらしいわね？」

「憲兵の仕事を終わらせた後だからな。そのせいで遅い時間になったんだよ」

「なんだ、俺はてっきり前の癖くせでこの時間に来たのかと思ったんだけどよ」

「……あのなぁ、いくら私でもそんなにうっかりしてないからな？」

　タクミの軽口を聞いて、エルスはむっと眉み間けんにシワを寄せる。

　現在、下層憲兵隊と『鈴蘭』は協力関係にある。

　下層の元非正規商会とはいえ、今の『鈴蘭』は神王国家リヒテルトの財政管理を担う大商会であり、『鈴蘭』の事務所はそんな大商会の本部ということになる。

　そのため、上層への連れん絡らくは憲兵隊を通じて行っているだけでなく、憲兵隊によって大商会の要人を護衛するという大義名分がある。

　以前は憲兵隊として理由なく『鈴蘭』に出入りすることを避さけ、なるべく人目のない早朝か夜半に事務所を訪おとずれていたが、今では大手を振って『鈴蘭』に出入りできる状況だ。

「それで、仕事終わりに来たってことは急ぎの用事か？」

「いや、急ぎというわけじゃないが……それより、そこの狼おおかみ娘むすめはどうしたんだ？」

「うぅ……隊長さぁん……ごはん、ごはんください……」

　ぷるぷると震ふるえながら這はうクノンを見て怪け訝げんな表情を作りながらも、エルスはその言葉から状況を察したようだった。

「ああ、腹が減っているのか。それならちょうどよかった。来るのが遅くなったから、酒場に寄っていくつか手て土産みやげを包んでもらったんだ」

　言いながら、エルスは手に持っていた紙かみ袋ぶくろをクノンの前に差し出す。

　その瞬しゆん間かん――放心していたクノンがガバッと身を起こし、爛らん々らんと目を輝かせながらエルスに向かって勢いよく抱だきついた。

「わぁーいっ！　隊長さんは……隊長さんは神様ですっ！」

「うわ、ちょ、落ち着けっ！　食べていいから！　とりあえず離はなれ――って待てヨダレ！　ヨダレが制服につくから離れろっ！　ああもうどうにかしろ奴隷商人ーっ!!」

　ヨダレを垂らしながら顔をすり寄せてくるクノンを押さえ込み、エルスはタクミに向かって助けを求める。

　その様子を眺ながめていた三人は、感かん慨がい深ぶかそうに頷うなずいた。

「平和だな」

「平和ねぇ」

「平和ですねぇ」

「お前たち和なごんでないでさっさと助けてくれないかっ!?」

　すり寄ってくるクノンを紙袋で牽けん制せいしつつ、エルスは手近な椅い子すに腰こし掛かける。

「まったく……今日は憲兵としてじゃなくて、ルクス兄様の遣つかいとして来たんだよ」

　タクミが怪訝そうな表情を作ったのを見て、エルスは懐ふところから手紙を取り出す。

「三日後、王家主しゆ催さいの立食会が開かれるんだ。神王国家リヒテルトの王族に、司法、行政、軍事の統とう括かつを行っている三大公、そして財政管理を行う四大商会に、発言権や影響力を持つ有力貴族など……多くの人間が集まる場だ」

「なるほどな。それで俺らにも声が掛かったってわけだ」

「しかも女王陛下から直々の招待状だ。本当ならもう少し先の予定だったが、四大商会の一つが丸々一新されたということもあって時期が早まったんだよ」
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　餌え付づけしたクノンを膝ひざ上うえに乗せながら、エルスは言葉を続ける。

「立食会というより、状じよう況きよう把は握あくの場といったところだな。国政報告は議会で行われるが、畏かしこまった場ということもあり、他所よその動向を把は握あくしにくい。そのため、立食会という形式を取って他所と情報共有や意見交こう換かんを行うというわけだ」

「へぇ、そいつはありがたい話だ。ちょうど最上層付近の情報収集に限界を感じてたところだし、手が伸のばせるならありがたく参加させてもらおうか」

　そう言ってタクミが笑った瞬間、エルスがじとりと視線を向けてくる。

「……先に言っておくけど、妙なことはするなよ？　お前が何かしたら、お前たちを推すい薦せんしたフェアシュタット家……つまり私とルクス兄様に苦情がくるんだからな？」

「俺が妙なことなんてするわけないだろ？」

「お前は妙なことしかしないから言ってるんだろう!?　ああもう、胃が痛い……」

　普段からタクミに振り回まわされているため、エルスは不安そうな表情でお腹なかをさする。

「ということで……ミルト、その男の手た綱づなは任せたからな」

「へ？　私も立食会に出るんですか？」

「当たり前だろう。お前は『鈴蘭』の首領であり、そして今は大商会の長なんだ。それにミルトは、社交場でのマナーや振る舞まいも理解しているだろう？」

「た、たしかにフェアシュタットのお屋や敷しきでお世話になっていた時、エルスさんと一いつ緒しよに礼れい儀ぎ作法について色々と教わりましたけど……」

　元々引っ込み思案な性格というだけでなく、王族や三大公の集まる場ということもあってか、ミルトがおろおろと視線をさまよわせる。

「ミルト、上に立つ人間として相応ふさわしい態度は？」

「ど、ドンと構えて胸を張ることですっ！」

　反射的にぴんと背筋を伸ばしたミルトを見て、タクミは満足げに頷く。

「そういうこった。どんな場所だろうと相手だろうと、お前は堂々としていればいい。三大公だろうと王族だろうと、それこそ神様だって見下す気分で構えとけ」

「な、なんでしょう……タクミが言うと本当にやってそうですね」

「俺は女神相手なら何度も見下してるからな」

「お前なぁ……女神フィリアを信仰するこの国でそんなことを言えば、場合によっては異い端たん審しん問もんに掛けられてもおかしくないからな？」

　エルスは呆あきれた様子でタクミを窘たしなめるが、実際に転生を司った女神相手に不ふ遜そんな態度を取っていたので、事実であることに変わりはない。

「とにかく堂々としてろってことだ。それにエルスだって一応は三大公の子女だ。不安だっていうなら、エルスの前で試してみればいい」

「一応じゃなくて子女だからな？　でもまぁ、タクミの言葉にも一理ある。私でよければいくらでも練習相手になってやるぞ」

「エルスさん相手、ですか？　えと……こ、こうでしょうか？」

　表情を正してから、ミルトはエルスに向かってむんと胸を張ってみせる。

　その様子を満足げに眺めていたエルスだったが、次し第だいに表情が険しくなっていく。

「なんというか……大きくなったなぁ、ミルト」

「…………えと、エルスさん？」

「はは、途と中ちゆうまでは同じくらいだったはずなんだけどなぁ……」

「どこを見て言ってるんですか!?　いえ、今どこを見てるんですかエルスさん!?」

　ミルトが顔を赤くしながらぱたぱたと手を振るが、エルスは虚うつろな目で遠くを眺めながらぷるぷると震えている。ミルトが妹同然だったこともあり、きっと複雑な想おもいなんだろう。

「お前だって気にするほど小さくないだろ。ほれ、ドーンと張り合っとけ」

「ははは……タクミ、お前には女心の機き微びについて教育する必要がありそうだな？」

「今さらそんなことを言われてもな」

「それを言っていいのはお前じゃなくて私の方だからな!?」

　そんなやり取りをしていた時、カリンが軽く手を挙げた。

「そういえばエルス、その立食会ってあたしとクノンも参加できるの？」

「うん？　ああ、問題ないよ。立食会には護衛や付き人の出席も許可されているからな。それにしても……珍しいな？　カリンの性格なら立食会は嫌きらいそうだと思ったのに」

「ま、たしかに貴族連中がいる場所なんて大嫌いだけどね。だけど、うちのご主人様が乗り気だって言うなら、参加しないわけにはいかないでしょ？」

「……そうだな。俺としても優ゆう秀しゆうな秘書がいた方が心強いってもんだ」

　ちらりと視線を向けてきたカリンに対して、タクミは静かに頷く。

　最上層に出入りする人間の情報は可能な限り入手しておきたい。

　そして……カリンは情報収集を行うにあたって、強大な力を持っている。

　相手の目を見ることで、他者の心を覗くことができる魔ま眼がん。

　その眼めがあれば、多くの段階を飛び越こして情報を収集することができる。

　エルスはその事実を知らないが、特に疑うこともなく頷いた。

「それじゃ、二人についても出席者としておこう。当日は上層のフェアシュタット邸ていで準備を行ってから、最上層の庭園に向かう流れだ」

　そう告げてから、エルスが立ち上がろうとしたが――

「…………おい、狼娘。私はもう出るからどいてくれ」

「んぅー……あうえふかぁー？」

　エルスの膝ひざの上で静かにしていたクノンだったが、どうやら話の途中で寝ねていたらしく、ふにゃふにゃとした返事を寄よ越こしてくる。

　完全に寝ぼけているクノンを見て、エルスはその頬をぺちぺちと叩く。

「ほら、起きろ。食事を取ってすぐ寝ると身体からだによくないぞ」

「寝ねへないでふよー……まだ、わたしは食べたりないでふ……」

　覚かく醒せいには至らなかったのか、クノンはもぞもぞと動いてエルスに頬ずりをする。

「えへへー……デザートは、プリンですねー……」

「や、お前どこを触って――ってだから待てお前はまたヨダレがッ!!　あーっ待て待て頼たのむから待ってくれっ!!　上着無しで夜風を浴びながら帰るのは寒すぎるからぁぁぁぁっ!!」

　無理やり引ひき剥はがそうとしたが、無む邪じや気きに寝ているクノンの顔を見てしまったことでエルスは一いつ瞬しゆんためらってしまい――

　最終的に、エルスの制服はヨダレまみれになった。

　上着を脱ぬいで帰る姿は、とても憲兵隊長とは思えない哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。




◇




　王都リスティナの最上層。

　常に衛兵が配備され、たとえ貴族であっても許可のない者は立ち入れない。

　神王国家リヒテルトを象しよう徴ちようする純白の王城。

　そしてリヒテルトの民たみが信仰し、祈いのりを捧ささげる女神フィリアを祀まつるフィリア大聖堂。

　王族と女神、それらの崇すう高こうな存在が鎮ちん座ざする区域。

　本来、下層に住まうタクミたちでは一生立ち入る機会のない場所だ。

　もしも信心深い者が王城や大聖堂に立ち入れば、感かん涙るいと共にむせび泣いたことだろう。

　しかしながら、タクミたちの中に信心深い者はいない。

　それどころか、王城の廊ろう下かを歩いている一行の雰ふん囲い気きは暗いものだ。

「………………はぁ」

「うぁー……落ち着きません……」

　カリンとクノンは王城や大聖堂には目もくれず、沈ちん鬱うつな表情でトボトボと歩いていた。

「……なぁお前たち。そろそろ庭園に着くから、姿勢だけでも正してくれないか？」

「エルスさんの言うとおりですよ？　一応、公的な立食会なんですから」

　先導していたエルスとミルトが二人を窘めるが、返ってきたのは生返事だった。

　その様子を見て、エルスは眉間のシワを伸ばしてからタクミに向き直る。

「おい、タクミ。お前が主あるじなんだからどうにかしてくれないか？」

「そう言われてもな。そもそも、どうしてそんなに機き嫌げんが悪いんだ？」

「……そんなの見ればわかるでしょ」

　唇くちびるを尖らせながら、カリンは視線を落として自分の服に目をやる。

　大きく開いた胸むな元もとに、深いスリットの入ったワインレッドのドレス。

　普段のカリンは肌はだを隠かくす服装が多いため、そわそわと落ち着かない様子だ。

「……確かに立食会に出るって言ったけど、ドレスを着るなんて聞いてないわよ」

「そりゃ仕方ないだろ。いくら俺たちが品位のない下層の人間とはいえ、普ふ段だん着ぎで社交場に出るわけにはいかない。その場における最低限のドレスコードは守るべきだ」

　エルスは憲兵隊として警備に当たるので普段の制服姿だが、ミルトは以前広場で演説を行った時と同様、ドレスを着てコートを羽織っている。

「……だったら、なんであんたはいつもの格好なのよ」

「俺は普段から服装に気を遣ってるってことだ。それに俺の肩かた書がきが商人である以上、貴族連中の反感を買わないように派手な服装は避けるべきなんだよ」

　貴族といった一定の地位がある人間は、見た目や見み栄えを重要視する。

　地位の低い人間が自分よりも華か美びな装そう飾しよくをしていれば疎うとみ、その逆であれば気を良くするので、むしろわかりやすいくらいだ。

「だからってこんな……こう、胸とか足とか出てるものじゃなくていいでしょ。ドレスを着るだけだったら、あたしもミルトみたいに大人しい雰囲気の装飾でよかったじゃない」

「まぁ、ミルトの役目としてはその格好が一番適してるからだ」

「…………役目？」

「ああ。女性らしい美しさは損そこなわず、かといって男に媚こびるものではない。たとえ女だろうと、大商会の主として相応しいということを証明する……それがミルトの役目だ」

　背筋を伸ばし、毅き然ぜんとした態度で歩くミルトの姿。

「リヒテルトってのは男だん尊そん女じよ卑ひの風潮が多方面に出ているんだ。その中で、財政を担う大商会の長に女性がいるというのは今後に大きく関かかわってくる」

　リヒテルトは女性蔑べつ視しとまではいかないが、女性の社会的地位は低い。

　女性君主であるリヒテルトならば女性の社会的地位は高いように思えるが、それは女王が「女神の血を引く」という特別性を有しているだけで、他の女性には当てはまらない。

　そして女王は国の象徴としての意味合いが強い。女王も決定権を有しているが、実権の大部分は三大公に握られているため、国政には深く関われない状況となっている。

「ミルトが今後成果を上げ続ければ、女性の社会的地位の向上へ繋がり、女性の社会進出などによって職業選せん択たくの幅はばが広がるってわけだ」

　現状ではなく、さらに先を見み据すえる。

　そうタクミが語ったところで、カリンは感心するように呆ほうけていたが、

「……いや、だからあたしのドレスの話なんだけど」

「それは俺の個人的な趣しゆ味みだ。お前を引き連れて貴族連中に自じ慢まんしてやりたかった」

「そんなふざけたことに巻き込まないでくれないかしらねぇ……!?」

　カリンにぎりぎりとタイを締しめられながらも、タクミは素知らぬ顔で口笛を吹ふく。

「たまにはいいじゃないか。恥はずかしかったら俺かミルトの後ろでおとなしくしてな」

「……覚えてなさいよ。あんたにも必ず同じくらいの辱はずかしめを考えておくから」

「へいへい。そいつは楽しみだ」

　恨うらみがましい視線を向けてくるカリンに苦く笑しようしていた時、隣となりでびしりと手が上がった。

　耳を隠すための帽ぼう子しをかぶり、商人の徒と弟ていとして扮ふん装そうしているクノン。

　そして、クノンはぷすーと不満そうに頬を膨らませながら言う。

「タクミ！　そもそもわたしは出席するなんて言ってないです！」

「そりゃお前が寝てたせいだ」

「それは隊長さんの膝がふかふかで心地ここちよかったせいです！　それに立食会とか、わたしは貴族たちがいる堅かた苦くるしい雰囲気がイヤなんです！」

「お前は普段通り、俺やミルトの護衛をしているだけでいいんだぞ？　別に礼儀とか作法とか気にしなくていいから、暇ひまなら適当に飯でも食っておけ」

「ごはんを食べていいなら万ばん事じおっけーですっ！」

　憂うれいはなくなったのか、クノンがビシリと親指を立てた。扱いやすくて本当に助かる。

「……話は済んだか？　会場に着くから、絶対に問題を起こすんじゃないぞ」

　そうエルスは告げてから、憲兵に指示を出して重じゆう厚こうな扉とびらを開けさせた。

　大理石と豪ごう奢しやな調度品が並び立つ会場。

　布物には金糸や銀糸が惜おしみなく使われ、切り出されて磨みがかれた大理石が城内の明かりを煌きらびやかに反射して、明るさと華はなやかさを演出している。

　しかし、その絢けん爛らんさのせいか、余計に際きわ立だって見えるものもある。

「へぇ……こいつが立食会、ね」

　庭園内には既に人の姿が多くあり、各おの々おのがグラスを手に談だん笑しようしている。

　だが、その内側からは疑念や野心といったドス黒い感情が見える。

　たとえば他の貴族に囲まれている人物。

　自らの派は閥ばつを持ち、上流階級の中でも上位にいる者は、自らの力や威い信しんを誇こ示じし続けるために、他の貴族たちを派閥に引き入れようとする。

　それだけでなく、派閥に属する貴族たちを留とどめるため、自らの姿を大きく見せようとし、昨今の成功について雄ゆう弁べんに語っている。

　派閥に属する者たちは、派閥の長に対して媚びへつらった笑えみを向ける。

　しかし腹の底では派閥の長が今後も権力を維い持じできるかを見定め、隙すきあらば奪うばい取ろうと考える野心家の目をしている。

　また、商あきないに携わる者たちはそんな両者の間で立ち回り、どちらに付くことで利益が出るかと頭の中で算盤そろばんを弾はじきながら言葉を並べる。

　そんな疑心と猜さい疑ぎが渦うず巻まく立食会。

「さて、私の案内はここまでだ。私は他の憲兵隊と共に周囲を巡じゆん回かいする予定だが、くれぐれも他の貴族たちに失礼がないように――」

「そのことなんだがエルス、さっそく問題が起こった」

　言いながら、タクミは自分の隣を軽く指で示す。

「クノンが飯の匂においに釣つられてどこかに消えた」

「……ほんとに、なんでお前は一番問題起こしそうな狼娘を野放しにするんだよぉ……」

　軽く涙声になりながらも、エルスは肩かたを落としてクノンの姿を捜さがしに向かう。なんだかんだ言いながらも、律りち儀ぎで面めん倒どう見みのいい奴やつだ。

「さて、それじゃ俺おれたちも――」

　そうタクミが口にしようとした瞬間、周囲から声が聞こえてくる。

「――あれが、『成り上がり商会』の奴らか」

　その言葉をきっかけに、次々と言葉が聞こえてくる。




「薄うす汚ぎたない下層の人間だというのに、よくこの場へ顔を出せたものだな」

「下層の人間だからこそ、ではないかね？」

「ああ、そうかもしれないな。知性や品位がないからこそ、自分たちが分不相応だということも理解できないのだろう」

「まったくだ。高貴な場に下水の臭においがあっては台無しだろうに」

「あれの後うしろ盾だてはフェアシュタット家だろう？　いやはや、若くして家か督とくを継つぐ実力を持ったルクス殿どのには期待していたが、これは評価を改めなくてはならないな」




　多くの人間から発せられる心無い言葉の数々。

　しかし、それが当然の反応だ。

　下層という最底辺の人間。

　貴族たちにとって、普段なら視野に入れるどころか意識すらしない人間だ。

　そんな人間たちが憲兵隊の手を借りたとはいえ、あろうことか大商会の一角だけでなく、癒ゆ着ちやくしていた貴族たちを表おもて舞ぶ台たいから引きずりおろした。

　自身の権力や地位を第一に考える人間にとって、タクミたちは目め障ざわりなことこの上ない。

　だが、その反応を見てタクミは愉たのしげに笑う。

「おー、言われてる言われてる。こいつはなんとも嬉うれしいもんだ」

「あはは……タクミ、悪口を言われて嬉しがってはダメでしょう？」

「俺は感性が歪ゆがんでるからな。ミルトも案外平気そうじゃないか」

　普段のミルトなら、『鈴蘭』を悪く言われて気を落としていても不思議ではない。

　しかし、ミルトは力強く頷いてから口元に笑みを浮うかべてみせる。

「今の私は大商会『鈴蘭』……その首領としてこの場にいます。だったら、みっともない姿を他の方々に見せるわけにはいかないでしょう？」

　一人の少女ではなく、他者の上に立つ首領として在あろうとする姿。

　その姿を見て、タクミは満足げに笑う。

「いい答えだ。それじゃ……そろそろご挨あい拶さつといこうじゃないか」

　タクミの言葉にミルトとカリンはゆっくりと頷いてから、庭園を進んでいく。

　先ほどまで、陰かげ口ぐちを叩いていた貴族たちの下へと。

　周囲がにわかにざわめくのを無視して、ミルトは初老の貴族に向かい、ドレスの裾すそを摘つまんで軽く頭を垂れる。

「――お初にお目に掛かります。商会『鈴蘭』の長、ミルト・ファミリエでございます。貴き殿でんはリンゲン伯はくアルファス・ヒルベルト卿きようとお見受けいたしますが」

「あ、ああ……いかにも。丁てい重ちような挨拶をいただき感謝する」

「いえ、本来ならば我々はこの場に招かれることすらなかった身。今日、こうして貴殿らにご挨拶できる機会が得られたことを至極光栄に存じますわ」

　そう言ってミルトが穏おだやかに微笑ほほえむと、アルファスは困こん惑わくした表情を浮かべる。

　それはミルトが下層の出身でありながら、礼れい儀ぎ正ただしく挨拶をしたからではない。

「……ファミリエ殿、と仰おつしやいましたな。失礼を承知で申しますが、本来ならば私のようなものではなく、先に名立たる方々へ挨拶を行うのが道理では？」

　アルファスは謙けん遜そんでその言葉を口にしたわけではない。

　他の伯はく爵しやくたちと比べても、アルファスは下位に属ぞくしていると言っていい。まして、今回の立食会は神王国家リヒテルトにおいて名立たる諸しよ侯こうが参席している。

　本来ならば、先にそちらへ挨拶を済ませるのが通例と言える。

　しかし、ミルトは優ゆう雅がな笑みと共に言葉を返す。

「ご忠告、痛み入ります。しかしながらアルファス卿、私めは下層の生まれであることから、この場における全ての方々を、それこそ名立たる高貴な方々と等しい存在であると考えております」

「……ほう。それはなんとも殊しゆ勝しような心がけと言えますな」

　ミルトの言葉によって、アルファスは微かすかに表情を崩くずした。

　自分が一番下であり、他の者たちはすべて上である。

　たとえ爵しやく位い上の序列は低かろうと、他の諸侯と同等かそれ以上に敬意を払はらっている。

　それらの事実をミルトは周囲に示した。

　それが功を奏したのか、先ほどまでの敵意や蔑視が薄うすれているように感じ取れた。

「時に、ファミリエ殿の『鈴すず蘭らん』は先日の件で大商会の座に就つかれたそうだが……これほどまでに若く、しかも女性の身でありながら大商会を統すべる長とは驚きですな」

「私が『鈴蘭』の長を務めておりますが、所しよ詮せんは飾かざりのようなものでございます。こちらにいるタクミを始め、多くの有能な者たちに支えられているからこそです」

　ミルトがそう口にしたところで、背後にいたタクミが一歩前へと踏み出す。

「ご紹しよう介かいに与あずかりました、『鈴蘭』所属の奴ど隷れい商人タクミであります、アルファス卿」

　普段の不遜な態度とは違ちがい、タクミは流りゆう麗れいな動作で頭を垂れる。

　しかし、奴隷商人という言葉を聞いた瞬間、アルファスは忌いま々いましいものを見たかのように、嫌けん悪おによってその表情を歪めた。

「……奴隷商人とは。この場には他の大商会も参席していることから、商いに身を置く人間も数多いが……卑いやしい商人がこの場に来たのは貴公が初めてだろうな」

　侮ぶ蔑べつの視線と共に、アルファスはタクミに向かって吐はき捨すてる。

　人の身でありながら、人や亜あ人じんを売買する奴隷商人。

　その存在は貴族だけでなく、多くの人間から疎まれ、商いを生業なりわいとする商人たちからも後ろ指をさされて嘲ちよう笑しようされる始末だ。

　しかし、タクミは口元に笑みを浮かべたまま言葉を返す。

「アルファス卿の仰ることは正しい。ですが……この場に参席することが許された者たちは、アルファス卿を始め、皆みな一様に確たる実力を有した者でもあります」

「よもや……貴公もそうだと言うつもりではあるまいな？」

　アルファスの表情が怒いかりに変わる寸前、タクミは間を空けることなく言葉を続けた。

「時にアルファス卿、こちらに見えるエルフが、貴殿にはどのように映りますかな？」

「…………エルフだと？」

　タクミの背後で淑しとやかに目を伏ふせているカリンを見て、アルファス伯は表情を歪める。

「……まさか、亜人までこの場に連れ込んでいるとはな」

「おや、アルファス卿にはこのエルフがただの亜人に見えると？」

「……何を言っている。亜人以外の何者でもないだろう？」

　言葉の意味を図はかり損ねたのか、アルファスは怪訝そうな表情を作る。

「私にとって、奴隷とは宝石の原石と同義でございます。磨き上あげれば光ひかり輝き、その真価を大きく示します。中にはエルフを娼しよう婦ふと蔑さげすむ輩やからもおりますが、これほどの美しき娘むすめを見て娼婦と口にすれば、己おのれが審しん美び眼がんが曇くもっていると公言するようなものでしょう」

　たおやかに頭を下げるカリンを見て、アルファスは言葉を詰つまらせる。

　その反応を見み逃のがすことなく、タクミは言葉を並べ立てる。

「そして私が扱あつかう商品は……時として宝石以上の価値を持ちます」

「奴隷が宝石以上の価値を持つだと？　ずいぶんと大それたことを言うではないか」

　アルファスは鼻で笑いながら肩を竦すくめるが、タクミの表情は変わらない。

「仮にアルファス卿が原石を採さい掘くつするために、十人の労働者を雇やとって革かわ袋ぶくろ一つ分の原石を採掘したとしましょう。ですが、宝石の匂いを嗅かぎ分わける亜人ならば一人で全て事足ります」

「大たい言げん壮そう語ごの次は、空想の話かね？」

「いいえ、その亜人は実在しております。奴隷商人として数多くの亜人たちと接してきた私だからこそ、その言葉は誰よりも重みがありましょう？」

　その言葉に、アルファスは興味を示したかのように横目を向けてきた。

　内心でほくそ笑みながら、タクミは言葉を続ける。

「その亜人ならば十人の労働者よりも早く、そして多くの原石を採掘できます。一人分の賃金で革袋二つ分の原石を採掘すれば、多大な利益を得ることができる……聡そう明めいなアルファス卿だけでなく、他者にとっても明白なほどの利益が生まれる、と」

「……確かに、そのような亜人がいるとしたら、宝石以上の価値を持つとも言える」

「ご理解いただき感謝いたします。奴隷の能力を見み極きわめ、買い手が欲ほつする能力を持った奴隷を提供し、最大の利益を上げる……それこそが、私という奴隷商人であります」

　先ほどとは違い、興味深そうにアルファスは顎あごに手を当てている。

「亜人には多くの可能性があります。先のような亜人だけでなく、頑がん強きような鱗うろこを持つ竜りゆう人じんならば採掘現場の落らく盤ばんにすら耐たえることでしょう。鳥人がいれば坑こう道どう内の風の流れを読み、有毒な空気を逃にがすように穴を掘ほることもできましょう。そういえば……落盤で鉱夫たちの数が減ったと、風の噂うわさで耳にしましたが？」

「……もうよい、貴公が優すぐれた商人であることは十二分に理解したよ。辺境で落ちぶれていた人間について、よくそこまで仔し細さいに調べてあげたものだ」

「いえいえ、私は鉱山で『よくある出来事』を口にしただけでございます」

　満面の笑みを浮かべながら答えたタクミを見て、アルファスは苦笑を浮かべる。

　落盤による事故と有毒ガスによる死傷。

　それらは数年前に、アルファスの領地にある鉱山で起こった出来事である。

　そして現在は有毒ガスによって鉱山が閉へい鎖さされた状態であり、長期に亘わたって採掘が滞とどこおっている。それこそが、アルファスの序列が下落した理由でもあった。

「もしも奴隷の斡あつ旋せんに興味を持たれましたら、我わが『鈴蘭』にまで御ご一いつ報ぽうを。後の機会に商談の場を設けさせていただきます」

「ああ、時間を作ってそちらに赴おもむくとしよう。奴隷商人という存在を好かんとはいえ、貴公のような優秀な人間がいるのならば他所よりも信が置ける」

　そう口にしてから、アルファスは友好的な笑みを浮かべ、その場から去って行った。

「さて、これで顧こ客きやく一人目だ。この調子でどんどん行かないとな」

「……ほんと、詐さ欺ぎ師しみたいにぺらぺらと言葉が出てくるわね」

「リップサービスは商売の基本だ。お前も見み世せ物もの役やくをありがとよ」

「最初からその役割ってことだしね。静かにしてるだけなら気楽でいいわ」

　感心半分、呆れ半分といった様子でカリンが軽く息を吐く。

「さて、他に利益が見み込こめるのは残り六人程度か。下から順に進めていって、あとは牽制がてらに四大商会の奴らにちょっかい出だして――と？」

　タクミが情報を整理していた時、ふと背中に違い和わ感かんを覚えて振ふり返かえる。

　そこには……こちらを見上げるように、服の裾を掴つかんでいる少女がいた。

　幼い、それこそ十にも満たないような少女だ。

　なぜそんな少女がいるのかと思ったものの、今回の立食会は建前上は社交の場であり、貴族諸侯の子女が出席していても何ら不思議ではない。

「どうされましたか、お嬢じようさん。私に何か御ご用ようでも？」

　丁てい寧ねいな対応を心こころ掛がけ、タクミは目線を合わせるように腰こしを屈かがめてから声を掛ける。

　その様子を観察するかのように、少女はじっと灰銀の瞳ひとみでタクミを見つめている。

　そして……透すき通とおる二つ結びの銀ぎん髪ぱつを揺ゆらし、少女はゆっくりと頷いた。

「あなたが『鈴蘭』所属の奴隷商人ですね」

　やや舌足らずだが、子供らしくない硬かたい口調。

　そして、タクミは少女が周囲の人間とは異なっていることに気がついた。

　修道服にも似た意い匠しようの服。

　その服は海と空を模したような蒼あお色いろと、清せい廉れんを示す純白を基調としている。

　そして、その服を身に纏まとう人間は限られる。

「わたしは……フィリア神教所属、大司教リーゼ・クレストです」

　敵意の込められた視線と共に、リーゼと名乗った少女は告げる。




「女王陛下の命により……『鈴蘭』所属の奴隷商人、タクミを連行します」




◇




　城内の舗ほ装そうされた石いし畳だたみから一転して、白と蒼が一面に広がる庭園。

　切り出された大理石によって造られた庭園。

　最上層という高所に位置することから、空の蒼が普ふ段だんよりも近く感じられ、また眼下に広がるヴェルヌ湖の存在が蒼色の存在を引き立てている。

　王族が所有する『蒼の庭園』と称しようされる場。

　そこは普段から王族が午後の時を嗜たしなむ際に利用する憩いこいの場であり、特に離れの東あずま屋やにおいては城内以上に人の立ち入りが厳しく制限されている。

「――ご歓かん談だん中ちゆうにお呼びしてすみませんね、『お人ひと好よしの奴隷商人』さん」

　簡素な椅子に腰かけていた女性が、タクミの姿を見て優雅に微び笑しようを浮かべる。

　女性といってもその見た目は若々しく、二十代前半といったあたりだろう。

　その女性の姿を、タクミは以前に一度見ている。

「再度お目に掛かれて光栄でございます……女王陛下、エルリア・リヒテルト陛下」

　タクミが慇いん懃ぎんな態度で膝をつくと、エルリアはくすくすと控ひかえめな笑みを漏もらす。

「あらあら、あなたは猫ねこを被かぶるとそのような口調と態度になるのですね？　以前お会いした時の方が、あなたらしくて好ましかったのですけれど」

「なら、以前と同じように。堅苦しい態度のままだと話が婉えん曲きよくになる」

　エルリアの言葉を聞いて早さつ速そく態度を崩した瞬間、背後からぽかりと叩たたかれる。

　そこには、不服そうに眉まゆを吊つり上げるリーゼの姿があった。

「……陛下の前です。姿勢も口調も勝手に崩してはいけないのです」

「さっきの言葉がお許しってことでいいじゃないか」

「ダメです。ちゃんと陛下がいいと言うまで続けてください」

「へいへいわかったよ。そういうことで女王様、許しとやらをくれないか」

「ええ、もちろん。リーゼも、あまりタクミさんを困らせてはいけませんよ」

　エルリアが苦笑しながら窘めると、リーゼは不服そうに頬ほおを膨ふくらませながら俯うつむく。

「それで今回呼びつけた理由について聞かせてもらおうか。依い頼らいされた奴隷たちの送そう還かん、それと事後処理についても問題はなかったはずだ」

「そうですね、『鈴蘭』が行った仕事は万ばん全ぜんと言って差さし支つかえありません。周辺諸国への波風も立つことが無く、まさに理想通りの終結と言えるでしょう」

　そう口にしてから、エルリアはタクミに向き直る。

「改めて、此こ度たびはご苦労様でした。今後とも『鈴蘭』の躍やく進しんに期待しています」

「女王陛下直々に労ねぎらいの言葉とは嬉しい限りだが、今度は衛兵を使って呼んでくれ」

「あら、リーゼを寄越したのは御ご不ふ満まんでしたか？」

「当たり前だ。教会の聖法士が連行なんて言うものだから、てっきり異端審問に掛けられるのかと思ったくらいだからな」

　女め神がみフィリアを信しん仰こう対象とする聖職者。

　一いつ般ぱん的てきには司祭、神父として、民衆への宣教や説法を行う者が大半だが、その中で従軍司祭、異端審問を行う者が聖法士と呼ばれる。

　役目としては武ぶ僧そうに近く、一定の戦せん闘とう能力を有した聖職者が聖法士と呼ばれる。

　聖法という魔ま法ほう系統を修め、他者の命を救い、他者を守ることに従事する者。

　またある時は教義に反した者を捕とらえ、異端審問によって罪の浄じよう化かを決行する者。

「しかし……まさか件くだんの大司教様が、こんな小さな子供だったとは思わなかったけどな」

「あなただけでなく、彼かの女じよを見た多くの者たちがそのような感想を抱いだくでしょうね。ですがリーゼは正しよう真しん正しよう銘めい、大司教の位を授さずけられた聖法士ですよ」

「そうです。わたしは大司教なんですごく偉えらいのです」

　自慢げにリーゼは胸を張るが、子供が背せ伸のびをしているようにしか見えない。

　しかし、ようやく話に聞いていた『クレスト大司教』が表に出ない理由がわかった。

「たしかにその年ねん齢れいなら、あんまり表に出さないのが賢けん明めいだろうな」

「あまり好こう奇きの視線に晒さらさせるのは好ましくありませんし、法則式の天才とはいえまだ子供ですからね。だから危険がない王城と大聖堂くらいしか出歩けないということです」
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「……わたしはもう子供じゃないです。別に一人でも出歩けるのです」

　リーゼがむくれながら言うと、エルリアは嬉しそうに微笑む。

「ですがリーゼ？　一人で出歩いて迷子になったら困るでしょう？」

「……迷子にならなければ大だい丈じよう夫ぶです」

「迷子にならなくてもリーゼはすごくかわいいですからね。一人で出歩いていたら、怖こわい人たちに捕つかまってしまうかもしれませんよ？」

「つ、捕まってしまうのですか……それは少し怖いかもしれません」

「怖いですよね？　ですからリーゼは私と一緒にお喋しやべりをしていましょうね」

　カタカタと震ふるえているリーゼを抱き、エルリアはその頭を優やさしく撫なで回す。出歩けない理由はリーゼ本人よりもエルリアの方にある気がしてならない。

「ずいぶんと、大司教様は女王陛下に愛されているようだ」

「うふふ……女神の血を引く身として、フィリア教徒は子供同然に愛していますから。と言っても、リーゼは一時的に私の傍そばに置いている状じよう況きようなのですけれど」

「一時的ってことは、正式にあんたの傍に置いてるってことじゃないのか？」

「ええ。元々、リーゼは三大公フォルテシアの食しよつ客かくです。私が無理を言って、リーゼの時間が空いている時に話し相手をしてもらっているのですよ」

　申し訳なさそうにエルリアが笑みを浮かべたのと同時、リーゼが一瞬表情を曇らせる。

　その二人の様子を見てから、タクミは肩を竦めながら息を吐く。

「ともかく、子供に手を引かれて注目を浴びるのは辛つらいから勘かん弁べんしてくれ」

「……子供じゃないです。それにわたしはあなたよりずっと偉いのです」

　リーゼは抑よく揚ようのない、淡たん々たんとした口調でタクミの言葉に反論する。

「そもそも聖法士と聞いて異端審問と勘かん違ちがいするなんて、やましいことでもあるんですか」

「こっちは下層の人間なんでな。やましいことならいくらでもあるぜ？」

「…………陛下、この男を異端審問に掛ける許可が欲ほしいのです」

「あらあら、それは少し困ってしまいますね」

　リーゼが親の仇かたきを見るような目でタクミを睨にらみ、手た綱づなを握にぎるはずのエルリアは困るどころか、楽しそうにくすくすと控え目めな笑みを漏らしている。

「というか、なんでお前は俺を目の敵かたきにしてるんだ。今日が初対面のはずだろ」

「……初対面じゃないです。あなたが初めて謁えつ見けんに来た時、陛下の隣に控えていたのです」

　そう言われて、タクミは脳内にある一月前の出来事について思い出す。

　その光景の中で、玉座の物もの陰かげでぴこぴこと銀色の物体が動いていたことを思い出した。

「……玉座の後ろで動いてたアレがお前か」

「アレってなんですか。もう最悪です、まともに認にん識しきすらされていないとか最悪です。今すぐ女神の名の下に罰ばつしてやりたいくらいです」

「俺の場所からじゃお前の背が低くて見えなかったんだよ」

「低くないです。これでも、教会の子たちと比べたら一番大きいです」

「お前の年代じゃ背せ丈たけなんて大して変わらないだろ」

「そ、それでも他の子たちと比べたら大きいんです」

　リーゼがムキになって反論してくるが、その身長はどう見ても百四十にすら達しておらず、そもそも「他の子たち」が同い年なのかも怪あやしいところだ。

「まぁ、十年後には大きくなるってことにしといてやるよ」

「だから、わたしはもう十分に成長した大人だと――待ってください、なぜわたしの頭を撫でるんですか。やめてください子供扱いすると異い端たん審しん問もんに掛けますよ……!!」

　グリグリと小さな頭を撫でると、リーゼがぺしりと手を跳はねのけてくる。

　そんなタクミたちのやり取りをおかしそうに眺ながめながら、エルリアが言葉を加えた。

「すみませんね。一応、リーゼは私を守るという役目もありますから。きっと以前のやり取りを見て、タクミさんが悪人だと思っているんでしょう」

「……違います、陛下。わたしはこの男が悪人だと確信しているのです」

　ビシッと、リーゼは容よう赦しやなくタクミに指を突つきつけてくる。

「女神の血筋を引く女王陛下に、交こう渉しようという名の脅きよう迫はくを行っただけでなく、今も無礼を詫わびることなく粗そ雑ざつな言動を正さない……この男からはドス黒い悪の魂たましいが見えます」

「リーゼはまだ幼いのに、色々と難しい言葉を知っていて偉いですねぇ」

「へ、陛下まで……わたしを子供扱いするのですか……」

　味方だと思っていたエルリアにまで子供扱いされたせいか、リーゼは瞳にうっすらと涙なみだを浮かべ、ぷるぷると震え出す。

　そんなリーゼの姿を見て、エルリアは嬉き々きとした表情で「ほら、かわいい子でしょう？」と言わんばかりに視線を向けてくる。どちらかと言えば黒いのは女王の方だろうに。

「リーゼ、泣いてはいけませんよ。あなたはまだ幼いですが、確かな実力を持った聖法士であることは私がよく知っています」

「……ほんとですか」

「ええ、もちろんです。だから泣くのをやめましょうね」

　エルリアが慈じ愛あいに満ちた微笑を向けると、リーゼはぐしぐしと目元を拭ぬぐう。

　その後にエルリアが「ほらほら、この子かわいいでしょう？」と、やや興奮気味な表情を向けてきたが、面めん倒どうだったので無視することにした。

「ま、国のトップが他者を実力で評価するってのはありがたい話だ。年齢や出自なんてつまらないものに囚とらわれず、有能な奴はどんどん使うべきだろう」

「ええ、当然そこにはあなたも含ふくまれていますよ。私がこうして会話の場を設けたのも、今後ともあなたに活かつ躍やくしていただきたいと思っているからこそです」

「……なるほど。だが俺は奴隷商人だ。奴隷の売買以外の仕事は応相談だよ」

「そうですね……それでは、次の仕事はあなたの職業に沿った形にしましょう」

　微笑を湛たたえているエルリアを、タクミは注意深く観察する。

　困ったような、何か含みがあるような……そんな笑み。

　その笑みに既き視し感かんを覚えていた時――

「……陛下を困らせないでください」

　しかめっ面つらのリーゼがぽふぽふと脇わき腹ばらを叩いてきたため、タクミは軽く肩を竦める。

「……まあいい。とりあえず俺は会場に戻もどって構わないか？　せっかくだから色々な貴族たちに挨拶をしてやろうと思ってるもんでよ」

「はい、それでは立食会で。リーゼ、彼かれを会場まで送ってくれますか？」

「……気は進まないですけど、陛下のご命令なら従います」

　不満そうな言葉と共にリーゼはぺこりと頭を下げ、タクミの手を引いて東屋を後にした。

　互たがいに会話がないまま、人気のない大理石の道を歩く。

　しかし、行きと違ってリーゼは不ふ機き嫌げんそうに頬を膨れさせていた。

「まったく……なんで陛下があなたに目を掛けているのかわからないです」

「そいつは女王様も言ってただろ。実力で評価してるってよ」

「それはあなたの実力じゃありません、運です。たまたま憲兵と繋つながりがあって、大商会が悪いことをしていて、運よくそれを解決した……それを実力とは言いません」

　どうしてもタクミを認めたくないらしく、リーゼは全すべて運だと言い切る。

　それに対して、タクミは落らく胆たんしたように頭を振る。

「その歳としで聖法士だって言うから期待したが、やっぱりまだまだ子供かね」

「……また子供扱いするとか許せません。最悪です」

「最悪なのはお前の止まっている思考だ。そもそも、『運』なんて言葉は思考と努力を放ほう棄きした怠なまけ者ものの言葉だ。あまり口にするものじゃない」

　その言葉に多少興味を惹ひかれたのか、リーゼはてとてとと歩きながら顔を向けてくる。

「それって、どういうことですか？」

「お、食いついたか。それじゃ一つゲームをしよう」

　言いながら、タクミは懐ふところから銀貨を取り出す。

「こいつを指で弾いて裏表を当てる。俺が正解した場合、お前は運が良いと思うか？」

「……それは、銀貨が一定の重さで、イカサマの可能性を考こう慮りよしない場合ですか？」

「悪くない考えだが、この銀貨に偏かたよりはなく、イカサマはないと考えて構わない」

「それなら、運がよかったと思うのです」

「はいよ。それじゃ不正がないように、お前がこいつを指で弾いてみな」

　タクミから銀貨を手て渡わたされ、怪け訝げんそうにリーゼは銀貨を指で弾く。

　そして――キィン、と甲かん高だかい音を鳴らし、回転する銀貨は小さな手の中に――

「――――裏だ」

「…………え」

　その言葉に気を取られた瞬しゆん間かん、銀貨はリーゼの手に当たって地面を転がる。

　そして――その銀貨が止まった時、地面の上で裏を向いていた。

「さて正解だが、今のを見てお前は運がよかったと言うか？」

「……当たり前です。偶ぐう然ぜんわたしの手に当たって転がったんですから」

「なら、俺がそれを予想して裏と言っていたら？」

　挑ちよう発はつするように、タクミは自信に満ちた笑みを向ける。

「お前の手の大きさ、弾いた指の動き、銀貨の回転数、俺の言葉に気を取られるタイミング、お前が目を逸そらした時に手へと落下する銀貨の位置と角度、全て合わせた運動量で地面を転がる距きよ離り……それらを考慮して俺は『裏』だと答えた。これは運と言えるか？」

「そんなの……できるわけないです。今のはズルです、ズルっこしたんです」

　結果が気に食わなかったのか、リーゼがタクミの服を引っ張りながら抗こう議ぎする。

「ズルだイカサマだと言われようが、実際にやったことだ。俺はあらゆる要因を思考する努力をしたが、お前は『運』という言葉で思考と努力を止めているって話だよ」

　興味深いと感じたのか、リーゼは頭を上げてタクミの横顔を見つめている。

「他人に『運』だと言うのは、そいつを否定することに繋がる。他者の努力、思考、実力、その全てを無責任な言葉で否定している。お前は運で聖法士になったか？」

「いえ……いっぱい勉強して、聖法士になりました」

「それなら物事を運で片付けるな。自分の努力を否定するものじゃない」

　しゅんと俯いているリーゼに対し、タクミはぽんと頭を軽く叩く。

「さて、反省したか？」

「……はい、ちょっと言い過ぎました。ごめんなさいです」

「ならいい。そんな素す直なおなお前には種明かしをしてやろう」

「…………種明かし？」

　リーゼがこくんと首を傾かしげたのを見て、タクミは満面の笑みを浮かべる。

「さっき言ったのは全部デタラメだ。たまたま裏が出ただけでな」

「………………殴なぐっていいですか」

「いやはや、女王が気に入るのも納なつ得とくだ。子供らしくてからかい甲が斐いがある」

「最悪です……っ！　しかも子供扱いされたので、二倍最悪ですっ!!」

　ぼすぼすとリーゼが脇腹を殴ってくるが、タクミは誤ご魔ま化かすように口笛を吹いている。

　その時、不意にリーゼの手が止まった。

「それなら……自分のことを『運』で片付けるのはどうなのですか」

　呟つぶやきにも近いリーゼの言葉。

　しかし、その瞳は真まっ直すぐタクミを見つめている。

「さっきの話は他人に向けた場合です。それなら、自分に対してはどうなのですか。生まれついてのものは努力も思考もない『運』です。貴族の家に生まれた。お金持ちに拾われた。類たぐい稀まれな才能があった……それを運がよかった、悪かったとするのはどうなのですか」

　淡々とした口調のまま、リーゼがそう問とい掛けてくる。

　その心中を見み透すかすように眺めてから……タクミはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「悪いが、俺は自分を否定したり見放したりしないから、考えたこともなかったな」

「…………そう、ですか」

　短い言葉と共に俯いてから、リーゼは再び顔を上げる。

「……でも、ちょっとだけ面白おもしろかったです」

「そうかい。機会があったら、またからかってやるよ」

「そっちじゃないです。次からかったら異端審問に掛けるので覚かく悟ごしてください」

　ジトリと視線を向けてくるリーゼに対してタクミが苦く笑しようを返していると、先ほど見た庭園の風景が見え、にわかに人の気配が漂ただよってくる。

　だが……庭園の雰ふん囲い気きは、先ほどとは違うように思えた。

　剣けん呑のんとした、そして不安と困惑が入り交じる空気。




「――いいかげんにしてください！」




　そして、悲鳴にも近い叫さけび声ごえが庭園の中に響ひびき渡わたった。




◇




　周囲の注目を浴びながら、ミルトは困惑と怒りの交じった表情を作っていた。

「手を離はなしてください……キアッド卿、私はお断りすると申し上げています」

「つれないことを言うではないか。俺の誘さそいとあらば、年とし頃ごろの婦女子は喜ぶものだぞ？」

　右みぎ腕うでを掴まれながらも、毅き然ぜんとした態度でミルトは目の前の男を睨みつける。

　しかしキアッドはそんなミルトの態度に気を良くしたのか、くすんだ金きん髪ぱつを揺らしながら至し極ごく愉ゆ快かいそうに下げ卑びた笑みを浮かべている。

　キアッド・フォルテシア。

　リヒテルトを強国たらしめている魔法士団、その全権を統とう括かつする三大公の一角。

「……此度の催もよおしは、女王陛下主しゆ催さいの立食会です。そのような場で――」

「ハッ……それがどうした？　女王陛下はまだ見えておらず、此度の立食会に父エルヴィスは不在だ。それならば愉しまなければ損というものだろう？」

　品の無い笑みを浮かべるキアッドを見て、ミルトは下した唇くちびるを噛かむ。

　この立食会は王家、つまりエルリア女王陛下の主催である。

　そのような場で目に余る態度を取るのは、王家を軽かろんじていると言っても過言ではないが、キアッドが気にかけている様子はない。

　女王は飾りであり、実権を握っているのは三大公。

　そういった考えが、キアッドの表情からは容易に見て取れる。

　だが、それは今に始まったことでもないらしい。

　周囲で事の次し第だいを眺めている諸侯はおろか、騒さわぎに気づいて様子を見に来た憲兵すらも口を出す様子はなく、キアッドの横暴を野放しにしている。

　それほどまでに、フォルテシアはリヒテルトにおいて大きな力を持っている。

　他国すら恐おそれ慄おののく、魔法士団という戦力。

　その家名だけで他の貴族すら没ぼつ落らくさせる影えい響きよう力りよく。

　力と恐きよう怖ふを使い分け、他を魅み了りようし付き従わせる統とう率そつ力りよく。

　それこそが『勇ゆう剛ごう』を冠かんするフォルテシアの家系。

「俺は強者が好きだ。下層の出身でありながらアンベルク商会を蹴け落おとし、高貴たる我らが『蒼の庭園』にまで足を踏ふみ入いれた……その実力、俺は高く評価しているのだぞ？」

　口ではそう評しているものの、ミルトを見下ろすキアッドの目からは侮蔑に近い感情が垣かい間ま見みえており、その言葉の端はし々ばしからは獣けものじみた劣れつ情じようが感じ取れる。

「まして……その強者がうら若く美しい娘ならば、なおのこと好ましいものだ」

「……何度も申し上げますが、私は『鈴蘭』の首領として為なすべきことがあります。お誘いは謹つつしんで辞退させていただきたく思います」

「ほう？　フォルテシア嫡ちやく男なんの側室……いや、その美しさならばただ一晩、俺おれと閨ねやを共にするだけでフォルテシアの庇ひ護ごを得られるとしてもか？」

　もはや嫌悪を隠かくすことなく、ミルトは端たん正せいな顔立ちを歪ませる。

「……あいにくと、我が商会は実力に重きを置いております。そして『鈴蘭』の人員は誰だれもが確かな実力を持つことから、フォルテシアの庇護を受ける必要はどこにもありません」

「ははッ、言うではないかッ！　てっきりフォルテシアの名に屈くつして、そこにいるエルフを手て土産みやげに庇護を求めにきたのかと思っていたのだがなァ？」

　キアッドが喧やかましい笑い声と共にカリンを貶おとしめた瞬間、ミルトは怒ど気きと共に言い放つ。

「……彼女は我が商会で重要な役割を担になう同どう胞ほうです。先の言葉を撤てつ回かいしてください」

「同胞？　亜人が同胞だと？　これはなんとも愉ゆ快かいなことを言う！　亜人の多くは使い捨ての駒こまでしかなく、エルフなど所詮は見た目が優れているだけの肉人形だろうに！」

　品なく大口を開けて笑うキアッドを見た瞬間、ミルトは感情のままに左手を振り上げようとしたが……その直前、背後の人物に手を掴まれた。

　粛しゆく々しゆくと、淡々と、静かに佇たたずんでいるカリンの姿。

「……落ち着きなさいよ、ミルト」

「ですが！　あなたを――『鈴蘭』の家族を悪く言われて、黙だまっているなんて――」
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「ありがとね。でも……それはあんたの役目じゃないわ」

　そう言って、カリンが口元に笑えみを浮うかべた瞬間――




　庭園の中で、タァンと乾かわいた音が響き渡った。




　突とつ然ぜんの炸さく裂れつ音おんに周囲がどよめき、憲兵たちが慌あわただしく周囲を警けい戒かいする。

　キアッドは醜しゆう態たいこそ晒さなかったが、周囲に鋭するどい眼光を向け、泰たい然ぜん自じ若じやくと構えている。

　その中を……硝しよう煙えんの香かおりを漂わせながら進んでいく。

「どうも、うちの首領を熱心にお誘いなさっていたようですが……強ごう引いんなことを好まない婦女子がおられることを理解した方がよろしいのでは？」

　タクミが晴れやかな笑みと共に歩み寄ると、キアッドは警戒の色を濃こくしただけでなく、腰の小しよう剣けんにまで手を掛けようとする。

「……先の音は貴様が行ったものか」

「いえいえ、滅めつ相そうもございません。先の音は長ちよう銃じゆうに用いる火薬と似ていましたが……はて、私がそのような長なが筒づつを持っているように見えますでしょうか？」

　挑ちよう発はつ的てきな笑みと共に、タクミはキアッドに向けて両手を広げて示す。

「さて、嫌いやがる婦女子を無理やり連れ込もうとする所業はともかく、『鈴蘭』首領ミルト、並びに補ほ佐さであるカリンは我が商会の要かなめでしてね。早々にお引き取り願えますか？」

「貴様……よもや、この俺が誰とも知らずに意見を口にしているのか？」

「まさか。この私を含め、三大公フォルテシア嫡男、キアッド・フォルテシア様を存じ上げない者などリヒテルトにはおりません」

「ハッ！　よく知っているではないか。だが……この俺に意見するということが、どういった意味を持つのかまでは理解していなかったようだな？」

　勝かち誇ほこった笑みと共にキアッドが佇まいを直した時、

「理解していない……ですと？」

　堪こらえきれずに、タクミは笑い声を漏らす。

　狂きよう人じんが浮かべるそれと大差ない、不気味な笑み。

「魔法士団を有する武力、他に及およぼす影響力、他を統べる統率力……たしかにフォルテシアはリヒテルトの三大公に相応ふさわしい実力をお持ちだ」

　口こう端たんを吊り上げ、自信に満ちた笑みと共に言い放つ。




「だが……その程度の実力しかないということだ」




　一いつ瞬しゆん、誰もがタクミの言葉を理解することができなかった。

　言葉を向けられたキアッドすら、口を開くこともできず硬こう直ちよくしていた。

　神王国家リヒテルトで、力の象しよう徴ちようとして君臨するフォルテシア家。

　それを『その程度』と口にする人間がいるなど、誰もが想像していなかった。

　ただ一人……その言葉を口にした人間を除いて。

「我々『鈴すず蘭らん』は商会であり、私は商あきないに身を置く者です。価値あるものには興味を示しますが……立場に甘あまえて堕だ落らくした力など無価値に等しいものだ」

「貴様……あろうことか、フォルテシアそのものを愚ぐ弄ろうするかッ!!」

　ようやく我に返ったキアッドが、手を掛けていた小剣を勢いよく抜ぬき放つ。

「愚弄とは心外だ。先にも申しましたが私は商人です。無価値なものに対して価値があるなどと口にしてしまえば……信用に関かかわるというものでしょう？」

　その言葉を聞き終えた瞬間、キアッドは大きく目を見開き――怒りと殺気を乗せるかのように、タクミに向けて小剣を振り下おろした。

　しかし、その刃はがタクミの身体からだを裂さくことはない。

「――ダメじゃないですか、タクミ」

　白しら刃はを受け止めた黒剣に、愉たのしげに揺れる金色の瞳。

「楽しいことをやるのなら……わたしにもちゃんと言ってくれないと」

　爛らん々らんと目を光らせ、獰どう猛もうな笑みを浮かべているクノンの姿。

　邪じや魔まが入ったことにキアッドは驚きよう愕がくしながらも、クノンの頭の上で揺れている尖とがった耳を見て忌いま々いましそうに表情を歪ゆがめる。

「……薄うす汚ぎたない狐まで庭園に連れ込んでいたとはな」

「わたしは狐じゃなくて狼おおかみですっ！　また言ったら殺しますからっ!!」

　クノンがおどけた様子で怒おこって見せるが、その金の瞳に笑みは一いつ切さいなく、刃は物もの以上に鋭い殺意をキアッドに向けて放ち続けている。

　身が竦むほどの殺意を受けながらも、キアッドは傲ごう慢まんな態度を崩くずさない。

「亜あ人じん如ごときが魔法士を殺すとは、ずいぶんと大きく出たものだな？　いかに獣人が身体能力に優れていようと、我らが魔法の前には無力だというのに」

　魔法はリヒテルトだけでなく、他国や遠い島国にも広く知しれ渡っている。

　だが、魔ま法ほうを知る者は「リヒテルトの魔法は別格である」と皆一様に評する。

　三十年前、大陸北部を統治する大国デンメルグとの大戦。

　先の大戦でデンメルグは亜あ人じんを含めた万を超こえる兵力を投入したのに対し、リヒテルトの魔法士はわずか数百程度の兵力でしかなかった。

　しかし、勝利したのはリヒテルトであった。

　白兵戦を捨て、魔法士を主しゆ軸じくとした魔法戦せん闘とう。

　それらは立案者であるエルヴィス・フォルテシアの指揮、そして古くから魔法を研究し、洗練された魔力と技術を持つリヒテルトの魔法士だからこそ実現した。

　それでも、タクミは愉しげに笑みを浮かべている。

「魔法という力に驕おごった魔法士如ごときが、我が護衛を下せるとは到とう底てい思えませんが？」

「ならば……実際に試ためせばいいだけのことだッ！」

　キアッドが嘲ちよう笑しようと共にクノンを見下ろした時――

「――双そう方ほう、速すみやかに剣を収めなさい」

　静まり返った庭園内に、厳然とした声こわ音ねが響き渡った。

　陽光に髪かみを煌きらめかせ、周囲を圧あつ倒とうする荘そう厳ごんな佇まい。

「仕し度たくを終えて庭園を訪おとずれてみれば……これは、いったいなんの騒ぎでしょうか？」

　年若い女性とは思えない、威い厳げんと重みを帯びたエルリアの言葉。

　そして、その隣となりに伴ともなっていたエルスが一歩前に踏み出す。

「女王陛下の命だ。双方、剣を収めなければ逆ぎやく賊ぞくと見なして拘こう束そくさせてもらう」

「チッ……余計なことをしてくれたな。フェアシュタットのお転てん婆ば娘むすめが」

「うるさい、フォルテシアの放ほう蕩とう息むす子こめ。エルヴィス様がこの場にいないからと好き勝手に振る舞まっていたようだが、女王陛下の御ご前ぜんでも続けるつもりか？」

　三大公同士として見知った仲なのか、エルスとキアッドが軽口と共に睨み合あう。

「だが……此度の件は、そちらの下げ賤せんな商人が先に仕し掛かけたものだ。俺は不敬を働いた狼ろう藉ぜき者ものに対して、然しかるべき罰を与あたえようとしたまでだが？」

「事実であるのならば、私自らが国の長として厳げん罰ばつを命じますが……彼の言い分について何か弁解はありますか、『鈴蘭』の奴ど隷れい商人？」

「ええ、もちろんです。私はフォルテシアの家名を無む為いに貶めようとしたのではなく、魔法という力に驕っていると諫かん言げんを口にしたまでです」

　平然とそう言ってのけるタクミを見て……エルリアは何かを思い立ったように頷うなずく。

「つまりは意見の相そう違いが諍いさかいの原因……と。しかしこの場には多くの貴族たちが集つどっており、その者たちに無用な不安を与えたことも事実です」

　言いながら、エルリアは両者に向かって言い放つ。

「よって……私は国の長として、彼らの憂うれいを晴らす場を設けることを提案します」

「……ほう？　詳くわしくお聞かせ願えますか」

「簡単な話ですよ、キアッド。過去の慣習に基もとづき、我わがリヒテルトの魔法士は騎き士し称しよう号ごうを叙じよ勲くんされています。騎士であるなら正々堂々と決着をつけろ、ということです」

　粛々とキアッドの言葉に答えてから、エルリアは両者に向けて告げる。

「此度の騒そう動どうは王家が預かりましょう。そして後日、王族主催の御前試合という形を取り、衆しゆう人じん環かん視しの下で決着させるものとします。それでよろしいですか？」

「こちらは一向に構いませんとも。このような輩やからが二度と出ないように、我々魔法士団の実力を今一度示す必要がありますからな。まぁ……試合にすらならないでしょうが」

　冷れい笑しようを浮かべながら、キアッドは横目でタクミを見下す。

　しかし、タクミは特に気に掛けた様子もなくエルリアに尋たずねる。

「女王陛下、キアッド卿きようの言葉通り、我々と魔法士団ではまともな試合になるとは思えません。勝手ながらハンデが必要であると具ぐ申しんいたします」

「……そうですね。我が国くにの魔法士団の実力を考えれば――」

「ああ、失礼。我々はどのようなハンデを受ければいいか、という意味です」

　タクミの言葉に、エルリアは厳然とした表情を崩して目を丸くする。

　そして言葉の意味を図はかるように恐る恐る尋ねる。

「その……つまり、『鈴蘭』側がハンデを負うと？」

「ええ。試合は公平でなければ面白くない。そこにいるクノンに手て枷かせと目め隠かくしをして、そして亜人の中で最も非力なエルフ……カリンを選出すれば対等でしょうかね？」

　嬉々としてハンデの内容を語るタクミにエルリアが困こん惑わくしていた時、我が慢まんの限界と言わんばかりにキアッドが声を上げる。

「貴様……我が魔法士団をどこまでも愚弄したいようだな……ッ!!」

「なにをいまさら。愚弄されたなら実力で叩き伏ふせるのがフォルテシアでしょう？」

　挑ちよう戦せん的てきな笑みを作りながら、タクミはキアッドに向かって告げる。

「さぁて……これで詰つみだ。フォルテシアのお坊ぼつちゃん？」

　暗く、黒く、底の知れない瞳。

　何者にも屈することがない、確固たる自信によって裏打ちされた笑み。

　それを見た瞬間、初めてキアッドは気け圧おされるように表情を歪めた。

「……いいだろう。貴様はフォルテシアの名にかけて全力で叩き潰つぶしてやる」

「そいつは楽しみだ。ぜひ全力とやらを見せてくれ」

　忌々しげに舌打ちをしてから、キアッドは踵きびすを返して庭園を後にした。

　時が動き出すかのように、騒動を眺めていた貴族たちがにわかに騒ぎ出す。

　その様子を眺めながら、エルリアは頬に手を当てながら微笑を浮かべた。

「……まったく、ルクスが頭を抱かかえるのも納得ですね」

「おや、こちらは期待に応こたえたつもりでしたが？」

「そう言われるのでしたら、御前試合の方を楽しみにしておきましょう」

　そう微笑を浮かべてから、エルリアは混乱する貴族たちをまとめに向かう。

　その後ろ姿を眺めていた時――

「タクミぃ……？　お前は行く先で騒動を起こさなきゃ気が済まないのか……!?」

　背後から怒気を感じて振ふり返かえると、額に青筋を浮かべるエルスの姿があった。

「いやいや、先に騒いでいたのは向こうってことでな？」

「それが理由になるかっ!!　しかもフォルテシアに喧けん嘩かを吹ふっ掛かける奴やつがどこにいるっ!?」

「お前の目の前だ」

「私が言いたいのはそういうことじゃないんだよおおおおおおおっ!!」

　怒いかりのままにタクミの肩かたをばんばんと叩いていたエルスだったが、途と中ちゆうで胃が限界に達したのか、「うっ」と短い呻うめき声を漏らしてその場に崩れ落おちる。

「ま、女王を呼んできてくれたのは助かった。ありがとよ」

「ああ……？　それなら、クレスト大司教に礼を言え。私が陛下にご挨あい拶さつをしている最中、慌てて呼びに来たのは彼女だったからな」

　言いながら、エルスは女王に付き従っているリーゼに視線を向ける。

　リーゼの方もタクミたちが気掛かりなのか、ちらちらとこちらに顔を向けていた。

「ま、お騒がせ者は帰るとしよう。エルス、悪いがまたクノンを回収してきてくれ」

「は？　さっきまで一いつ緒しよにいたじゃないか？」

「女王が出てきたあたりで、『戦えないならつまんないのでごはん食べてきます』って言いながら会場に戻って行ったぞ」

「なんでお前はそこで引き留めなかった!?　というか、また私に狼おおかみ娘むすめの世話を任せるのか？　お前が主人なんだから責任を持って管理を――ああもうっ！　どうせ放置して問題起こしたら私の責任になるんだよなぁっ!!」

　タクミが構わずに背を向けた途と端たん、エルスが叫びながらクノンの回収に向かって行く。どんな状況でも、エルスはやっぱり律りち儀ぎな奴だった。

　ミルトとカリンを連れて、タクミたちは人気のない大理石の道を下っていく。

「ミルト、腕うでの方は大丈夫か？」

「は、はい。ちょっと痛むくらいですけど……すみません、挨拶の途中に割り込まれてしまって、予定していた方々だけでなく他の大商会の方にもご挨拶ができなくて……」

　自身の仕事を果たせなかった自責の念からか、ミルトの瞳ひとみにうっすらと涙が浮かぶ。

「せっかく、首領としてこの場に臨のぞんだのに……こんな結果になってしまうなんて」

「なに落ち込こんでるんだ。お前はしっかり首領としての役目を果たしただろう」

　諭さとすような口調で、タクミはミルトに向かって告げる。

「『鈴蘭』の首領は同胞を軽んじることはない。また同胞を守るためならば、何者であろうと敵対するという気き概がいを見せた。それが今回の首領としての役目だ」

　ぽんぽんとあやすように頭を叩たたいてから、タクミは顔を上げる。

「それに、本来の目的は達したわけだしな。そうだろう、カリン？」

「情報も色々手に入ったし、予定通り喧嘩を吹っ掛けられたから大成功でしょ」

　タクミとカリンは嬉々とした様子で笑っているが、一人事情を呑のみ込めていないミルトはきょとんと首を傾げる。

「えと……本来の目的って？」

「当然、あのキアッドとかいうバカ息子むすこに喧嘩を売ることだ。どうせ俺たちに因いん縁ねん付けてくると思っていたし、絡からんでこなかったとしても俺が適当に吹っ掛ける手て筈はずだった」

　トン、とこめかみを叩いてから、タクミは言葉を続ける。

「リヒテルトでは『魔ま法ほう』が国の根幹に大きく関わっている。貴族たちの特権階級、他国への牽けん制せい、そして……亜人に対する蔑べつ視しについてもだ」

　亜人は人間と比べて、生来の魔力量が大きく下回っている。

　エルフだけは常人以上の魔力を持つ場合もあるが、それは魔力が豊富な土地に住む一族、もしくはその血を引くエルフだけであるとカリンからは聞いている。

　たとえ亜人が魔法を習得できても、戦力はおろか生活に流用することすら叶かなわない。

　だからこそ、魔法至上主義であるリヒテルトでは、魔法が使えないと言っていい亜人たちはカーストの最下層に位置している。

　そしてリヒテルト自体がそのような国風のせいで、国民も「亜人は人間より下である」と刷り込まれ、特に理由もなく亜人たちを毛け嫌ぎらいしている節がある。

「だから一度、その価値観を完かん膚ぷなきまでにブッ壊こわしてやろうと思ったんだ」

　魔法は絶対の力であり、リヒテルトにおいて魔法士こそが絶対である。

　そんな奴らに対し、魔法を使えない亜人たちが圧あつ倒とう的てき大差によって勝利する。

「そうなったら……なかなか愉しめそうだしな？」

　思おもい描えがいた先を想像し、愉快そうに笑みを浮かべる姿。

　どこまでも先を見み据すえ続けている瞳。

　しかし、その様子を見たカリンは呆あきれながらタクミの背中を小こ突づく。

「そりゃあんたとクノンは楽しいだろうけど……あたしまで巻き込まないでよ」

「そ、そうですよ！　クノンならまだしも、カリンが魔法士と戦うなんて無理です！」

「いや戦うこと自体は平気だけど」

「平気なんですか!?」

「そりゃ元奴隷で荒あら事ごとには慣れてるからね。ただ……使い慣れた武器は使えないけど」

　カリンはタクミが用意した近代兵器を誰よりも使いこなせるが、衆人環視の中で行われる御前試合でそれらを持ち出すことはできない。

　世界の趨すう勢せいを容易に引っくり返す近代兵器は、来きたるべき時まで秘ひ匿とくする必要がある。

「それで？　戦えって言うからには、ご主人様は素す敵てきなご褒ほう美びを用意しているのよね？」

「褒美ねぇ……んじゃ、こういうのはどうだ？」

　にんまりと笑みを向けてくるカリンに対し、タクミは軽い調子で提案する。

「試合に勝ったら、お前の言うことを何でも一つだけ聞いてやるよ」

「…………え、ほんと？」

「おう。実現できる範はん囲いならなんでもいい」

「なんでも……なんでも言うことを聞いてもらえる……」

　ぶつぶつと何事かを呟いてから、カリンは小さく頷く。

「うん、やるわっ！　ドレス着せられた恨うらみを晴らすために！」

「カリン……そんなにドレス着るの嫌だったんですね……」

「そりゃそうよ。さっさと帰って着き替がえたいくらいなんだから」

　今さら多くの人間に見られたことを思い出だしたのか、カリンは頬ほおを赤くしながら自分の身体を隠すように抱だきしめる。

「ただ、知識はあっても魔ま法ほう戦せんは初めてなのよね」

「それなら指南役をつけてやるよ。二人ほど心当たりがいるから安心しておけ」

「……指南役って、つまり魔法戦に詳しい人ってこと？」

「そういうことだ。そろそろ来る頃ころだろう」

　カリンが怪訝そうな表情を浮かべた時、背後から足音が聞こえてくる。

「隊長さぁーん……そんな荷物みたいに抱えないでくださいよぅ……」

「こうしてないとお前はどこかに消えるだろうがっ！」

　クノンを脇わきに抱え、こちらに向かって歩いてくるエルスの姿。

　そしてタクミの姿を見つけた瞬間、エルスはつかつかと駆かけ寄よってくる。

「ほら、飼い犬を連れてきたぞ奴隷商人っ！　というか本当に帰るなよ!?　帰るって言いながら私のことを待っててくれると思って捜さがしたんだからなっ!?」

「おー、ご苦労さん。そんなエルスにもう一つ言うことがあるんだけどよ」

「……言うこと？　なんだ、私に対する謝罪だったらいくらでも聞くぞ？」

　疲ひ弊へいしきったエルスに対して、タクミは満面の笑みと共に告げる。

「悪いけど、御前試合のために魔法戦の指南をやってくれ」

「…………うん？　ごめんなタクミ、よく聞こえなかった」

「だから指南役を頼たのむって話だ、三大公のフェアシュタットさん」

「そうかぁー。だけど私は憲兵の仕事で忙いそがしいフェアシュタットさんなんだよなー」

「いいじゃないか。お前は部下から『奴隷商人係』って認にん識しきされてるんだし、俺おれ絡がらみの案件だって言えば喜んでお前を差し出してくれるだろ」

「そうだなー。今じゃ『鈴蘭』に行くって言ったら、部下に『助かります！』って敬礼されながら見送られちゃうくらいだもんなー」

　はははと乾いた笑みを漏もらすエルスに、タクミは再び告げる。

「そういうわけだから、指南役をよろしくな？」

　タクミが肩に手を置いた瞬間、エルスが胃痛で倒たおれたのは言うまでもない。







二章　啼けない小鳥







　キアッドに対して宣戦布告を行った翌日。

「あー……堅かた苦くるしい挨拶と礼れい儀ぎは肩が凝こって仕方ないな」

　王城から出たところで、タクミは肩を鳴らしながら身体をほぐした。

　そして、先ほどエルリアから通達された御前試合の日程を確かく認にんする。

「日時は七日後、場所はエルターン平原西部……っと。まったく、あの女王様も人ひと遣づかいが荒あらいというか、戦う場所を自分で作るはめになるとはな」

　魔法戦を想定した模も擬ぎ戦せんや訓練は王都の中でも行えるが、御前試合では平時より激しい魔法戦闘になると想定され、会場は隣りん接せつするエルターン平原で行われる運びとなった。

　その結果、王族と三大公のために設しつらえる貴き賓ひん席せき、貴族のみが立ち入れる観覧席を平原へと仮設するようにエルリアから命じられ、今回の召しよう集しゆうはそれらに関するものであった。

「おまけにエルスは胃痛でぶっ倒れちまったし……どうしたもんか」

　指南役の話がトドメとなってエルスは昨日の夜から胃痛で寝ね込こんでしまい、「引き受けるから、せめて明日にしてくれ……」という伝言を受けた。

　少しばかり思案してから、タクミは顔を上げた。

「――エイグル。悪いがガイツに会場設営の件について伝えてくれ。さすがにこの状じよう況きようじゃ丸投げしないと厳しそうだ」

　同行していた鳥人の男に声を掛けると、男は純白の羽を広げながら姿勢を正した。

「承知しましたァッッ！　我が主あるじ殿どのォッッ!!」

「うるせぇ。いつも言ってるが耳元で叫ぶんじゃない」

「申し訳ございませんッッ！　以後気をつける所存でありますッッ!!」

「……いや、だから声がデカイっての」

「ハハァッッ!!　これでも我わが輩はい、声を抑おさえてるつもりなのですがッッ!!」

　エイグルは眼と嘴くちばしをカッと開き、先ほどと変わらぬ大だい音おん声じようで返事をする。

　その声にタクミが耳を押おさえて顔をしかめていると、追従していた黒銀の鱗うろこを持つ竜りゆう人じんが大口を開け、ずらりと並んだ鋭えい利りな牙きばをむき出しにする。

「ダァッハハハハッ！　エイグル、うるせぇって怒られてんじゃねぇかオイッ!!」

「いやレヴィン、お前もうるせぇ」

「あァッ!?　オレもかよ!?　オレの燃え滾たぎる熱い声のどこに問題があるってんだよッ!?」

「お前の存在が暑苦しいところだ」

「おいおい、そいつァ問題じゃなくて褒ほめ言こと葉ばじゃねぇかよォッ！」

　真っ赤な口こう腔くうを見せながら、レヴィンが野太い笑い声を上げる。

　そんな二人の様子を見て、タクミは深い溜ため息いきをついた。

　いつもならクノンとカリンの二人を連れているところだが、今日は下層で別の仕事を与えてしまったため、仕方なくエイグルとレヴィンの二人を護衛として引き連れている。

　そして……この二人は、タクミが有する亜人部隊に所属する者たちである。

　こちらの世界で製造した現代武器を持ち、亜人の特性を利用した役割分担、タクミが教授した現代戦せん闘とう術じゆつ、そしてクノンから数多あまたの戦術、戦法を叩き込まれた精せい鋭えい集団。

　その中で、エイグルとレヴィンの二人はクノンに次ぐ実力者でもある。

　エイグルの鳥人とは思えない筋骨隆りゆう々りゆうとした巨きよ躯くと剛ごう腕わん。そして身みの丈たけほどもある大弓を自在に使いこなし、たった一いつ矢しで船を沈しずめるほどの威い力りよくと正確無比な狙そ撃げき能力を持つ。

　そしてレヴィンは全身鎧よろいのように変化した堅けん牢ろうな鱗を持つ竜人であり、竜人特有のタフな肉体を利用した近接戦闘では無類の強さを誇る。

　王城内に部隊を配置することは困難であり、現代知識を利用して作製した武器を他者に見られることはなるべく避さけなくてはいけない。

　だからこそ、それらの武器を利用しない優ゆう秀しゆうな二人を連れてきたが――

「こいつらといると、クノンのやかましさがかわいく見えてくるな……」

「わかります主殿ッッ!!　クノン教官のかわいらしさは至宝に等しいッッ!!　我輩、クノン教官から罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられる度たびに思わず興奮を覚えるほどですッッ!!」

「わかるぜエイグルッ!!　クノンの姐あね御ごにゴミを見るような目を向けられながら、容よう赦しやなく蹴けられるのが最高のご褒美ってやつだアアァァッ!!」

　――優秀とはいえ、二人が色々な意味で残念であることを考こう慮りよすべきだった。

「もう声がデカイとかうるさいとかはいいから、お前ら喋しやべらないでくれ。歩く変態共を見せびらかしながら王城を闊かつ歩ぽしたくないんだ」

「変態とはッッ!!　お褒め頂き至し極ごく光栄にございますッッ!!」

「オレを黙らせるなら力ずくで黙らせなァッ!!　そら殴れッ!!　オレを殴ってくれッ!!」

　タクミが度どし難がたい変態たちの相手に頭痛を覚えたところで、ある建物が視界に入った。

　日差しを浴びて白い輝かがやきを放っているフィリア大聖堂。

　聖堂の壁へき面めんには法則式と思おぼしき複雑な紋もん様ようや図形が彫ほられているが、その景観を損そこなうことはなく、一つの芸術として成り立っている。

　それを見て、昨日出会った少女のことを思い出した。

　そして、タクミは何の気なしに大聖堂へと足を向ける。

「エイグル、お前はさっさとガイツのところに行け。レヴィンは下層に行ってミルトから設営に必要な人材のリストを受け取り、その後ガイツたちと現地で合流しろ」

「しかしッッ!!　我輩たちは主殿の護衛を任ぜられておりますがッッ!?」

「そうだぜ旦だん那なァ！　オレたちがいなくなったら旦那はどうするってんだよォ!?」

「俺は大聖堂に寄るんだ。お前らはあんまり入りたくないだろ？」

　そうタクミが告げると、やかましい鳥と暑苦しい竜がようやく口を閉じた。

　亜人たちは種族ごとに独自の信しん仰こう対象を持っている。

　鳥人の場合は空、森、太陽といった自然信仰。

　竜人の場合は自分たちの祖先とされる神竜、つまりは始祖信仰である。

　他の種族も様々な信仰を持ち、自らの信仰対象を絶対としている。そして亜人は信仰を重んじるからこそ、他の信仰には極力干かん渉しようしないという傾けい向こうがある。

　それにはリヒテルトの女め神がみ信仰も含ふくまれており、何かしらの理由があれば足を踏み入れるが、用が無い場合はなるべく避けようとするものだ。

「護衛の名目があればお前らも気き兼がねしないだろうが、さっき別の仕事を与えちまったしな。聖堂内なら危険は無いし、単独行動はしないから安心しろ」

「承知しましたッッ!!　それでは新たな任に就つかせていただきますッッ!!」

「オレも了りよう解かいだァッ！　姐御たちのためにも働くぜェッ!!」

　雄お々おしい言葉と共に、エイグルとレヴィンは拳こぶしを高々と突つき上あげる。基本的にうるさくて暑苦しくて性せい癖へきは歪んでいるが、仕事と実力については信しん頼らいが置ける二人だ。

　二人と別れてから、タクミは聖堂前で待機している憲兵の一人に声を掛ける。

「すまない、大商会『鈴蘭』所属のタクミだ。フェアシュタット卿からクレスト大司教に伝言を預かっているんだが、リーゼ・クレスト大司教は聖堂内にいるか？」

「クレスト大司教は聖堂内で祈いのりを捧ささげておりますが……失礼、先ほど『鈴蘭』のタクミ様と仰おつしやいましたが、もしやアンベルク商会の悪事を暴あばいたタクミ様でしょうか!?」

「……うん？　いや、珍めずらしい名前だから他にはいないと思うが――」

「おおっ！　まさかご本人様とお会いできるなんて!!」

　憲兵が興奮した様子で乗り出してきたため、タクミはやや気圧されるように身を引く。

「私も先月、アンベルク商会の摘てき発はつに参加していたのです！　アンベルク商会の裏をかき、油断していたところを捕とらえる計略……実に見事な手しゆ腕わんでありました!!」

「あんたも作戦に参加してたのか。悪かったな、憲兵を囮おとりみたいに使ってよ」

「とんでもありませんッ！　なにせ……我々は憲兵でありながら、貴族たちの権力に怯おびえて動けなかった臆おく病びよう者ものだったのですから」

　少しだけ、憲兵は声を落として俯うつむく。

「アンベルク商会や貴族の所業について掴つかみながらも動くことができず、ただ見ていることしかできない……そんな不ふ甲が斐いない我々を奮い立たせ、憲兵として在あるべき姿を示していただいたタクミ様に、我々上層憲兵隊は深く感謝しております！」

　晴れやかな笑みを浮かべる憲兵につられて、タクミも快活な笑みを作る。

「俺はあんたらの背中を押して、それを利用させてもらっただけだ。むしろ無む茶ちやな作戦に付き合ってくれた、あんたたちの勇気と正義に敬意を表するよ」

「そんなことは――いえ、ならば我々は貴き殿でんの御お言こと葉ばに恥はじぬように、何者にも屈することなく正しき道を歩めるように精しよう進じんさせていただきますッ!!」

「そうかい。なら俺はあんたたちの期待を裏切らないようにするさ」

　背筋を伸のばして見事な敬礼を作る憲兵に頷いてみせてから、タクミは聖堂内へと入った。

　ステンドグラスの配置に工く夫ふうが施ほどこされているのか、聖堂内は思っていた以上に明るく、広大な空間すべてに陽光が行き届いている。

　そしてその最さい奥おうで膝ひざをつき、祈りを捧げている人物。

　しかし扉とびらの開く音を聞いてか、リーゼはゆっくりと振り返った。

「……うるさいのです、奴隷商人。ここまで声が聞こえてきました」

「なんだ、そっちにまで会話が聞こえてたか。それは悪かった」

「……別にいいのです。今日の祈りは終わりましたから」

　ぽんぽんと膝を払はらってから、リーゼはタクミに向き直る。

「それで、なんの用で神聖な大聖堂に立ち入ったのですか」

「王城に立ち寄るついでに、お前と楽しくお喋りしようと――おい、なんだその表情」

「……今の最悪な気分を、可能な限り表現したのです」

　それはもう心底嫌そうな表情を作るリーゼに、タクミは苦く笑しようを向ける。

「ここはあなたのような不信心者が来る場所じゃないのです。早く帰ってください」

「不信心者とは失礼だな。俺は熱心なフィリア教徒だぜ？」

「あなたが言うと女め神がみ様が汚けがれるのです。どうせ聖本に目を通してすら――」

「『汝なんじ、英えい雄ゆうたらんとあれ。さすれば女神は汝へ勝利の微笑ほほえみを授さずけん』……女神の章、第十二節、女神フィリアが戦地へ赴おもむく英雄へ宛あてた言葉だ」

「……英雄の章、第二十節を答えるのです」

「『自ら選び、自らが正しいと定めた道を歩み続けよ』だな」

「……他章と法の章の違ちがいについて」

「他章は旧時代の『無名の英雄』と女神たちについて記したものを章節分けしているが、法の章は英雄と女神が戦いくさを終えた後に定めた法、四十編二百六十四条で構成される」

「………………むぅ」

　タクミが正確に答えたことによって、リーゼはなんとも言えない声を漏らした。

「……大事なのは中身ではなく、心の持ちようなのです」

「そんなほっぺた膨ふくらませながら言われてもな……。ともかく、中身すらまともに読まないで、聖本を装そう飾しよく品ひん扱あつかいしている奴らよりは熱心だと思わないか？」

「……仕方ないですね。信徒と言葉を交かわすのも大司教としての務めです」

　仕事と割り切ることにしたのか、リーゼは不服そうにぽんぽんとベンチを叩く。

　ベンチに腰こし掛かけてから、タクミは適当に会話を振ることにした。

「そういやリーゼ、お前は法則式の天才って話だったよな？」

「はい、天才です。天才のわたしに何か訊ききたいことでもあるのですか」

「そうそう訊きたい訊きたい」

「……とても雑なあしらわれ方をされましたが、まぁいいのです」

「寛かん大だいな大司教様に感謝だ。それで、法則式について質問がある」

「……法則式について、ですか？　てっきり魔法について質問されるのかと思ったのです」

　首を傾かしげるリーゼに対して、タクミは天てん井じようを見上げながら答える。

「魔法の実戦指南には当てがあるからな。それに……魔法については多少調べてある」

　魔法とは単一の術ではない。

　魔ま術じゆつ式しきと法則式……二つの異なる術式を組み合わせ、超ちよう常じよう的てきな事象を起こす技術。

　人間の魂たましいが持つ魔術式、魔術式によって生み出される魔力、そして魔力によって法則式を描くことで……魔法という強大な力を行使することができる。

　その中でタクミは法則式という部分に着目した。

「法則式ってのは、指先に魔力を集めて描くようなものなのか？」

「正解であり、不正解です。法則式を描くというのは様々な方法があるのです」

　言いながら、リーゼは小さな手をぐるぐると回してみせる。

「指先に魔力を集めて描く、言葉を発する、所定の動作を行う……描くというより、様々な意味を重ねるっていうのが一番正しいのです」

「今リーゼがやったみたいに、ってことか？」

「……そこに気づけるなら、なかなか筋がいいのです」

　珍しくタクミを褒めてから、リーゼは言葉を続ける。

「今さっき、わたしは魔力を指先に込めて円を描きながら喋り、そして手を回すという動作を並行して行いました。ですが様々な図形や象形を重ねる、詠えい唱しようとして言葉を重ねる、複数の動作を重ねるといった、一種類の方法でも構わないのです」

「なるほど。前に他国の魔法士を見たが、そいつらは詠唱って方法を採ってたな」

「それが一いつ般ぱん的てきなのです。しかし、だから他国の魔法は弱いのです」

　リーゼは他国の魔法についてそう断言する。

「法則式は重ねただけ強くなり、魔法の威力も強大なものになります。しかし発動までに時間が掛かる上に一つの方法では効率が悪いのです。だから他の動作を並行させるのです」

「だけど、そう簡単にできるものじゃないよな？」

「もちろんです。なにせ右手で文字を書いて左手で図形を描きながら会話をして踊おどる、といったことをやるのと一緒なのです。その負担を軽減するために簡易的で、かつ効率よく最大の効果が出せる方法や組み合わせを模も索さくするのが聖法士なのです」

「へぇ……そう考えるとなかなか面白おもしろいもんだな」

「そうなのです。パズルみたいにいっぱい組み合わせがあって面白いのです」

　表情こそ変わらないが、リーゼは楽しげにぱたぱたと足を揺ゆらしている。

　タクミがその様子を眺ながめていた時……ふと、隣から視線を感じた。

「ん？　どうした、話はちゃんと聞いてたぞ」

「……はい。むしろちゃんと聞いてたから驚おどろいているのです」

「人を話の聞かない子供みたいに言うなよ……」

「でも、貴族はそういう人が多いです。法則式なんて魔法を発動させるのに必要な要素と結果だけわかればいい。だから、こういった話は陛下以外にはあまり聞いてもらえません」

「だったら貴族が喜びそうな話をすればいいじゃないか」

「……法則式の研究しかしてないので、そんな話はわからないです」

　抑よく揚ようのない声の中に、わずかな寂さびしさを滲にじませながら言う。

　リーゼは上流階級に位置する人間だ。

　聖法士として非ひ凡ぼんな発想と明めい晰せきな頭脳を認められただけでなく、三大公フォルテシアの食しよつ客かくとして招かれる実力を持ち、大司教という栄はえある位を与えられている。

　先の言葉から、タクミはリーゼ・クレストという人間を思考する。

　そして……タクミは何か思い立ったように腰こしを上げた。

「よし、リーゼ。ちょっと最上層から出てみるか」

「………………え」

　呆ほうけているリーゼの手を取り、タクミはそのまま聖堂の外へと向かう。

「ま、待ってください。わたしはこの後も法則式の研究をしろと――」

「たしか最上層にも昇しよう降こう船せんはあったよな？」

「えと、たしか昇降船なら聖堂を出てぐるっと裏に――ってそうじゃないのです。そもそもあなた方は御前試合を控ひかえているはずでしょう？」

「そんなもん明日にでもやればいいんだよ。ところでリーゼ、昇降船は初めてか？」

「は、初めてなのです。たまに出て行くところは見ていましたが、高所からリスティナの水路をどんどん下って行くのはとても気持ちよさそうでした」

「ああ、気持ちいいぞ。『水の都』らしく、町の景色が綺き麗れいでな――」

　リーゼの興味を引いていくように、タクミは次々と言葉を並べていく。

　そして……タクミはリーゼの手を引いたまま昇降船に乗り込んだ。




◇




　不慣れな最上層の景色から、徐じよ々じよに見慣れた下層の町並みに変わっていく。

　人は見慣れた場所に戻もどると不思議なほど安あん堵どするものだ。

　しかし、見慣れない景色というものは好こう奇き心しんを心地ここちよく刺し激げきする。

　好奇心とは注意を散さん漫まんにするもので、見慣れない景色に興味を引かれてフラフラと歩いていたら、まったく知らない場所に来てしまった、ということもあるだろう。

　その結果――

「し……知らないところに、来てしまったのです……」

　下層『鈴すず蘭らん』の食堂で、ぷるぷると震ふるえ上がっているリーゼができあがった。

「陛下の言っていたことは本当でした……一人でいたら、怖こわい人に連れ去られたのです」

「誰だれが怖い人だ。人聞きの悪い」

「……いや、どう考えてもあんたのことでしょ」

　仕事を終えて休きゆう憩けいしていたカリンが呆れたように溜ため息いきをつく。

「まったく……最上層から無理やり大司教を連れ出すなんて」

「無理やりじゃないぞ。色々なことでリーゼの興味を上手うまいこと引きつつ、考える余地を与えずにここまで連れてきただけだ」

「詐さ欺ぎ師しだけじゃなくて子供攫さらいの才能まであったのね……」

「こ、子供じゃないのです……わたしは一人でも帰れるのです」

　リーゼが子供扱あつかいされて反応するが、その声はどこか弱々しい。

「ちゃんと俺おれたちが責任を持って最上層に送るから安心しろって」

「ほ、ほんとですか……ウソじゃないですか？」

「本当だよ。前にリーゼは最上層から出ないって言ってたし、めったなことじゃ来られない下層を見せようと思って連れて来ただけだ」

「そ、そんな理由でいきなり連れて来ないで欲ほしいのです！」

　リーゼがぷりぷりと怒りを露あらわにすると、同調する形でミルトが怒おこった様子を見せる。

「そうですよ、タクミ？　あなたが気まぐれで行動するのはいつものことですけど、それに他の人たちを巻き込んではダメなんですからね？」

「……とか言うわりに、ミルトもずいぶんノリノリで飯を作ったな？」

「ち、違いますっ！　ちょうどタクミから教えてもらったメニューを色々試ためしていたところだったので、その……作りすぎちゃったといいますか」

　もじもじと指先をいじっているミルトから、食堂の長机に視線を向ける。

　長机に所せましと並べられた料理の数々。

　シチュー、オムレツ、ドリア、グラタン、ハンバーグ、ポテトフライ、ピザ、カレー、唐から揚あげ、トンカツ、エビフライ、うどん、カルボナーラ、ナポリタン、サンドイッチ、フレンチトースト、パンケーキなど……他多数。

　ミルトは『鈴蘭』の人間のために度たび々たび料理を作っていたが、少し前に料理の献こん立だてを増やしたいと相談を受けたことがあった。

　その際、適当に現代料理のレシピを教えた結果がこれらしい。

「まるでファミレスだな……」

「ふぁみれす？」

「いや、なんでもない……というか、よく食材を集められたな？」

「ガイツさんが持っていた通商ルートをお借りしたり、新しく契けい約やくした海商の方から遠方の食材を仕入れていただいたりと、なかなか苦労しましたねっ」

　自身の成果を誇ほこるようにミルトが晴れやかな笑えみを浮うかべる。その料理に対する本気度と情熱は素す晴ばらしいと思うが、首領としては間ま違ちがっている気がする。

　しかしその努力の甲か斐いあってか、リーゼは興きよう味み津しん々しんといった様子で料理を見つめていた。

「どれも、見たことがない料理なのです……本当に食べていいのですか？」

「はい。試作品で申し訳ないですけど、ぜひご賞味いただければと」

「では……いただくのです」

　スプーンを手に取り、リーゼはおそるおそるシチューを口に運び――

　そのまま無言ではぷはぷとシチューを次々と口へ運んでいった。夢中になっている様子からして、どうやらお気きに召めしたらしい。

　それを見て気を良くしたのか、ミルトが表情を輝かせながら料理を勧すすめる。

「リーゼさん、こちらのハンバーグもいかがですかっ？」

「んむ……いただくのです。他のも色々食べてみたいのです」

「ではでは、一口ずつ取り分けてあげますねっ」

　活いき活きとした様子で、ミルトはリーゼのために料理を取り分けていく。その姿に首領としての威い厳げんは欠片かけらもないが、本人が楽しそうなので良しとしておこう。

「でも……これだけの量をあたしたちだけで食べるのは無理よね？」

「そうだなぁ……特にカリンは小食だし、かといって残すのも気が引けるしな」

　ミルトを含めたとしても、料理は四人前どころか十数人分はある。しかもそのほとんどが主菜であったり揚あげ物ものだったりと、なかなかに重い。

「あ、料理の心配なら大だい丈じよう夫ぶですよ？　うちにはいっぱい食べる人がいますから」

「クノンか」「クノンね」

「まぁクノンですけど……それと、さっきレヴィンさんに会った時に伝えたら、仕事が終わった後にエイグルさんと来るって言ってましたね」

　そうミルトが口にした瞬しゆん間かん、タクミとカリンの表情が強こわ張ばった。

「……カリン、わかってるな？」

「……もちろん。エイグルが何かした時の対処はどうする？」

「動けないように拘こう束そくするか、最悪の場合は殺さない程度に痛めつけろ」

「了解」

「二人はエイグルさんに何をされるつもりなんですかっ!?」

「防犯上の理由だ。とにかくリーゼとエイグルを会わせないようにしないと――」

　そう言ってタクミが立ち上がろうとした時……ガチャリと、食堂のドアが開かれた。

「わぁ……っ！　ごはん、ごはんがたくさんありますよっ!!」

「そうですな、クノン教官ッッ!!　まことにいい匂においでありますッッ!!」

「エイグル声が大きいですっ！　あんまりうるさいと羽をむしりますからね？」

「ハハァッッ!!　クノン教官にむしっていただけるとは光栄でありますッッ!!」

「お前が羽をむしられたら、ミルト姐御に料理されちまうかもしれねェなァッ!?」

　騒さわがしいという言葉を体現したかのような三人が、食堂の中に入ってきた。

　タクミたちの姿を見て、クノンがトテトテと駆け寄ってくる。

「あれ？　タクミとカリンも戻ってたんですか？」

「あー……飯を食うついでに戻ってきたんだ。ところで、なんでお前たちは一緒なんだ？」

「他の子たちに訓練をつけた帰りに一緒になりました！」

　溌はつ剌らつと答えるクノンを見て、タクミは思わず顔を覆おおう。最悪の場合はクノンに足止めをさせようと思っていたが、当てが外れてしまった。

　その時……エイグルがクワッと嘴と大きく目を開いた。

「ふむぬぅンッッ!?　クノン教官とは別に、幼女の匂いがするのでありますッッ!!」

「鳥のくせに匂いを嗅かぎ分けてんじゃねぇよ」

「我輩、匂いを視覚で捉とらえることができますゆえッッ!!」

「そういやそうだったな……無む駄だに高性能な変態はこれだから困る」

　呆れるタクミを無視して、エイグルはきょろきょろと頭を動かし……そして、もぐもぐと口を動かしているリーゼの姿を見て、ゆっくりとその隣となりへと歩み寄る。

　リーゼがエイグルの巨躯に圧あつ倒とうされていると、エイグルは普ふ段だんの様子とは打って変わり、紳しん士し然ぜんとした態度でリーゼの前に跪ひざまずく。

「失礼、銀ぎん髪ぱつの幼女殿……肩かた車ぐるまに興味はおありでしょうか？」

「…………肩車、ですか？」

「ええ。我輩の肩に乗っていただき、その滑なめらかですべすべとした両足で我輩の顔を挟はさんでいただければ……合法的に幼女の生足を堪たん能のうできるのでありますッッ!!」

「死ねばいいと思うのです」

「オウゥゥンンン……ッッ!!　舌っ足らずな声で罵ば倒とうされる悦よろこびィッッ!!」

　エイグルが感かん極きわまった雄お叫たけびと共に天を仰あおいだところで、リーゼがタクミに尋たずねる。

「……奴ど隷れい商人、この生理的に嫌けん悪お感かんを抱く鳥さんはなんですか」

「端たん的てきに言えば変態だ」

「……とてもわかりやすい説明に感謝するのです」

「ま、まぁエイグルさんはちょっと気持ち悪いですけど、悪い人ではないので……それより料理が冷めてしまいますよ？　エイグルさんは放っておいて食べましょう」

「ミルト殿による我輩の扱いッッ!!　しかしそれもまた良いものでありますッッ!!」

　エイグルの抗こう議ぎを無視して、各おの々おのが思うように料理を取り分け始める。

「おい銀髪の嬢じようちゃんよォッ!!　このカレーってのうめェぜッ!?　この辛からさはオレの燃え滾る熱いハートにも劣おとらないってもんだァッ!!」

「……わたし、辛いの苦手なのです」

「ダァッハッハッ!!　嬢ちゃんにはまだ早すぎる味かもしれねェなァッ!!」

「ならば幼女殿ッッ!!　この鶏とり肉にくの唐揚げなど美味でありますぞッッ!!　口の中へ入れた瞬間に広がっていくアツアツの肉にく汁じゆうと爆ばく発はつ的てきな旨うまみッッ!!」

「……鳥さんが食べると共食いなのでは？」

「我輩、鷹たか種しゆの鳥人なので他の鳥もパクリといける口でありますッッ!!」

　やかましくて暑苦しい二人が来たことで騒がしさは増したが、その活気に当てられたこともあってか、淡たん々たんとしていたリーゼの表情にも少しずつ変化が生まれていた。

　その様子を遠巻きに眺めながら、タクミは口元に小さく笑みを浮かべる。

「カリン、あいつらが調子に乗らないように見張っててくれ」

「はいはい……ほんとお人ひと好よしなんだから」

　呆れたように肩を竦すくめながらも、カリンは嬉うれしそうに三人の下へ向かって行く。

　そして、入いれ替かわるようにクノンがタクミの下に近寄ってきた。

「タクミー。言われた通り、隊長さんから受け取ってきましたよっ」

「おう、ご苦労さん。ちゃんと二種類あるよな？」

「はいっ！　旧式の魔ま具ぐと新しく配備されている魔具の二種類ですっ」

　そう言って、クノンは腰のポーチから二つの腕うで輪わを取り出した。

　独特な造形と彫ちよう刻こくが施された、金と銀の腕輪。

　憲兵隊で支給されている魔具。

　その二つを両手で持ちながら、タクミは見比べるように交こう互ごに視線を動かす。

「なるほど。聖銀の外側を金でコーティングして魔ま力りよく伝達を速めてるのか。文字は……古代セントアリア言語から現行のヴェリル大陸言語にして、威力よりも速さ重視……と」

「ほえー……タクミ、よく一目でわかりますね？」

「そりゃ魔具と法則式は俺の担当だったからな」

「そういえば、タクミの国のキカイと似てるんでしたっけ？」

「本当に少しだけどな。魔力を電気、法則式を回路として考えれば多少理解できる」

　魔具とは、前の世界……地球における機械に近い。

　魔力を原動力とし、形状や素材によって法則式を疑ぎ似じ的てきに再現した魔法の道具。

　基本的には着用者の魔力によって作動させる道具だが、方角や配置によって土地から魔力を引き出し、自動かつ半永久的に作動させることもできる。

「ただ、機械というよりオカルト寄りってところだな。法則式は記号学と図像学、解かい釈しやく学がくにアレゴリーを主としてるが、魔力の概がい念ねんは道教やら中医学の気に近い」

「よくわかんないです！」

「要は色々なものがゴチャ混ぜになっているってことだ。俺の国にあった知識とこっちの知識や学問を当てはめれば多少理解できるから、上手いことやればリヒテルトには無い法則式を作ることだってできるだろうさ」

「はえー……タクミは本当に物知りですねっ。わたしなんて必要なこと以外は学びたくないですし、覚えるより先に直感で判断しちゃいますからっ!!」

「クノンはそっちの方がいいだろうさ。それで……お前の直感ではどう見る？」

　タクミが魔具を見せながら問うと、クノンが僅わずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「よくわからないですけど……違い和わ感かんみたいなものはあります」

「違和感？」

「こう……余計というか、水の中に一滴てきだけ油が混じってる感じみたいな？」

　違和感の正体を上手く言葉にできないのか、むーんとクノンは考え込んでいる。

「ま、クノンが何かあるっていうなら覚えておこう。五感が優すぐれている亜あ人じんは色々な感覚で捉えることが多いし、クノンの直感もそれに近いだろうしな」

「わーいっ！　それじゃごはん食べていいですかっ!?」

「いいぞー。俺の国の料理だし、食いたいものがあれば――」

「お肉が食べたいですっ!!」

「……だったな。それじゃトンカツでも食うか？」

　綺麗なキツネ色に揚がったトンカツをフォークで刺さし、クノンの口元に持って行く。

　そのままパクリとトンカツを口に含み、あむあむと味わうように咀そ嚼しやくする。

「んむぅ……っ！　サクサクした食感の後にジュワァと肉汁が溢あふれて、下味に使った塩しお胡こ椒しようが肉汁と共に流れ肉本来の味を引き立てるだけでなく、ソースに少しだけ入っている擦すりおろしたリンゴが油のくどさを打ち消して爽さわやかな風味を与あたえていますっっ!!」

「お前その感じでさっきの違和感について語れよ」

「おいしいものは語れますが、それ以外は面めん倒どうなのでイヤですっ！　あとおかわりっ!!」

「へいへい……そんじゃ好きなだけ食ってな」

「えー……おつかいで疲つかれたので、タクミに食べさせてもらいたいですっ」

「……いや、腹減ってるなら自分で食った方がいいんじゃないか？」

　口を開けて待つクノンに、タクミが適当に取り分けた食事を与えていると――

「主殿ォォォッッ!!　クノン教官にごはんをあげるとか羨うらやましいでありますッッ!!」

「旦那ァァァァッ!!　いくら旦那でもその役目は譲ゆずれねェもんだァァァァッ!!」

「うるせぇぞ、バカ鳥とアホ竜。食わせたいなら好きにすればいいだろうが」

「「よっしゃァァァァァアアアアッッ!!」」

　バカとアホが拳を突き上げ歓かん喜きの雄叫びをあげるが、クノンはぷいと顔を背そむける。

「エイグルはうるさいですし、レヴィンは暑苦しいのでイヤです」

「んんんんッッ!!　もっと強めの罵倒でお願いするでありますッッ!!」

「クノンの姐御ォ！　オレには一発！　一発アツイやつをかましてくだせェッ!!」

　もはやバカとアホは罵倒されて殴なぐってもらえたら何でもいいようだった。

　そして……不意に、エイグルとレヴィンの肩がガッシリと掴まれる。

「あんたたち……クノンに手を出だしたら、どうなるかわかってるわね？」

「二人共……あまり騒ぎすぎると、料理に埃ほこりが入ってしまうでしょう？」

　満面の笑みを作るカリンとミルトの姿。

「罵倒して欲しいなら、あんたの羽をむしって額に『バカ』って禿はげ作ろうかしら」

「あ、こんなところに熱したフライパンが。レヴィンさんは熱いもの好きですよね？」

　その後、バカとアホが流れるような動作で地面に額を擦こすりつけた。




◇




　うっすらと茜あかね色いろが空に見え始めた頃ころ合あい。

　タクミたちは昇降船を使い、約束通りリーゼを最上層まで送り届けた。

「わざわざ送っていただいて、ありがとうなのです」

　ぺこりと頭を下げるリーゼに、タクミはひらひらと手を振ふってみせる。

「ちゃんと送るって約束だったからな。こっちも長く付き合わせて悪かった」

「いえ、できればミルトさんのデザートも食べたかったくらいです」

「あー……ミルトは『人形劇』に出かける準備でバタバタしてたしな」

　リーゼが料理を食べてくれたのが嬉しかったのか、ミルトは張り切ってデザートの準備を始めようとしていたが、結局用事があったので流れてしまった。

「『人形作り』が済んだのに、劇で失敗するわけにはいかないだろうしな」

「そもそも、わたしは『鈴蘭』に人形師や劇団の仕事があったことに驚きなのです」

「うん？　ああ、なんでも商品にするのが『鈴蘭』の方針だからな」

「……なんだか、ちょっと意外なのです。今は大商会でも元は下層にある非正規商会だと聞いていたので、きっと怖い仕事をしているんだと思っていたのです」

　リーゼが少しだけ瞳ひとみを輝かせたのを見て、カリンが複雑そうな表情を作る。

「……ねぇ、この子信じちゃってるけどいいの？」

「いいじゃないか。あんまり聞かせる内容でもないだろ」

　リーゼに聞こえないように、二人は声量を抑えて会話を交わす。

　先ほどタクミが口にしていた言葉は、『鈴蘭』で使用している符ふ丁ちようである。

　ミルトが向かう『人形劇』とは、密輸品の受うけ渡わたしを行うこと。

　そして『人形作り』とは、密輸品の確保を指している。

　ここで使われている『人形』とは密輸方法を指しており、棺かん桶おけの中に偽にせの死体を入れ、その中に密輸品を隠かくすといった手法である。

　これらの符丁や密輸方法は先代ヴァテルが考案したものであり、『鈴蘭』に所属している人間にしか理解できないようになっている。

　カリンは信じ込こんでいるリーゼを見て心を痛めているようだが、それこそ『鈴蘭』の仕事はリーゼのような子供に聞かせるような内容ではない。偽にせ物ものとはいえ死体を利用しているなどと知れば、冒ぼう涜とくだと言って憤ふん慨がいするだろう。

「それでリーゼ、初めての下層はどうだった？」

　食事を終えた後、タクミたちはリーゼを連れて下層の町を案内した。

　中層や上層を挟んでいるせいで、最上層からは下層の町並みを見ることはできない。

　めったに来られる場所ではないし、せっかくだから色々と見てみたいというリーゼの申し出があったため、時間が許す限り下層を案内して見せた。

「普段、最上層じゃ見られないようなものがたくさん見られただろ」

「……ええ。それはもう、たっぷりと地じ獄ごく絵図が見られたのです」

　その光景を思い出したのか、リーゼが鉛なまりのように重い溜息をつく。

「昼間なのに酔よっ払ぱらいが自分の吐と瀉しや物ぶつの上で寝ねていたり……露ろ天てん商しようと水夫が突とつ然ぜん取っ組み合いの喧けん嘩かを始めて、周りの人間は止めるどころか喧嘩を煽あおる。おまけに騒ぎに紛まぎれて子供たちが露天商の店から商品を盗ぬすむとか……下層は、いつも混こん沌とんとしているのですか」

「だいたいそうだな。むしろまだマシじゃないか？」

「そうね。昼間に寝てる奴やつらがうるさいって怒ど鳴なり込んできて、喧嘩してる二人をボコボコにするか、全員で大だい乱らん闘とうを始めるってのがいつもの流れじゃない？」

「そして憲兵隊が騒ぎを治めるまでが日常ですねっ！」

「……三人の反応で、本当に普段通りなのだと理解できたのです」

　呆あきれたような口調ではあったが、リーゼの表情はどこか緩ゆるんでいた。

　どこか、遠い世界を眺めているような眼まな差ざし。

「下層という場所は最悪で最低の場所なのです。だけど――」

　そして、リーゼはぽつりと呟つぶやく。

「――少しだけ、羨ましいと思ったのです」

　最上層では陰かげとなって見えない下層。

　その町並みを見ようとするように、リーゼは視線を下に向けている。

「『鈴蘭』の皆みなさんはとても自由でした。変態の鳥さんも、暑苦しい竜りゆう人じんさんも……本当だったら、あんな風に騒いだり笑ったりできないのです。亜人とは生まれながらにして、あらゆる不自由を課せられた存在なのですから」

　自じ由ゆう奔ほん放ぽうな振る舞まいをしていたエイグルとレヴィンの姿を思い返したのか、リーゼは口元に小さく笑みを浮かべる。

「下層に住む人々たちだって、暮らしは貧しくて、生きるために必死で、他に選せん択たく肢しすらない状じよう況きようかもしれませんが……心の自由までは失くしていません」

　どこか達観しているリーゼの言葉。

　リーゼはその口元に笑みを作りながら言う。

「自由に振る舞うあなた方の姿は……とても好ましいものだったのです」

　それは諦てい観かんとでもいうべき言葉だった。

　感情に乏とぼしい表情の中に見える、羨せん望ぼうの眼差し。

　羨み、望みながらも、全すべてを諦あきらめている表情。

　その表情を見て……タクミはリーゼの頭をぐりぐりと撫なでてやる。

「羨ましいって言うなら、お前も好き勝手に振る舞ってみればいい」

「わたしには……できないのです」

　ぽつぽつと、滲ませるように言葉を零こぼす。

「籠かごの中の鳥は……自由に啼なくことすら許されないのです」

　俯き、小さな手をきゅっと握にぎりしめているリーゼに言葉を掛かけようとした時――




「――よく理解しているではないか、リーゼ・クレスト」




　不意に響ひびいた言葉によって、リーゼはびくりと身体からだを震わせた。

「大司教……しかも、我わがフォルテシアの食客を勝手に連れ出すとは、下層に住むゴミ共にはつくづく反吐へどが出るというものだ」

　従者を引き連れ、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で歩み寄ってくる人物。

「リーゼ……聖堂に姿がなかったので、ずいぶんと心配したではないか」

「……申し訳ないのです、キアッド様」

　深々と頭を下げるリーゼを見て、キアッドはつまらなそうに鼻を鳴らす。

「さて……大司教を拐かどわかした不ふ逞ていの輩やからには、然しかるべき処しよ罰ばつを与えねばならんな」

　キアッドが軽く手を掲かかげた瞬間、背後に控えていた従者たちが小しよう剣けんを取り出す。

　リヒテルトが誇る魔法士。

「ま、待ってください！　彼かれらは何もしていませんっ！　わたしが勝手に――」

「――誰が、口を開いていいと言った？」

　低く唸うなるような声を発した直後、キアッドはリーゼの細首に手を掛ける。

「ッ――ぁ……っ」

「やれやれ……子供とはいえ、お前は聡そう明めいな人間だ。先の言葉で自分の立場を理解しているのかと思ったが、どうやら教育が足りなかったようだな……ッ!!」

　キアッドはその小さな身体を持ちあげ、力任せにリーゼの身体を放ほうり捨てる。

　その様子を……タクミたちはただ静かに見つめていた。

「ほう？　ずいぶんと仲良くしていたわりに、身動き一つしないとは」

「……安い挑ちよう発はつだと乗る気も失うせるさ。わざわざ口実を与える必要はないからな」

「ハッ……ゴミにも知ち恵えのようなものはあるらしい。お前たちが手を出したら……こちらは堂々と魔法を用いて排はい除じよすることができたというのに」

　キアッドは歪いびつな笑みを浮かべ、地面に転がっているリーゼを足で小こ突づく。

「本来なら俺の所有物を無断で連れ出した報むくいを受けてもらうところだが……リーゼが珍めずらしい顔を見せたことだ。不問にしてやろうではないか」

「……大司教様を所有物扱いとは、ずいぶんと良い御ご身み分ぶんだな」

「当然だろう？　フォルテシアにとって他の人間は全て所有物だ。それに……たとえ今はそうでなくとも、いずれは全てがフォルテシアのものとなる」

　野心に満ちたキアッドと対たい峙じするように、タクミは静かに睨にらみつける。

「起きろ、リーゼ。さっさと部屋に戻れ」

「は、い……キアッド様。彼らをお許しいただき、ありがとうございます」

「フォルテシアに尽つくしてきたリーゼの頼たのみなら、当然の配はい慮りよというものだろう？　それだけでなく……お前には、色々とやってもらいたいこともできた」

　恐きよう怖ふと痛みで身体を震わせているリーゼを見て、キアッドが嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「御ご前ぜん試合の日まで……残された生を謳おう歌かするといい、下層のゴミ共が」

　吐はき捨すてるような言葉と共にキアッドは踵きびすを返す。

　キアッドの背中を追うように、リーゼは弱々しい足取りで追従する。

　その姿が遠ざかって行く中……振り向むいたリーゼが小さく口を動かす。

　くしゃくしゃに顔を歪ゆがめながら、声を発することなく――




　――楽しかったです、と。




「……よく抑おさえた、クノン」

「当たり前じゃないですか。わたしは狼おおかみなんです。後先考えずに突っ込んだり、何があるかわからないのに噛かみついたりする間ま抜ぬけではありません。ですが――」
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　腰に差した黒剣を握りしめながら、クノンは呟く。

「――少しだけ、不ふ愉ゆ快かいでした」

　低く、感情を押おし殺ころした声こわ音ね。

　その言葉に同調するように、カリンが忌いま々いましそうに髪かみをかきあげる。

「……あたしも同意よ。下層で見慣れてるとはいえ、気分がいいものじゃないわ」

「そんなことはわかっている。だが……ようやく確信が持てた」

　トン、とこめかみを叩たたきながら、タクミはキアッドの言動を思い返す。

「大司教が行方ゆくえ不明だってのに、最上層は静かなもんだ。大司教捜そう索さくのために憲兵や私兵が動いた気配はなく、それに対してキアッドも動じた様子がない」

「……あいつにとって、リーゼはそこまで価値のある存在じゃないってこと？」

「いいや、それならこの場に来る必要すらない。それに……あいつが振るっていた暴力は、お前たちが一番よく知っているものだろう？」

　痛みと恐怖を与え、他者を服従させるための暴力。

　しかし、リーゼは奴隷ではない。

　だというのに、リーゼは暴力を振るわれながらも従属する姿勢を見せた。

　つまり……リーゼには従属せざるを得ない理由がある。

「それにキアッドが見計らったようにこの場へ現れたこと。俺たちとリーゼの関係に対して『ずいぶんと仲良くしていた』と口にしたことも不可解だ。まるで――」

　トン、とタクミは叩いていた指を止めた。

「なるほど……だから、あの女は手紙で依い頼らい書しよを寄よ越こしてきたのか」

「依頼書って……例のやつよね？」

「ああ。詳しよう細さい不明、依頼内容もたったの一言だ」

　数日前、タクミたちが受け取った依頼書。

　しかしその依頼に詳細はなく、必要な情報を全て一から調べる必要があった。

　ある人物を救って欲しいという文言の後に綴つづられた言葉。

『籠の中の鳥は、自由に啼くことすら許されない』

　その言葉の意味を、タクミはずっと考えていた。

「……なかなか、難しい依頼ね」

「ああ。なにせ対象は大司教だ。他の奴隷や一いつ般ぱん人じんと違ちがって、無理やり奪うばって他所よそに逃にがすってわけにもいかない。バレたら国こく賊ぞくとして仲良く処しよ刑けいってもんだ」

　大司教という国の重じゆう鎮ちんである以上、強きよう硬こう手段は封ふうじられている。

　仮に運よく逃がせたとしても、待っているのは不自由と……フォルテシアの影かげが来るのではないかと、毎日怯おびえ続ける日々でしかない。

「ずいぶんと厳重な鳥とり籠かごがあったもんだな」

「それに……他にも何か仕し掛かけがあるんでしょう？」

「そうだ。親の七光りにしてはしっかりと考えてるじゃねぇか」

　そう言いながらも、タクミは愉たのしげに笑みを浮かべている。

　そしてカリンたちも、そのタクミの表情を見て笑みを作っている。

「それで、ご主人さまに勝算はあるのかしら？」

「当然だ。あの女がどうして回りくどいことをしたのか疑問に思っていたが……その意味をちゃんと理解したなら、いくらでも方法がある」

　トンとこめかみを叩き、タクミは下層に向けて踵を返す。

「カリン、帰って情報をまとめろ。クノンは俺の手伝いだ。鬱うつ憤ぷん晴らしをさせてやる」

「……鬱憤晴らし？　あのムカつく男を殺させてくれるんですか？」

「おう、そんくらいの気き概がいを持っておけ」

「ほんとですかっ!?　やったぁー！　タクミから殺害許可が下りましたっ!!」

「いや、サクッと国の重鎮を殺しに行こうとするんじゃない」

　いそいそと剣を抜ぬこうとしたクノンを見て、タクミは襟えり首くびをひょいと持ち上げる。

「あぅ……わたしは景気よくドカーンと殺したい気分なんですけど」

「いつも言ってるだろ、殺せばそこで終わりだ。復ふく讐しゆうのように殺した瞬間は気が晴れるだろうが、殺したという事実は心のどこかで相手を赦ゆるすことに繋つながる」

　クノンを諭さとすように言いながらも、タクミは口角を吊つり上あげて笑みを作っている。

「そして……俺はキアッドを赦すつもりはない。微み塵じんも、一片たりとも、同情を掛けることもなく、可能な限り苦痛を与えて、孤こ独どくの底で無様にもがいてもらわないと困る」

　暗い瞳を浮かべながら、タクミは先ほど見たリーゼの表情を思い返す。

　去り際にリーゼが見せた、くしゃくしゃに歪んでいた表情。

　楽しかった……そんな一言すら口にできない少女。

　そんな少女の姿を思い返しながら、タクミは二人に向けて告げる。

「さぁ、改めて依い頼らい遂すい行こうといこう。今回の仕事は久々に俺たちの領分だ」

「最近の仕事って言えば、ほとんどが大商会絡がらみの残務処理ばっかりだったしね……。あたしとしては、ご主人様が本業を忘れてなくてよかったわ」

「わたしは暴れ回れたら万ばん事じオッケーですっ！」

「それは御前試合で発散してくれ。それとカリン、今回の件はミルトにも伝えてくれ。細かい作業が必要になるし、俺たちの中じゃミルトが一番うまく作れるだろうしな」

「了りよう解かい。ミルトにはどんな風に伝えておく？」

「ああ？　そんなの単刀直入に伝えとけばいいんだよ」

　言いながら、タクミは愉しげに笑みを浮かべる。




「――リーゼ・クレスト大司教の救出、ってな」







三章　鳥籠の開け方







　リーゼと下層巡めぐりをした翌日。

　エルスが胃痛から復帰したとのことで、タクミたちはフェアシュタット邸ていを訪おとずれていた。

　邸宅の広さこそ他の貴族たちと大差ないが、雰ふん囲い気きそのものは高貴の一言に尽きる。

　噴ふん水すいが湧わき出でる清せい涼りよう感かん溢れる庭園を始め、庭師の真ま面じ目めさが見て取れるほど綺き麗れいに整えられた生いけ垣がきに、流りゆう麗れいな意い匠しようの施ほどこされた石細工。そして石いし畳だたみの廊ろう下かの欄らん干かんは見るからに手の込んだ彫刻細工によって彩いろどられている。

　しかし、タクミたちがフェアシュタット邸を訪れた理由は庭園を眺ながめるためではない。

「いやー悪いな。指南役どころか修練場まで貸してもらってよ」

「ははは、もういいさ……部下たちから『ぜひ奴隷商人の相手をしていてください！』と送り出されてしまったから、もう私にはここしか居場所がないのさ……」

　私服に身を包つつんだエルスが、膝ひざを抱かかえて虚こ空くうを見つめながら言う。

　そんなエルスの様子とは対照的に、クノンは嬉き々きとした様子で跳はねる。

「隊長さん隊長さんっ！　ここってわたしが暴れても大丈夫なんですか？」

「うん？　ああ、大丈夫だよ。魔法修練場には結界を張る魔具が設置されているし、お前がどれだけ暴れようが、魔法を使おうが、周囲には一いつ切さい被ひ害がいが出ない」

　言いながら、エルスは軽く顔を上げて空を見る。

　微かすかに歪んで見える空。

　貴族階級を持つ者は日夜、魔法の研究と実じつ践せんに励はげんでいる。

　その際、魔法の影えい響きようが他所に出ないように、また暴走や暴発といった事故が起こった時に周囲へ被害が出ないように、結界用魔具を起動することが義務付けられている。

　だからこそ、エルスは下手な場所よりも確実に安全な場所で行うべきだと提案し、タクミたちをフェアシュタット邸に招き入れた。

　しかし、カリンは空を見上げながら眉根を寄せている。

「防ぼう御ぎよ結界って、見た目が頼たよりないからあんまり好きじゃないのよね……」

「安心していいさ。なにせ、魔具を組み上げているのは――」

　不安げな表情を浮かべるカリンに、エルスが言葉を返そうとした時、

「――貴族の魔具は、大司教のわたしが組み上げているのです。防御性は絶対です」

　淡々とした声が背後から聞こえ、タクミたちはそちらに顔を向ける。

　銀のおさげを揺ゆらし、不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべているリーゼ。

　そして、リーゼの手をちょこんと握っているミルトの姿。

　思わぬ人物が姿を見せ、タクミも含ふくめて全員が目を丸くする。

「……なんでお前がいるんだ？」

「お前じゃないです、リーゼです」

「そういう意味じゃない……俺おれたちのところへ来て大丈夫なのかって言っているんだ」

　先日の一件のことも含めて、タクミは声の調子を落とす。

　しかし、リーゼは普段と変わらない、淡々とした表情のまま答えた。

「問題ないのです。先日の一件は無許可で外出したからであって、今回はちゃんとキアッド様から外出許可をいただいたのです」

「なら、キアッドによる暴力については？」

「わたしはフォルテシアの食しよつ客かくであり、法則式の研究と作成を任された聖法士なのです。この身に大事があっては困るからこそ、キアッド様は今後ないようにとわたしを戒いましめるために手を出されたのだと思います」

「……そうかい。子供に躾しつけで手を出したようなものか」

「ええ……わたしはまだ年とし端はもいかない年ねん齢れいですから。それにキアッド様から後ほど謝罪をいただいたので、わたしはもう気にしていないのです」

　淡々と答えるリーゼの心中を見み透すかすように、タクミはじっと瞳を見つめる。

　そして、軽く息を吐いてから笑えみを作った。

「それならいいさ。ところで……ミルトはなんでリーゼと一いつ緒しよなんだ？」

「ええと、ジルさんを呼びに上層の商会へ行ったら……商会の近くでリーゼさんが道に迷っていたようだったので、こうして一緒に来たというわけです」

「そういうわけです。ミルトさんは女め神がみ様のように親切で優やさしい人です」

　ミルトの手をちょこんと握りながら、リーゼがこくこくと頷うなずく。

「で、肝かん心じんのジルさんはどうした？」

「それが……ガイツさんの進めている新しい通商交こう渉しようが難航していて、その口くち利ききのために今朝王都を発たってしまったそうなんです」

「……間が悪いな。カリンへの指南はジルさんに頼む予定だったんだが」

　ジルは普段ミルトの補ほ佐さ役やくとして傍そばにいるが、ヴァテルの下で働いていた時は荒あら事ごとと交渉を主に行っていた。そのため、ジルは通商関連とは別の方面で顔が利くことも多い。

「デンメルグ出身のジルさんなら、他国側から見たリヒテルトの魔法や、別系統の魔法について詳くわしいと考えてたが……これはまた、エルスに怒おこられそうだ」

　亜人の魔力量では魔法を扱あつかうことに向かない。

　しかし自ら魔法を使わずとも、対策には相応の魔法知識が必要となる。

　だからこそリヒテルトの魔法に詳しいエルス、そして他国の魔法について知識があるジルに指南を頼もうとしていたが、当てが外れてしまった。

　どうしたものかと、タクミが思案していた時……リーゼが服の裾すそをちょんと引っ張った。

「……魔法についての知識が必要なら、お手伝いしてもいいです」

「手伝いって……リーゼが？」

「はい。わたしはさっきミルトさんに道案内をしてもらいました。恩を受けた者は同じ恩で報いよ、というのが女神様の教えなのです」

「そいつはなんとも律りち儀ぎなことだが……聖法と魔法は厳密には違うものだろ？」

「たしかに聖法と魔法は厳密は違うのです。用よう途とも魔法とは違って、治ち療りようや結界など防御に長たけたものが多いです。ですが……聖法士は魔具に必要な法則式の構成があるので、魔法についても一定以上の知識を持っているのです」

　ふふん、とリーゼは誇ほこらしげに胸を張ってみせる。

「つまり、わたしは魔法のエキスパートです。天才なので敬ってください」

「そいつはすげーな。天才だな」

「……そこはかとなくバカにされてる気がするのです」

「そんなつもりはないさ。手伝ってくれるのはありがたい話だし、大司教様から直々に魔法や聖法を教えてもらえる機会なんてめったにないしな」

　リーゼに笑いかけてから、タクミはエルスに向かって告げる。

「エルス、さっそくクノンと手合わせしてくれ」

「先に聞いておくけど、全力で相手をして構わないんだな？」

「ああ。魔法でも何でもありの真しん剣けん勝負だ」

「それなら……少しばかり、日ひ頃ごろの恨うらみも晴らさせてもらおうか」

　言いながら、エルスは腰こしに提さげている長ちよう剣けんを抜き放つ。

「さあ狼おおかみ娘むすめ、好きなように掛かって来い。お前に後おくれは取らないから安心しろ」

「……へぇ、隊長さんは強さに自信があるんですね？」

　エルスがそう口にした瞬しゆん間かん、クノンは半はん眼がんでその姿を見み据すえる。

　そして、両りよう脚あしに力を込め――

「――ちょっとの怪我けがは、覚かく悟ごしてくださいねっ!!」

　地を抉えぐる音を立てながら、クノンが勢いよく跳ちよう躍やくした。

　人を超こえた、獣じゆう人じん特有の身体能力による動き。

　視し認にんすら困難な動きによって、クノンは一気に勝負をつけようとするが、

「――悪いが、私には効かないよ」

　向かってきたクノンに対し、エルスがその耳元でささやく。

　そして、長剣の柄えによってクノンを勢いよく殴り飛とばした。

　明らかに常人離ばなれした腕わん力りよくであり、クノンは微かに表情を歪めながら受け身を取る。

「……それが、隊長さんの魔法ですか」

「さすが、戦い慣れてるだけあって気づくのも早いじゃないか」

　睨みつけるクノンを見下ろしながら、エルスは悠ゆう然ぜんと剣を構える。

「我がフェアシュタットの魔法は――『公正』だ。相手が強力であるほど、そして速ければ速いほど……私の力と速度はお前の身体能力と同等になる」

　リヒテルトの魔法は、単純に炎えん柱ちゆうや氷ひよう塊かいを生み出すものではない。

　長い歴史の中で研けん鑽さんを積み、研究内容を自分の血筋にのみ継けい承しようさせることで、独自性に特化した強力な能力へと昇しよう華かさせる。

　それこそが、リヒテルトが有する強大な力。

「魔法の対象はお前だけとは限らない。速さを求めるならば風と自らを公正に、頑がん強きようさを求めるならば剣と自らを公正にする……このような特異性こそがリヒテルトの魔法だ」

　今のエルスは憲兵としてではなく、リヒテルトの魔法士としてクノンと対峙している。

　それを理解してか、クノンが犬歯を見せながら笑う。

「いいですね……面白おもしろいです。前に見た遊びのような魔法じゃない。それよりも、ずっと、ずっとずっとずっと、愉しくて面白いですッ!!」

　狂きよう気きに満ちた笑みと共に、真まっ直すぐエルスを見据える。

　そして……またも勢いよく前進した。

　人間を瞬またたく間まに肉につ塊かいへと変える膂りよ力りよくと腕力。

　しかし、エルスは振るわれる剛ごう腕わんを容易に受け止め、剣で受け流していく。

「無む駄だだよ。お前がたとえ戦せん闘とうに秀ひいでた狼人でも……私の魔法はその力を糧かてにする」

「ええ、でも……わたしは、誰だれよりもわたしの力をよく知っているんですよ？」

　その言葉とクノンの笑みを見て、エルスが一いつ瞬しゆん気を取られた時、

「だから――こういった使い方もできるんですッ!!」

　剛腕を振り下おろし、地面を殴りつけた。

　衝しよう撃げきによって地面が砕くだかれ、舞い上がった瓦が礫れきと土ど塊かいがエルスの視界を覆おおい隠す。

「チッ……目め潰つぶしとは、なんともお前らしい――」

　飛来する土塊を切り捨てながら舌打ちをした時、エルスの視界に金色が映る。

「――わたしの力を使うなら、あんまり武器は使わない方がいいですよ？」

　そう口にしながら、クノンがエルスの長剣に蹴けりを入れた瞬間、

　エルスの手にしていた長剣が音を立てて砕け散ちった。

　破は片へんと残ざん骸がいを散らし、落下した剣の切っ先が甲かん高だかい音を立てる。

　得物を失い、無防備となったエルスを好機と見たクノンは拳こぶしを振り上げる。

　しかし、エルスの表情には焦あせり一つない。

「なら……私も一つ忠告しておくよ」

　止まることのないと思われていたクノンの拳だったが――

　エルスの眼前で、その拳は止まった。

　正確には……不可視の壁かべによって阻はばまれた。

「――私は、魔法が一つとは言っていない」

　拳を止められて驚きよう愕がくしていたクノンに対し、地面から生まれ出た赤しやつ光こうの帯が飛び出し、その四し肢しを捕とらえるように巻きつく。

「うぁっ!?　憲兵の拘こう束そく魔ま法ほうはズルいというかこれ全然取れないんですけどっ!?」

　空中に浮ういたままクノンはじたばたと暴れるが、その拘束が解ける様子はない。

　完全に拘束したのを確かく認にんして、エルスは満足げに頷く。

「リヒテルトの貴族は家系ごとに固有の魔ま法ほうを持ち……そして魔法戦では魔具を用いた防御結界を使うのが主流だ。拘束魔法は憲兵隊独自のものだがな」

　言いながら、エルスは自身の手首についている腕うで輪わを見せる。

「さて狼娘……お前にはいつも手を焼かされていたよなぁ……？」

　意地の悪い笑みと共に、エルスはクノンにゆっくりと近づいていく。

　その様子から何かを察したのか、クノンの耳と尻尾しつぽがピーンと伸のびた。

「い、いつも隊長さんにはお世話になってるので……感謝してます、よ？」

「そうだよなぁ……昨日の立食会だけじゃなくて、飯代を立たて替かえてやったり、器物破損を見み逃のがしてやったり、他にも色々と世話をしてやったもんなぁ？」

　顔こそ笑っているが、眼前にいるエルスの額には見事な青筋が浮かんでいる。

　カタカタと震ふるえ始めたクノンを見て、エルスは晴れやかな笑みを作った。

「さて……主人に代わって、私がきっちりしつけてやるとしよう」

　その後、しばらくエルスの高笑いとクノンの悲鳴が響き渡った。




◇







[image: ]










　エルスが説教と共にクノンの尻しりを叩いている最中。

　結界の外……修練場から離れた位置で、タクミたちは手合わせの一部始終を眺めていた。

「……ねぇ、エルスが魔法戦からお仕置きパートに移行し始めたんだけど」

「ちょうどいい。それじゃ俺たちは大司教様の解説パートといこうか」

「あたしはクノンを助けなくていいのかって意味で聞いたんだけど」

「二人とも楽しそうだからいいんじゃないか？」

「二人とも仲良しですよねー。あ、私はお茶を淹いれてきますね」

「あんたたちって妙みようなところで薄はく情じようよね……」

　タクミとミルトは微笑ほほえましいやり取りを見るように、ぺんぺんと尻を叩かれているクノンを眺めている。飛び火すると困るのでカリンは放置することにした。

「……それで、わたしは何を教えたらいいのですか？」

　タクミたちのやり取りを見ていて疎そ外がい感かんを抱いたのか、リーゼが少しだけ困ったような表情を作りながらちょんちょんと服を引っ張ってくる。

　その様子を見て、タクミは少しだけ考えるような素そ振ぶりを見せた。

「そうだな……リヒテルトの魔法士は二種の魔法を使うってことでいいんだな？」

「簡単に言えばそうなのです。以前魔法についてある程度調べていると言ってましたが、どのくらい魔法について知っているのですか？」

「一いつ般ぱん教養くらいだな。魔法は魔術式と法則式によって発動できる。人間は誰しも魔術式と魔力を持っているが、素養によって左右されるため魔法を扱える人間は限られているってくらいだ。理論的なことについては調べていないから、そのあたりを頼みたい」

　その言葉にリーゼは軽く頷いてから、拾った小石でがりがりと二つの円を描えがく。

「さっき言ったように、魔法とは魔術式と法則式という二つの術式を組み合わせた技術です。魔術式によって体内の魔力を魔法に適した性質に変え、所定の法則式にその魔力を流すことで魔法という現象が起きます」

　二つの円を結び付け、その上に『まほー』と丸い文字が書かれる。

「それと訂てい正せいしておくと、魔法は素養に関係なく知識さえあれば誰でも使えるものです」

「つまり……あたしとクノン、それこそタクミも魔法が使えるってことよね？」

「その通りです。エルフさんも、オオカミさんも、そこの奴ど隷れい商人も、魔力さえあれば誰だって使えるのが魔法なのです。ですが、リヒテルトの魔法は少し違うのです」

　棒人間を描いてから、リーゼは言葉を続ける。

「一定の知性を持つ生物は体内に魔力を宿し、その魂たましいに魔術式を持っています。そして魔法に関する知識、経験、理解はその魔術式に溜たまっていって、より複雑な魔術式となって魔法が強くなっていくのです」

「……なるほどね。魔法なんて一般人は触ふれないから、知識どころか理解もままならない。だから普ふ通つうの人間は魔法を覚えても上手うまく扱えない、と」

「そういうことです。稀まれに生まれた時から複雑な魔術式を持つ人間もいますので、そういった人間は年齢や血筋に関係なく強力な魔法を扱えます。ちなみにわたしもです」

　ふふんと胸を張るリーゼを見て、カリンは反応に困って苦く笑しようした。

「他国との差はその魔術式にあるのです。古くから魔法の研鑽を積み、一族で知識を継ついでいく……それで魔術式が複雑化しているので、威い力りよくや特異性が強く出ているのです」

　円の中に複雑な図形を描き足し、リーゼは『すごいまほー』と書き足した。

　そして、今度はもう一つの円に指を移す。

「次に法則式とは、魔術式から魔法という現象を具現化する術式です。こちらも魔術式と同様、複雑化させることで強化できますが、リヒテルトでは簡略化する傾けい向こうにあります」

「恩おん恵けいがあるのに簡略化してるってことは、デメリットがあるってことよね？」

「その通りです。わかりやすく言うと、魔法とは絵のようなものなのです」

　ごそごそとポケットを探さぐり、リーゼは羽ペンと携けい行こうインク、そして紙切れを取り出す。

「ペンが魔術式、インクが魔力、そして図案が法則式です。複雑な図形を描くには、たくさんのインクが必要となり、描くのにも時間が掛かる……それが隙すきとなり、戦闘では致ち命めい的てきなので、法則式は単純かつ効果を削そがないように効率化したものでなくてはいけません」

　そう説明された後、カリンはエルスが魔法を使った時のことを思い返す。

　確かにエルスは戦闘の最中で魔法を使っていたが、その隙は皆かい無むだった。

「わたしたち聖法士とは、神の教えに従い、神が作った法則を正しく理解することを目的としています。魔術式に特化した魔法士と、法則式に特化した聖法士……それぞれの分野に特化した二つの存在によって、リヒテルトの魔法は最強の名を冠かんしているのです」

「なるほどな。その二つがリヒテルトを強国とする根幹ってわけか」

「そういうことです。魔法士もですが、聖法士もリヒテルトには欠かせません。つまり、わたしみたいな優ゆう秀しゆうな人間はこの国にとって――」

　そこまで口にした瞬間、リーゼが思わずといった風に言葉を止める。

　その時に浮かべた表情を、タクミは静かに見つめる。

　やがて、言葉の空白を埋うめるようにタクミは口を開いた。

「ところで……魔法の発動に必要な魔術式と法則式、そのどちらか一方に異常や障害が起こった場合、魔法の発動はどうなるんだ？」

「むぅ……なかなか良い質問ですが、難しいところです」

　タクミがそう質問すると、リーゼは迷うように口元に手を当てて考え込こむ。

「……まず最初の質問ですが、魔法は発動しないのです。方法によっては魔術式、法則式を単独で発動させることはできますが、魔法は二つ正しく作用するのが条件なのです」

「それじゃどちらかに干かん渉しようすれば、魔法を発動前に止められるってことか」

「その通りですが、魔術式への干渉は不可能だと断言するのです。魔術式とは魂に刻まれているものですから、それこそ干渉できるのは神以外にはあり得ないのです」

「へぇ……その言い方からすると、法則式の方は干渉できるってことだな？」

「……聖法士の立場としては複雑ですけど、法則式への干渉は不可能ではないのです」

　歯は痒がゆそうな表情を作りながら、リーゼはその理由を語る。

「法則式は『魔法をこの世に具現化する』という性質上、法則式そのものを具現化する必要があるのです。つまり実体が存在するので、干渉することは不可能じゃないです」

「でも、エルスの周囲に法則式なんて実体化してなかったわよ？」

「はい。法則式とは頭の中で図案を思おもい浮かべ、魔力を用いることで描く、発する、所定の動作を行うといった様々な要素によって組み上げます。だけど魔力は術者本人にしか見えないので、どこに実体化しているかは本人以外視認できません」

　そして、とリーゼはさらに言葉を付け加える。

「視認できなければ物理的に破は壊かいすることは困難です。それに干渉して妨ぼう害がいするのなら、法則式がどのような形状であるかを把は握あくしないとダメです」

「……なるほどな。そいつは確かに『ほぼ』不可能ってやつだ」

　どこにあるかわからない、何が描かれているかもわからない、しかもその内容を把握しなければ魔法の発動を止めることはできない。

　しかし、タクミはこめかみをトントンと叩きながら、愉しげに笑みを浮かべている。

「……ええと、もしかしてお話って終わってしまいました？」

　声を聞いて顔を上げると、そこにはティーポットとクッキーを手にしたミルトがきょとんとした表情で立っていた。

「ああ。とりあえず一段落したところだ」

「あぅ……すみません。すぐに戻もどって来る予定だったんですけど、フェアシュタットの家に来るのは久しぶりだったので、紅茶の場所がわからなくて手間取ってしまいました」

「……あの、前にごはんをいただいた時にも思ったのですが、ミルトさんは本当に『鈴すず蘭らん』の首領さんなのですよね？」

「そうですよ？　頼りないかもしれないですけど、ちゃんと首領ですからっ」

　ミルトは胸に手を当てて誇らしげに言うが、トレーから漂ただよう紅茶の香かおりと甘あまいクッキーの匂においのせいで首領らしさは欠片かけらもない。

「はい、リーゼさんの分もありますから、遠えん慮りよせずに召しあがってくださいね」

「いえ、案内をしてもらっただけでなく、お菓か子しまでもらうわけには――」

　そう言ってリーゼが立ち上がった瞬間、お腹なかからきゅーと音が鳴った。

「……えっと、クッキーだけじゃなくてサンドイッチもありますよ？」

「……サンドイッチ、食べたいです」

　顔を赤くしながらリーゼはすとんと腰を下ろし、紅茶とサンドイッチを受け取る。

　はむはむとサンドイッチを口に運んでいる内に、硬かたかったリーゼの表情が少しだけ緩ゆるんだように見えた。やはり食とは偉い大だいと言える。

「ミルトさんは美人な首領さんだけじゃなくて、料理も上手なのです」

「そりゃ我が『鈴蘭』自じ慢まんの首領様だからな。美人で料理上手、泣き虫だが世話好き、魔法を使って悪人の怪我だろうと治すお人ひと好よしだ」

「お、お人好しって言われてるのは私じゃなくてタクミじゃないですかっ！」

　褒ほめられている内に恥はずかしくなったのか、ミルトがわたわたと手を振ふる。

　しかし、リーゼは何かが引ひっ掛かったのか、こくんと首を傾かしげている。

「怪我を治す……というのは、魔法じゃなくて聖法だと思うのです」

「へ？　そ、そうなんですか？」

「そうなのです。魔法で怪我や病気を治そうとすると、魔法士の魔力と患かん者じやの魔力が混ざり、反発して……最悪の場合は暴発します。だから魔法での治療はできないのです」

「でも、聖法は治療ができるんですよね？」

「聖法とは言ってしまえば複雑な法則式のことです。魔法の知識がない患者に複雑な法則式を付ふ与よすることで、本人の魔力で治療を行うことができるのです」

　言いながら、リーゼは片手でさらさらと紙の上に図形を描いていく。

「法則式とは図形、記号、配置……それらの意味を積み重ねて組み上げるだけでも、一定の力を持つのです。このように法則式を紙に描いて、触れさせれば……対象の魔力を利用して魔法が発動されます。これが聖法の仕組みなのです」

「ええと……本人の魔力を使って発動させているから魔力も混ざらないし、暴発などは起こらないってことですよね？」

「そういうことなのです。自分の傷を治す分には問題ないので魔法士には必要ありませんが、聖法はそれ以外の民たみのために使うものなのです。それでは……少し実演してみましょう」

　リーゼは再び紙の上でペンを走らせてから、クノンの下へてとてと歩いて行く。

「オオカミさん、ちょっと身体からだをお借りするのです」

「えぅー……わたし、もう心も身体もボロボロなんですけど……」

「その身体を治しにきたのです。それと……ちょっと拘束魔法が邪じや魔まですね」

　クノンを吊つるし上げている赤光の帯を見てから、リーゼがその光帯に触れると――

　ガラスの砕けるような音と共に、光帯が宙へ霧む散さんした。

　拘束が失われたことで、地面に落ちたクノンが「へぷんっ!?」と妙な声を上げた。

「痛たた……あんなに動いても取れなかったのに、こんなあっさり取れるなんて」

「取ったというより、拘束魔法を構成する法則式とは正反対の法則式で打ち消したのです。それと……ちょっと失礼するのです」

　先ほど書いた紙切れを取り出だし、クノンの胸にぺたんと貼はり付つける。

　その瞬間――紙に書かれていた文字や図形が、クノンの中へ溶とけ入るように消えた。

「……あれ？　お尻の痛みが消えました？」

「それがクレスト大司教の聖法……瞬しゆん間かん治ち癒ゆというものだよ」

　一連のやり取りを眺めていたエルスが、感心したように唸うなり声ごえを上げる。

「しかし……実際に見てみると、なんとも素す晴ばらしいものだ」

「……これくらいなら、わたしにとっては普通なのです」

「これを普通と言えるのだから大したものです、クレスト大司教。速く正確に相反する法則式を構築したこともですが、瞬しゆん時じに治ち癒ゆが行える法則式を構築するなど、他の聖法士では真似まねできないことですよ」

「ええと……その、ありがとうございます」

　エルスが恭うやうやしく頭を下げると、リーゼは少しだけ照れくさそうに頬ほおをかく。

　聖法による治癒は聖法士の実力が顕けん著ちよに出る。

　対象の体格、傷の度合いなど……様々な要因を見定めて法則式を構築し、その分だけ法則式を重ねることから、治療には一定の時間が必要となる。

　その時間が短ければ短いほど法則式を構築する腕うでが高く、今しがたリーゼが行った瞬時に傷を治療するというのは、熟練の聖法士であっても行えるのは一ひと握にぎり程度と言える。

「……ともかく、これで実演は終わりなのです。お二人はどうぞ続けてください」

「へ？　い、いやぁ……わたしはそろそろ終わりでいいかなって――」

　クノンが慌あわてて首を振るのも虚むなしく――その身体が光帯によって再び拘束される。

「これはわたしが構築した拘こう束そく魔ま法ほうなので、エルス様の汎はん用よう拘束魔法より強力なものです。一定時間で解除されるので頑がん張ばってください」

「頑張るってなにをですか!?　いくら獣人は頑がん丈じようといってもわたしもう限界ですからっ!!　ああーっ！　困ります隊長さんっ!!　尻尾はほんとダメです弱いんですっっ!!」

　クノンの悲鳴など意に介かいさず、リーゼは淡たん々たんとタクミたちの下へ戻ってくる。

「……と、聖法の治癒とはこのように行うのです」

「わぁ……すごいですねっ！　私の魔法と違って、本当に一瞬でした！」

　少しだけ興奮した様子で、ミルトはリーゼの手を取る。

「リーゼさん、もっと聖法について教えていただけますか？」

「それは構いませんけど……ミルトさんは、聖法に興味があるのですか？」

「興味があると言いますか……私は子供の頃ころにエルスさんと一緒に魔法を学んでいて、その力で他の方たちを治療していたんです。今までは平気だったみたいですけど、もし暴発したりして、誰かを傷つけてしまったら困りますから」

　苦笑を浮かべてから、ミルトは言葉を続ける。

「人を助ける力で他人を傷つける……それはとても悲しいことですしね」

　そんな言葉と共に、ミルトは柔やわらかな微び笑しようを浮かべる。

　リーゼはその微笑みをしばらく見つめてから……ぎゅっと、ミルトの腰に抱だきついた。

「ど、どうしたんですか？　リーゼさん」

「……ミルトさんはいい人です。女王陛下と同じくらい優しい人です」

　ひとしきり顔を埋うずめてから、リーゼはすくりと立ち上がった。

「……ふむん、大変満足したのです。ミルトさんはふかふかだったのです」

「ふ、ふかふかですか？　わたし、もしかして太ったんでしょうか!?」

「いや抱きついた位置的に一部が――おいリーゼ、なんで俺を睨にらむんだ」

「……スケベな奴隷商人は死すべきだと思うのです」

　不満そうな表情を作っていたリーゼだったが、さくさくとクッキーを食べ始めた途と端たん、再び表情が柔らかくなる。警けい戒かい心しんの強い小動物のようだ。

　そして……そろそろ頃ころ合あいと見て、タクミが話を切り出した。

「さてと、魔法をどうやって対処したもんかね」

「そうね……発動前に魔法を止められないと、クノンはかなり不利でしょ」

「それなら、お二人も魔具を使えばいいのです。魔具は少量の魔力で発動できるので、亜あ人じんのお二人でも問題なく使えますし、必要ならわたしが調整してもいいです」

　リーゼはそう提案するが、タクミは首を横に振る。

「悪いがそれは無しだ。俺たちの目的は……魔法を使わず、魔法を対処することにある」

　立食会に赴おもむき、キアッドを挑ちよう発はつしたのには理由がある。

「貴族たちを特権階級たらしめてる理由は、有事の際には戦力となる点だ。だからこそ、強力な魔法ってのがリヒテルトではステータスになる」

　だからこそ貴族たちは魔法の研鑽を積み、民衆はその力を頼って崇すう拝はいする。

　その構造を崩くずすには、魔法という存在を大勢の人々の前で打だ倒とうしなくてはいけない。

「つまり俺たちが魔法士を倒たおすために魔法やら魔具やらを使ったところで、他の奴やつらは『魔法は強力で優すぐれた技術』って思うだけで終わりだ」

「……だからといって、魔法士相手に魔法も魔具も無く戦うのは自殺行こう為いなのです」

　俯うつむきながら、リーゼは表情を曇くもらせる。

「相手はリヒテルト魔法士団の中でも、フォルテシア直属の魔法士です。そんな相手に喧けん嘩かを売って勝つなんて……絶対に不可能なんです」

　その言葉からは端はし々ばしに諦あきらめといった感情が見て取れる。

　そんなリーゼの様子をしばらく眺めてから、タクミはカリンに視線を合わせた。

　そして、自信に満ちた笑みを浮かべながら告げる。

「不可能だって言うなら、それを可能にするのが面白いんだろう？」

「ま、ご主人様がやる気なら、あたしは従うだけよ。ついでに……エルフは弱いから力でどうにかできる、とか考えている下げ衆す共どもを黙だまらせるのに効果ありそうだしね」

「そいつはいい。エルフはかわいいだけじゃないってのを見せつけてやれ」

「……別にかわいいとか、そういうのはいらないんだけど」

　タクミが嬉々とした表情で言うと、カリンは恥ずかしそうにぷいと顔を逸そらす。

　しかし、ミルトは相変わらず不安そうな表情を作っている。

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶなんですよね？　御ご前ぜん試合の時にはハンデがあって、クノンですら魔法には不利。それにカリンは戦闘に不慣れなんですから」

「「ああ、そこは大丈夫大丈夫」」

「どうして二人はそこまで楽観視できるんですか!?」

　軽い調子の二人にミルトは声を大きくするが、タクミはひらひらと手を振ってみせる。

「俺が付けたのは間ま違ちがいなくハンデってだけだ」

「えと……それってどういう意味ですか？」

「それは当日になればわかるさ。むしろ、問題なのは俺の方でな」

「え？　でも、タクミは試合に出ないんですよね？」

「キアッドの性格を考えてみろ。自分の手て駒ごまが亜人にやられたら、頭に血が上のぼって俺と勝負しろとか言ってきそうじゃないか」

「それは……たしかに否定できませんね」

　立食会の時に散々煽あおったこともあって、キアッドは間違いなくタクミを敵視している。

　勝利することが当然の相手に、衆しゆう人じん環かん視しの中で自分の部下が続けて敗北すれば、自ら打って出て魔法の絶対的な力を示そうとするだろう。

　だが……無策のタクミがキアッドに勝つことはできない。

「どう足あ掻がいたところで、俺はただの人間だ。殴なぐり合あいの喧嘩すら勝てないし、魔法なんてものには万が一にも勝ち目がない」

「そういえば、タクミって一応普通の人間でしたね……」

「あたしもすっかり忘れてたわ……」

「……お前ら、俺に対して真っ先に出てくる言葉がそれなのか？」

　二人の反応にタクミは深々と溜ため息いきをついてから表情を正す。

「それに普通の人間ってのも間違いだよ」

　カリンに視線を送ってから、タクミはゆっくりと口を開く。

「なにせ、俺には魔力ってやつが一いつ切さいないからな」

「魔力がないって……魔力と魔術式は、この世に生を受けた瞬間から身体に宿るのです。魔力量が少ないことはあっても、ないなんてことは――」

　そんなリーゼの言葉を遮さえぎるように、タクミは静かに告げる。

「だが、事実として俺は魔力が一切ない。魔力さえあれば誰でも発動できるはずの魔具すら、俺にとっては普通の道具かガラクタ以下になる」

　いつになく真ま面じ目めな様子で口にすると、リーゼは何も言えずに押おし黙る。

　タクミという存在は、元々この世界で生を受けた人間ではない。

　そして転生の際には「自分の身体は、すべて元の世界と同様にしろ」と要求した。

　元いた世界と同様に、今の身体には魔力というものが存在していない。

『あなたはあの世界において最底辺の人間です』

　転生を行った女神の言葉は正しい。

　魔法が力を誇る世界で、必要不可欠である魔力がないのは致命的と言っていい。

　人間の長所である魔力もなければ、亜人という特とく殊しゆな身体能力を持つわけでもない。

　この世界における最底辺の存在。

「ま、なくても困らないから構わないさ。俺が矢や面おもてに立つことはほとんどないし、そもそもキアッドの奴が本当に出てくるかわからないしな」

　タクミは明るい調子でおどけてみせるが、リーゼは何かを考え込むように俯いている。

　そして、リーゼはきゅっと小さな手を握にぎりしめてから顔を上げる。

「……奴隷商人、あなたは今すぐ――」

　そう、何かを告げようとした時――

「うぅっ……タクミぃー！　おしり痛いですよぉー！」

　クノンが泣きながら飛び込んできたことによって、その言葉は遮られた。

　その背後から、エルスがつやつやした満足げな顔で歩いてくる。

「ふっふっふっ……思い知ったか狼娘！　普ふ段だんは魔法の使用を禁じているので使っていないが、憲兵隊全員は貴族の次男や血けつ縁えん者しやだ。魔具だけでなく魔法を使えば、簡単に取とり押さえられるということを忘れるんじゃないぞ？」

「むぅ……隊長さんが困っていないのを見ると、なんだか調子が狂くるいます……」

「あれだけ躾しつけたのに、どうやらこちらの意図は伝わらなかったようだな？　なんだったらもう一回拘束して尻を叩たたいてやろうか？　うん？」

　エルスが妙に迫はく力りよくのある笑みを浮かべた途端、「ひぃっ」とクノンが短い悲鳴を上げ、タクミを盾たてにするように隠かくれる。

「タクミっ！　お願いです隊長さんをどうにかしてくださいっ！」

「なんだタクミ、庇かばうならお前の尻も容よう赦しやなく叩くからな？」

「悪いがそんな趣しゆ味みはない。庇ってたら訓練にならないしな」

「み、見捨てるんですかっ？　タクミはわたしを見捨てるんですかっ!?」

「人聞きの悪いことを言うな。これは必要なことなんだからよ」

　不敵な笑みと共に、タクミはトンとこめかみを叩く。

「まぁ、とりあえずもう少しエルスと遊んでいてくれ」

「そ、そんなぁ……あれ？　た、隊長さん？　どうしてわたしをまた修練場に引っ張っていくんですか？　どうしてそんなに嬉うれしそうなんですか!?」

　エルスが終始笑え顔がおのままクノンの襟えり首くびを持ち、そのまま結界の中へと戻っていく。

　クノンの悲痛な叫さけび声が再び聞こえた時、タクミたちは静かに合がつ掌しようした。

「……さて、話の腰を折って悪かったな。さっき何か言い掛かけてたよな？」

　そう声を掛けてみるが、リーゼからの反応はなく、俯いたまま身体を揺ゆらしている。

　仕方なく、タクミはもう一度声を掛けようとして――途と中ちゆうで口を閉じた。

　こくり、こくりと頭を揺らしているリーゼの姿。

　その目は閉じられており、小さな口からは穏おだやかな寝ね息いきが聞こえている。

「えっと……寝ねちゃっている、みたいですね？」

「そのまま寝かせてやるといい。子供なのにあれこれ考えたりして、身体的にも精神的にも疲つかれが溜まって……それで、もう限界だったんだろうな」

　小声でやり取りをしてから、ミルトはリーゼの頭を膝ひざの上に乗せる。

　あどけない表情で眠ねむるリーゼを見ながら、タクミはゆっくりと頷く。

「カリン、俺おれの執しつ務む机づくえから書類道具一式を持ってきてくれ」

　それだけで意味を理解したのか、カリンは笑えみを浮かべる。

「りょーかい。それじゃちょっと下層まで行ってくるわね」

「え？　書類道具だったら、ガイツさんのところで借りれば――」

　そう口にしようとしたミルトに対して、タクミは人差し指を立てる。

「最近ご無ぶ沙さ汰ただったから、久々に本業を進めないといけなくてな」

「……あ、そういうことですね？」

　ミルトも察したのか、嬉しそうにぽんと手を合わせる。

「それじゃ、私の方も何かお手伝いしましょうか？」

「そうだな……焼き菓子を作ってくれ。バスケットの中に入れるから、量はちょっと大きめの二人前。冷めないように箱も用意してもらえると助かる」

「お任せくださいっ……あ、それじゃリーゼさんのことをお願いできますか？」

「はいよ。俺はここで本でも読んでるから、適当に膝を貸しておくさ」

　寝ているリーゼをタクミの横に移動させてから、ミルトはぱたぱたと厨ちゆう房ぼうへ走って行く。

　二人がいなくなった後、タクミはコートを脱ぬいでからリーゼを横にする。

　そして、リーゼの上にコートを掛けようとした時――

「――ごめん、なさい」

　そんな言葉が、リーゼの口から発せられる。

　しかしリーゼが起きた気配はなく、横になったまま規則正しく胸を上下させている。

　夢を見ているのか、無意識の内に口にしたのかはわからない。

　その謝罪が誰に向けられているのかもわからない。

　だからこそ……タクミは何も言わず、本をめくりながら思考に没ぼつ頭とうした。
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　陽ひが暮れて、リスティナ上層の町並みが朱しゆ色いろに染まる頃合い。

　瞼まぶたの裏に朱色を感じてか、リーゼが目を擦こすりながらゆっくりと身を起こした。

「あれ……わたし、眠ってしまったんですか」

「おう。たっぷりと夕方までな」

　タクミが近くで声を上げたことで、リーゼがびくりと身体を跳はねさせる。

「……最悪です。奴隷商人に寝ね顔がおを見られるなんて最悪です」

「だったら体調管理はしっかりすることだ。睡すい眠みん不足と心労があったとしても、子供だったら夜よ更ふかしせずにちゃんと早めに寝ろ」

「子供じゃない、ですけど……ご迷めい惑わくをお掛けしたのは事実です。ごめんなさい」

「謝あやまる必要はないさ。こっちはリーゼのおかげで魔法について理解できた。お前も何か頼たのみ事ごとや相談があったら、俺たち『鈴蘭』に遠慮なく言ってくれ」

「大したことはしてないです。それに……頼み事や相談も――ないです」

「……そうかい。それじゃお前は自分の仕事に励はげむといいさ」

　タクミがそう口にした瞬しゆん間かん、リーゼは小さな拳をきゅっと握った。

「わたしの仕事は……立派なんかじゃないです」

　絞しぼり出すように、消え入りそうな細い声で言う。

　そんなリーゼに言葉を掛けようとした時……ぱたぱたと足音を響ひびかせながら、ミルトがこちらに向かって駆かけてくる。

「すみません、お待たせして――あっ、リーゼさんも起きましたか？」

「……はい、途中で寝てしまってごめんなさいです」

「いえいえ。途中で様子を見に来た時、タクミの膝で気持ちよさそうに寝ていたので、少しだけ羨うらやましく思いましたけど」

「…………わたし、奴隷商人の膝の上で寝ていたのですか」

　目を丸くするリーゼに、タクミはぽんぽんと自分の膝を叩く。

「俺が本を読んでたら、お前が寝ぼけて俺の膝に頭を乗せてきたんだ。しかも寝てる最中にヨダレを垂らされて大変だった」

「……ウソです。わたしがヨダレなんて垂らすわけないです」

「いや口元にバッチリ跡あとが残ってるぞ」

　そうタクミが指し摘てきすると、リーゼは顔を赤くしながらゴシゴシと口元を擦る。

「まぁウソなんだけどな」

「……ほんとに、あなたという人間は最悪の極きわみです……っ！」

「いいじゃないか。これでちゃんと目は覚めただろう？」

　笑うタクミが気に食わなかったのか、リーゼが無言のままぶんぶんと手を振り回まわしてくる。最初は避よけていたが、途中からリーゼが半泣きになったので甘んじて受けることにした。

「あっ……そういえばフォルテシアの遣つかいの方が、リーゼさんのお迎むかえに見えたそうです。それで慌ててこちらを持ってきたんでした」

　言いながら、ミルトは抱かかえていたバスケットをリーゼに差し出す。

「……これは、なんですか？」

「さっき焼き上がったアップルパイですっ」

　そう言われてリーゼが鼻を動かすと、バスケットの中から甘い香りが漂っている。

　そのバスケットを、リーゼは呆ぼう然ぜんとした様子で眺ながめていた。

「前に私の作ったデザートを食べたがっていたとタクミから聞いて、今日のお礼にと思って作ってみたんですけど……もしかして、お嫌きらいでしたか？」

「いえ……甘いものは好きです。だけど……あんまり、こういったことに慣れてなかったので、ちょっとだけ驚おどろいてしまっただけです」

　バスケットをぎゅっと大事そうに抱えて、リーゼは再びぺこりと頭を下げた。

「ありがとうございます。大事にいただくのです」

「いえいえ。でも……味はバッチリなんですけど、ちょっとだけ形が崩れてしまいまして。できれば自分のお部屋で、形が崩れないように中の紙をそっと持ち上げてください」

　苦笑するミルトの表情を見てか、僅わずかにリーゼの口元が綻ほころぶ。

「……わかりました。それではお部屋でゆっくりといただくのです」

「はい、ぜひご賞味ください。それでは遣いの方が正門に馬車を付けているそうなので、そちらまでお見送りしますね」

　ミルトが手を差し出したのを見て、リーゼはその手を取ろうとするが――

「……いえ、わたし一人で大丈夫です。お気き遣づかいありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げてから、リーゼはそのままトトトと走り去って行った。

　その後ろ姿を眺めながら、ぽつりとミルトが呟つぶやく。

「……大丈夫でしょうか、リーゼさん」

「大丈夫……と安やす請うけ合いはできないが、過か剰じような暴力は振るわれないはずだ。キアッドの奴がリーゼに暴力を振るったのは、俺たちを挑発するため。過去に暴力を振るわれたことはあるだろうが……大司教という地位に就ついてからはほぼないと見ていい」

　立食会の時のように、リーゼは大司教として貴族たちの前に姿を現す機会がある。

　フォルテシアに食しよつ客かくとして招かれているリーゼの身体に傷や痣あざがあれば、フォルテシアの風評にも傷がつく。それをキアッドが良しとするとは考えにくい。

「キアッドは振る舞まいこそ粗そ暴ぼうなもんだが、その行動がどのような意味を持つのかちゃんと理解して行っている。自分の行動が他者からどのように映るか、魔法にどれほど存在価値があるのか……少なくとも、ただの間ま抜ぬけなボンボンじゃない」

　そうキアッドについて語りながら、タクミは深い笑みを湛たたえている。

「だが、半はん端ぱに頭の回る奴ほど……利用しやすいってもんだ」

　トントン、とタクミはこめかみを何度か叩く。

「さて、俺たちは仕事をしてくる。エルスにはよろしく伝えておいてくれ」

「はい……タクミも、リーゼさんのことをよろしくお願いします」

　不安そうな表情を作るミルトに対し、タクミは背を向けたままひらひらと手を振る。

　そして……タクミはクノンたちが待つ下層へと向かった。
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　ガタガタと馬車の揺れる音が響く。

　馬車を繰くる御ぎよ者しやはただ馬を走らせるだけで、無む駄だ口ぐちを叩くことは一切ない。

　いつも世話をしてくれている下女はリーゼの服の中や身体検査を行っただけで、一言も発することなく御ぎよ者しや台だいへと向かってしまった。

　リーゼも自発的に言葉を口にすることはない。

　正確には……口にすることが許されない、と言った方が正しい。

「――さて、ずいぶんと時間が掛かったようだな」

　同席していた人物が低い声を放った瞬間、リーゼはぴくんと身体を震ふるわせる。

　リーゼの対面で、ニヤついた笑みを浮うかべているキアッドの姿。

　先の言葉に対して、リーゼはきゅっとバスケットを抱えながら答える。

「……申し訳ありません。途中で眠ってしまいました」

「ああ、知っているとも。だから怯おびえる必要はないぞ？　リーゼ・クレスト」

　機き嫌げんがいいのか、キアッドはくつくつと喉のどを鳴らしながら笑う。

「なかなかいい演技だったではないか。お前が子供ということもあってか、奴らは色々と情報を吐はき出してくれたのだから笑いが止まらない」

　その言葉に、リーゼは下した唇くちびるを噛かみしめる。

　そんなリーゼの様子を気に掛けることもなく、キアッドは言葉を続ける。

「つくづく、お前は優秀な聖法士だ。我わが魔ま法ほう士し団だんに配備した魔具だけでなく……魔具の中に二つの異なる魔法を組み込み、問題なく稼か働どうできるのはお前だけだろう」

　リーゼが大司教の地位に就いてから、多くの魔具が新調されることになった。

　リーゼが極限まで効率化した法則式を組み込んだ魔具は、従来より遥はるかに少量の魔力で発動できるだけでなく、結界などの防ぼう御ぎよ性せいを損そこなうどころか向上させたのが大きかった。

　そして、フォルテシアは大商会を通じて新しい魔具を貴族たちに売り、僅か二年で広く普ふ及きゆうするまでに至っている。

　その魔具の中に、本来とは異なる用よう途との法則式があるとも知らずに。

「他者の会話を、その場におらずとも聞けるというのは便利なものだなぁ？　おかげで他家の魔法研究の内容は全すべて筒つつ抜ぬけ。そして……俺に逆らった間抜け共の実力まで、容易に知ることができたのだからな」

　先ほどまでのタクミたちの会話を、キアッドは全て聞いていた。

　魔具の中に組み込まれている盗とう聴ちよう魔法。

　リーゼが組み上げた法則式にはその盗聴魔法が全て仕込まれており、本体の魔具を所有するキアッドだけが会話の内容を自由に聞くことができる。

「それにしても……ハハッ、あの奴ど隷れい商人に魔力がないとは、もはや笑いが堪こらえられん。そのような身で……このフォルテシアに盾たて突ついたのだからな」

　瞳ひとみの中に殺意を浮かべながら、キアッドは邪じや悪あくな笑みを浮かべている。

　タクミに魔力がないという事実だけではない。

　クノンがエルスに対して手も足も出なかったこと。カリンが魔法戦に慣れていないこと。タクミたちが魔具を使うつもりはないこと……その全てをキアッドは把握している。

　そして、その情報を引き出したのは紛まぎれもなくリーゼであった。

　魔法についての会話を行い、タクミたちが魔法についてどれほどの情報を有しているのか、戦力や作戦の有う無むなどを聞き出すことがリーゼの役目だった。

　本来はリーゼが持っていた魔具によって盗とう聴ちようを行う予定だったが、運良くフェアシュタット邸ていにいてくれたこともあり、魔具の発動を気取られる心配がなかったのも大きい。

「しかし、馬ば鹿か正しよう直じきに魔法について語る必要はなかったのではないか？」

「……すみません。わたしはウソが下手なので、余計なことを言わないようにしたのです」

「ハッ！　お前はめったに表情を変えないのだから、どうせ気づかれないだろう。だが、それらを配はい慮りよしたことについては褒めてやろう」

　その言葉にリーゼは反応を寄よ越こさず、今しがたついたウソがバレないように表情を殺す。

　本当はウソなんてつきたくなかった。

　後ろ暗いことを考えてやってきたリーゼに、ミルトは優やさしく手を引いてくれた。

　タクミは突とつ然ぜんやってきた自分に対して、嫌いやな顔一つせずに迎え入いれてくれた。

　そんな人たちに……ウソなんてつきたくなかった。

　既すでに彼かれらを裏切っていたからこそ、ウソをついて罪を重ねたくなかった。

　その想おもいが溢あふれそうになって、リーゼはバスケットを抱える手に力を込める。

　それがいけなかった。

「そういえば……お前は何かを受け取っていたな？」

　リーゼの仕し種ぐさを見て思い返したのか、キアッドがバスケットに視線を向ける。

「貸せ、中身を見せてみろ」

「……これは、ミルトさんが作ってくれたアップルパイだそうです。他には何も――」

「聞こえなかったか……俺が見せろと言っているんだぞ？」

　先ほどまで上じよう機き嫌げんだったキアッドの表情が見る間に歪ゆがみ、その声こわ音ねの中に微かすかな怒いかりを感じ取ったリーゼはおずおずとバスケットを差し出す。

　キアッドは奪うばい取るようにバスケットを受け取り、乱暴に布包みを取り払はらってから、その中にある箱を取り出した。

「ほぉ……少々不ぶ恰かつ好こうだが、たしかにパイだな」

　興味深そうにキアッドは中のアップルパイを眺めてから――

　ぐちゃり、と箱ごと中身を握り潰つぶした。

「フン……何か仕込んでいるかと思ったが、そこまで頭は回らなかったか」

　握り潰した箱を地面に落としてから、キアッドはつまらなそうにバスケットと潰れた箱をリーゼの目の前に向かって蹴け飛とばす。

「――ぁ……あぁ……っ」

　ぐちゃぐちゃに潰れてしまったパイを見て、リーゼは思わず声を上げる。

　ミルトが自分を気遣って作ってくれた物。

　しかしキアッドはそんなことよりも、珍めずらしく表情を変えたリーゼに興味が移ったのか、ニヤニヤと不ふ愉ゆ快かいな笑みを浮かべる。

「なんだ、お前の好物だったのか？　それなら帰って料理人に作らせよう」

「……いえ、遠慮……しておくのです」

　リーゼが再び大事そうにバスケットを抱えたのが癇かんに障さわったのか、キアッドは苛いら立だちを隠すことなく声を上げる。

「ずいぶんな態度を取るじゃないか。お前は自分の立場をわかっているんだろうな？」

「……はい。ちゃんとわかっているのです」

「それなら、自分の口で言って聞かせてみろ」

　愉ゆ悦えつに浸ひたった表情と共に、キアッドはリーゼを睨みつける。

「言ってみろ。お前の立場はなんだ？」

「……わたしは、食客としてフォルテシアの庇ひ護ごを受ける者です」

「そうだ。お前の父が亡なくなり、母が病に倒れた時……お前の世話をしたのは誰だれだ？」

「……キアッド・フォルテシア様です」

「そうだとも。お前の聖法士としての才を見定め、環かん境きようを整え、父上に進言してお前を大司教に任命して地位を与あたえてやったのも俺だ。そして病に伏ふした母親に援えん助じよを行っているのは、お前が我がフォルテシアに貢こう献けんしているからだ……それを忘れたわけではないだろう？」

「……はい。キアッド様の御ご恩おんを忘れたことはないのです」

　そう口にする度たびに、リーゼから表情が消えていく。

　フォルテシアという強大な影かげに怯え、何もできない自分が情けなくて嫌だった。

　六回目の誕生日の時、フォルテシア家へ連れて来られたリーゼは素す直なおに喜んでいた。

　亡くなった父と同じ聖法士になり、自分が作った法則式で、病に伏している母を助けるのだと意い気き込ごんで、寝る間も惜おしんで勉学に励んだ。

　その努力と生まれついた才覚があったからこそ、短い月日で魔法と法則式についての理解を深め、組み上げた九歳の頃には神童と祭られ、フォルテシア当主であるエルヴィスの一声によって、大司教の地位を授さずけられた。

　きっと、自分の作った法則式がたくさんの人のためになると思っていた。

　だというのに……たった二年で、その想いは擦すり切きれてしまった。

「さて……着いたか。リーゼ、お前は役目を果たした。普段通りに研究を続けろ」

　馬車が止まったのと同時、キアッドの言葉によって我に返る。

　その事実が余計にリーゼの気分を落ち込ませる。

　王城の地下にある実験室。

　そこで行われている法則式の開発と応用実験。

「昨今の報告では経過が芳かんばしくないが……まさか、手を抜ぬいているわけじゃあるまい？」

「……いえ、研究内容が困難なので時間が掛かっているのです」

「ハハッ、神童のお前ですら手こずるか……それならば、御前試合の日までは研究に没頭するといい。生活に必要なものは全て用意するから安心しろ」

　それが事実上の軟なん禁きんであるのは明白だったが、それを拒きよ否ひすることは叶かなわない。

　キアッドの下げ劣れつな笑みを見ないようにしながら、リーゼは静かに頷うなずいて馬車を降りた。

「ならばさっさと行け。お前とお前の母が誰に生かされているかを忘れるな」

「……はい。ですが、先に食事を取ってもいいですか」

「食事だと？　それならば召めし使つかいがいつもの時間に運ぶだろう」

「いえ……普段の食事ではなく、温かい内に食べなくては失礼なのです」

　リーゼが震える手でバスケットを持ち上げると、キアッドはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「ハッ……ならば好きにしろ。そのゴミを食い終わったらさっさと研究に移れ」

　キアッドが吐き捨すてるように告げた後、馬のいななきと共に馬車が走り去る。

　馬車には目もくれず、リーゼはぽつぽつと浮かない足取りで自室に向かう。

　リーゼは自室として、王城内の客間を一部屋与えられている。

　子供とはいえ大司教の位に就いているのと、フォルテシアの食客という立場もあり、リーゼに与えられた部屋は分不相応なほど豪ごう華かで広い。

　そんな部屋を「地下へ行き来するのが楽になる」という理由で与えたのだから、フォルテシアという家の力がどれほどのものか理解できてしまう。

　一人では広すぎる部屋の中で、リーゼは丁てい寧ねいな手付きで机の上にバスケットを置く。

　その中にあった潰れた箱を開けると……無残に潰されたアップルパイが目に入った。

　温ぬくもりが残っている残ざん骸がいをつまみ、口の中に入れて咀そ嚼しやくする。

　砂糖の甘あまさと果物特有の爽さわやかな酸味が広がっていく。

「……ゴミじゃ、ない」

　そう呟いたのをきっかけに、ぽたぽたと涙なみだが手の甲こうを打つ。

　優しい味がするパイの欠片かけらを口に入れる度に、涙が止まることなく溢れてくる。

「ゴミなんかじゃ……ない……っ」

　自分のことを想って作ってくれた料理。

　まだ母親が元気だった頃に食べた料理と同じ、優しくて温かい味。
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　それを握り潰して、ゴミだと言ったキアッドがたまらなく憎にくかった。

　それでも、リーゼには面と向かって立ち向かう勇気はない。

　キアッドに向かって、自信満々に啖たん呵かを切って見せたタクミとは違ちがう。

　フォルテシアの影に怯えて、感情を押し殺ころして従うしかない。

　自分と母親の身を守るために、それ以外を犠ぎ牲せいにしなくてはいけない。

　全てを諦めて、心をすり減らして、他人を傷つけて生きる。

　それはまさしく……奴隷とでも言える生き様だ。

　涙を拭ぬぐいながら、欠片を咀嚼していた時……中身を摘つまもうとした指が空を切った。いつの間にか全て食べ切っていたらしい。

「……次、お会いした時にはお礼を言わないと」

　ぐしぐしと服の袖そでで涙を拭ってから、リーゼはパイの下に敷しかれていた薄うす紙がみに指を掛ける。

　せっかくもらったものだから、全部大事に取っておきたかった。

　そして、キアッドが言い放ったゴミという言葉を否定したかった。

　そう思っての行動だったが――

「…………あれ？」

　しかしリーゼの予想に反して、薄紙は箱の底にくっついたまま持ち上がらなかった。

　考えてみれば、キアッドが乱雑に扱あつかったにもかかわらず、薄紙は全く動いた様子がなく、綺き麗れいに箱の中へ収まっている。

『形が崩れないように中の紙をそっと持ち上げてください』

　不意に、リーゼはそんなミルトの言葉を思い出す。

　そして――ゆっくりと、リーゼはその薄紙を持ち上げた。




◇




　上層と違って、やかましい騒そう音おんがそこかしこから聞こえてくる下層の街中。

　既に時間は夜半となり、至るところの酒場から怒ど号ごうと笑い声が響き渡わたっている。

　その中でも一番騒さわがしい酒場に、タクミはのんびりとした歩調で足を踏ふみ入れた。

「はい、いらっしゃーい！　案内とかできないから適当に座すわって――あら、タクミ？」

　トレーを持って慌あわただしく駆け回っていた少女が、タクミの姿を見て足を止めた。

「忙いそがしい時に邪じや魔まして悪いな、リリア。ちょっと奥おくの席を借りるぜ」

「はいはいどうぞー。ただし、席代含ふくめてバッチリ払ってもらうからねっ！」

　ニカリと笑ってみせるリリアに苦く笑しようを返し、タクミは店の奥にあるドアを開ける。

「むうっ？　やっほタクミがひまひたっ！」

「ずいぶん遅おそかったじゃない。待ちくたびれたわよ」

　簡素なテーブルと椅い子すに腰こし掛かけながら、クノンとカリンが同時にタクミを見る。

「ちょっと適当にブラついてたもんでな。それでクノンの機嫌は直ったか？」

「まっひりはべてなほりまひたっっっ!!」

「もう何言ってるかわかんねぇけど、上機嫌なのは理解できたよ」

　両手いっぱいに肉の串くし焼やきを手にしているクノンを見て、カリンが深い溜息をつく。

「それで、もう『盗聴』の心配はないんだから本題に入っていい？」

「そうだな。まったく、ゴミ溜ためみたいな下層が一番落ち着けるなんて皮肉なもんだ」

　空いた椅子に腰掛けてから、タクミは肘ひじをついて二人に向き直る。

「さて……まずは二人とも、名演技をご苦労」

　タクミが笑みを浮かべた瞬間、二人も口元に笑みを浮かべながら頷く。

「これで想定通り、向こうに俺たちの情報が行いき渡っただろう」

「まったく……リーゼには悪いけど、魔法なんて調べ尽つくしたことを今さら説明されて、途中で欠伸あくびが出そうで大変だったんだから」

「わたしも隊長さんに負けるのをグッと我が慢まんしましたっ！　まぁ隊長さん強かったので、そんなに演技とかは頑がん張ばりませんでしたけどっ」

　二人の言葉を聞きながら、タクミは鷹おう揚ように頷く。

　魔法について、既にタクミたちは関連した事物を調べ上げている。

『鈴すず蘭らん』に所属した当初から現在に至るまでの七年間。

　その期間の半分は魔法を調べるために費やしたと言っても過言ではない。

　魔法はこの世界で猛もう威いを振ふるう力であり、そして魔法が使えないタクミを始め、亜あ人じんであるクノンやクノンたちにとっても天敵と言える。

　だからこそ……魔法についての対処法を事前に考案する必要があった。

　そして当然ながら、そこにはリヒテルトの魔法も含まれている。

　それでも『魔法対策の訓練』を行ったのは、キアッドに情報を渡すためだ。

　強きよう靭じんな力を持つクノンですら、魔法の対処は行えない。

　カリンは魔法についての知識が浅く、対処を行えるほど理解が深まっていない。

　そして……タクミには魔力が存在していない。

　御前試合に勝利するためには、キアッドにその情報を渡しておく必要があった。

「いやはや、まさか魔具の法則式に盗聴魔法を仕込んでいたとは驚きだ」

「……よくそんな白々しい言葉が出てくるわね。真っ先に盗聴を疑ったくせに」

「そりゃそうだ。二年前に一人の聖法士の手によって多くの魔具が刷新された。そしてその聖法士はフォルテシアの食客ときてるんだから疑って掛かるもんだろう？」

　トン、とタクミは軽くこめかみを叩く。

「それに……やり方は違うが、俺だって似たようなことをしてるわけだしな。だから同じ手法を考える奴やつがいると想定できるし、情報の違い和わ感かんにだって気づける」

　タクミが売うり捌さばいた奴隷たちで築き上げた情報ネットワーク。

　それを利用して情報を収集する最中、タクミはキアッドを含めたフォルテシアの動きが、あまりにも正確であることに気がついていた。

　そこから思考の取っ掛かりを得て、リーゼの存在や魔具が刷新された件と結びつけることで、タクミは「フォルテシアは魔具によって盗聴を行っている」と結論付けた。

「ツァイスに頼んだのは正解だった。あいつの鑑かん定てい士しとしての眼めは本物だ」

「たしか……ツァイスは行商人の弟で子しになったわよね？　戻もどって来てたの？」

「またすぐに別の国へ行っちまったけどな。クノンが『なんか違和感がある』って言ったから念のために鑑かん定ていさせたら、魔具の中に妙みような素材が混じってやがった」

「よくクノンが適当に言った内容を覚えてたわね……」

「情報は一つ残らず財産だ。覚える価値がない情報なんてない」

　タクミがトントンとこめかみを叩くのを見て、カリンは呆あきれたように息を吐く。

「それで、そっちもリーゼを覗のぞいて色々わかったんだろ？」

「ええ。まぁ……大体があんたの予想通りってところよ」

　ぱらぱらと手帳をめくりながら、カリンはその瞳を光らせる。

「母親を人ひと質じち、フォルテシアの権力をチラつかせて脅きよう迫はく、言うことを聞かせて法則式の開発と人体実験……よくぞ十一の子供にこれだけ重荷を背負わせたわね、って感じよ」

「キアッドにとって、それだけリーゼは重要な存在ってことなんだろうよ。首輪と鎖くさりを付けるだけじゃ飽あき足たらず、籠かごの中に閉じ込めて逃にげられなくするくらいにな」

「……だからって、間接的に人を殺させるやり方をしなくてもいいでしょう」

　珍しく苛いら立だっているらしく、カリンはテーブルを何度も指で叩く。

「人体に影えい響きようを及およぼす法則式を体内に付ふ与よして意図的に魔力暴走を引き起こす、魔力を底上げするために心臓へ魔具を埋うめ込む、魔力を強制的に抽ちゆう出しゆつして結けつ晶しよう化かする……そんなことに子供が関かかわって、まだ潰れてないのが不思議なくらいよ」

「そうだな……まったくもって、笑えない話だ」

　まったく笑わない少女の姿を思い返しながら、タクミは目を細める。

　この場にいない誰かを見み据すえて、射殺そうとするかのように。

「ともかく、リーゼの件でやるべきことは済んだ。お前たちは目の前のことに集中しろ」

　そう告げてから、タクミはクノンに向き直る。

「クノン、エルスとの試合でだいたい覚えたな？」

「――んむっ。バッチリ覚えました！　ちゃんと判別もできますっ！」

「ならよし。今日は好きなだけ飯を食わせてやる」

「ほんとですかっ!?　わぁいっ！　リリアさん追加のお肉いっぱいくださぁーい!!」

　途と端たんに目を輝かがやかせたクノンが、ドアの向こうに向かって叫びながらハンドベルをがらんがらんと鳴なり響かせる。やかましいことこの上ない。

「カリンはどうだ。必要な物があるならガイツに揃そろえさせるぞ」

「そうねぇ……いつもの銃じゆうは使えないし、エイグルに弓でも借りようかしら」

「…………お前がアレを持つのか？」

「なによ？　エルフなんだから弓を使ったっていいじゃない」

「そりゃそうだが……なんというか、お前は変なところで派手好きだな」

「派手好きで演出家のご主人さまに影響されたんじゃないかしら？」

　クスクスと笑みを漏もらすカリンに対し、タクミは肩かたを竦すくめて見せる。

「俺はお前たちの実力を信じてるし、手段は問わないさ。やるべきことは変わらない」

　静かに、厳おごそかに、タクミは二人に向かって告げる。




「大勢の目がある中で――魔法を殺してやれ」







四章　小鳥の涙







　この一週間、王都リスティナは大いに賑にぎわっていた。

　女王エルリアの名の下に執とり行おこなわれる御ご前ぜん試合。

　その知らせは全階層に公布され、またその内容に多くの人間が驚きよう愕がくした。

　リヒテルト魔法士団と、大商会『鈴蘭』による試合。

　商会と魔法士の御前試合など過去に例がないことだったが、国民の多くはその布ふ令れに書かれた『鈴蘭』の名に注目していた。

　腐ふ敗はいした大商会を蹴け落おとし、下層から成り上がった商会。

　その事件はいまだ記き憶おくに新しく、またしても『鈴蘭』が王都を揺るがすような出来事を起こすのではないかと、平民だけでなく貴族たちすら関心を寄せていた。

　そして迎えた当日――

「……さすがは女王様の御お言こと葉ばってところか。ずいぶんと集まったもんだ」

　リスティナの東西に広がるエルターン平原。

　会場として定められたエルターン平原の西部には、多くの人間がひしめいていた。

　御前試合という名目上、平原には周囲の安全を確保するために広域結界魔具が敷ふ設せつされており、王族専用の観覧席、そして貴族たちが観覧するためのスペースが設けられている。

　そこには以前にも見たエルリアと傍そばに仕えるリーゼの姿だけでなく、三大公として出席しているのか、フェアシュタット兄妹きようだいの姿も見える。

　その一定範はん囲いに近づかない限り、一いつ般ぱん人じんでも観覧できるという御お触ふれを出した結果……全ての階層から、老ろう若にやく男なん女によ問わず人が集つどう形となった。

　その中心で人ひと垣がきを眺めながら、タクミは満足そうに頷く。

「さて……大勢の前で緊きん張ちようするとか言わないでくれよ、お二人さん」

「あたしがそんなことで緊張すると思う？」

「そもそもわたしは何も見えないですっ！」

　涼すずしげな表情を浮かべるカリンの横で、目め隠かくしと手て枷かせを嵌はめたクノンが元気よく応こたえる。

「そいつは何よりだ。大勢の奴らが見ているんだから、下手なところを見せるなよ？」

　言いながら、タクミは王族専用の観覧席に視線を向ける。

　こちらを静かに見下ろしているエルリアと……表情を曇くもらせているリーゼの姿。

　その姿を眺めていた時、ゆっくりとこちらに向かう人ひと影かげが見えた。

「ハッ……逃げずに現れるとは、その意気だけは買ってやろうではないか」

　横おう柄へいな態度のまま向かってくるキアッドの姿。

　その背後には茶ちや髪ぱつを短く刈かり上あげた男と、眼鏡めがねを掛かけた陰いん気きな男が追従している。

「なんだ、フォルテシアの坊ぼつちゃんは出てこないのか？」

「貴様らのような輩やからを相手に、俺おれが出る必要など毛頭ありはしない。だが……女王陛下の手前というだけでなく、民衆の前で見苦しい試合を晒さらすわけにはいくまい？」

　言いながら、キアッドは歪いびつな笑えみを浮かべる。

「このボリスとカステルは俺が認めた忠実な臣下であり、魔法士団の中でも確固たる実力を持つ精せい鋭えいだ。この者らと剣けんを交えられることに感謝することだな？」

　口では見下した態度を取りながらも、キアッドはタクミたちを全力で叩たたき潰す算段らしく、女王陛下をダシにして精鋭を連れ出してきたらしい。

　それを見て、タクミは内心で笑みを浮かべる。

　クノンとカリンの戦う相手が、魔法士として確かな実力を持つほど……今後の展開に、大きな影響を及ぼすことになる。

「足あ掻がく間もなく死ね……下層のゴミ共が」

　低い声音と共に吐き捨ててから、キアッドは踵きびすを返して陣じん営えいへと戻って行く。

「おいおい、お前ら死ねとか言われてるぞ」

「たぶんあんたに向けて言ったんじゃない？　散々煽あおったんだし」

「ですねー。タクミは殺しても死ななそうですけど」

　三人は軽い調子で笑い合ってから、目の前の魔法士たちを見据える。

「噛ませ犬に用はないが……観客たちをちゃんと楽しませるんだぞ？」

　そう告げてから、タクミはゆっくりと結界の外へと向かっていった。

　タクミが立ち去った後、魔法士たちは堪えきれずに失しつ笑しようを漏らした。

「おいおいカステル卿きよう、こいつら本当に勝てると思ってやがる」

「ヒヒッ……よいじゃないですか、ボリス卿。思うだけなら自由ですぞ？」

　短たん髪ぱつの男……ボリスが鼻で笑うと、カステルと呼ばれた男が薄うす気き味み悪わるい笑みを作る。

「そら、さっさとかかってこいや。もっとも……キアッド様から亜人なんざ『事故』で殺しちまっても構わねぇって言われてるから、出てきたら死んじまうけどな？」

　ボリスは腰こしの小剣を抜き放ち、その切っ先を揺ゆらして挑ちよう発はつする。

　しかし、その言葉を聞きながらもクノンとカリンは余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。

　そのまま、カリンは背せ負おっていた長大な木箱を下ろして腰掛ける。

「クノン、あんたが選んでいいわよ？　あたしは余った方を適当に潰すから」

「はい、はいっ！　それじゃわたしが最初いきますっ！　ぶっちゃけ目隠しと手枷が窮きゆう屈くつなので、さっさと終わらせて外したいのが本音ですっ！」

　ぴょんこぴょんこと、跳はねるような足取りでクノンが前へと歩み出る。

「ということでわたしが相手です、噛ませ犬さんっ！」

「……チッ、一番つまらなそうな奴が相手かよ。手枷と目隠しを付けるなんざ、てめぇの主人は何を考えてやがるんだ？」

「何って……そんなの決まってるじゃないですか」

　言いながら、クノンは口が裂さけんばかりに笑みを浮かべる。

「あなたたちを、皆みなさんの前で無様に這はいつくばらせることしか考えてませんよ？」

　試合開始を告げる笛が鳴り響ひびくのと同時、ボリスが拳こぶしを叩きつける。

「そんじゃ……まずはその口、グチャグチャに切り裂いてやるよ」

　小剣を大きく後ろに引きながら、ボリスは猛たけ々だけしく吠ほえる。

「さぁさぁッ!!　我が『斬ざん身しん』――受け止められたら褒ほめてやろうじゃねぇかッ!!」

　叫さけびと共にボリスが小剣を振るった瞬しゆん間かん、

　斬ざん撃げきが地を奔はしった。

　土ど塊かいと草木を抉えぐり、爪つめ跡あとを残すように不可視の刃はがクノン目がけて飛来する。

　それを――クノンは僅かに横へ身体からだを動かし、寸前のところで回かい避ひした。

　クノンが視界を覆おおわれた状じよう況きようで回避しても、ボリスに動じた様子はない。

「当然……避よけられるよなぁ？　てめぇら獣じゆう人じんは耳がいい。たとえ視界がなかろうと、ご自じ慢まんの耳でこっちの居場所を把は握あくするくらいわけねぇだろ」

「……へぇ、意外と詳くわしいじゃないですか。サクッと喉のど笛ぶえを噛み千切ろうと思ったのに」

「こっちは旧帝国との小こ競ぜり合あいで何十人も亜人共をブッ殺してんだ。てめぇらの特とく徴ちようと弱点くらい把握してるに決まってんだろ？」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべながら、ボリスは小剣を肩に乗せる。

「たしか、獣人は猛もう獣じゆう種しゆが頂点にいるそうじゃねぇか。狼おおかみ、虎とら、獅し子し、熊くま、牛……そいつらが相手でも、俺は構わずブッ殺してきた。キツネ風ふ情ぜいに負けるわけがねぇんだよ」

　ボリスの言葉を聞いた瞬間、ぴくりとクノンの耳が動く。




「わたしは……狼だって何度も言ってんですよッッ!!」




　咆ほう哮こうに近いその大だい音おん声じように、周囲の空気がびりびりと震える。

　大声を出してすっきりしたのか、クノンはにっこりと笑みを作り――

「タクミからは殺すなって言われてるので……適当に、半殺しで済ませましょうか」

　低く、殺意の込められた声音。

　しかしクノンの言葉を虚きよ勢せいと取ったのか、ボリスは気にした様子も見せない。

「だったら……せいぜい尻しつ尾ぽ振ふって逃げてみせろやァッ!!」

　狩かりを愉たのしむように、ボリスは笑みを浮かべ――再び、クノンに向けて斬撃を走らせた。

　先ほどとは異なる、不規則な軌き道どうを描えがく斬撃。

　不可視の斬撃は蛇だ蝎かつのように地面を這い、土つち煙けむりと土塊を巻き上げる。

　その音を聞き取るためにクノンはピンと耳を尖とがらせ――軽かろやかに跳とんだ。

　目隠しによって周囲の状況が把握できない中だというのに、クノンは這い寄よる斬撃が見えているかのように避け続ける。

「オラオラどうしたァッ!!　もっと気合入れて避けねぇと首と胴どう体たいが真っ二つだぜ!?」

　煽るようなボリスの言葉など意に介かいさず、クノンはひたすら斬撃を避け続ける。

　そこでようやく、ボリスは違和感を覚えた。

　戦せん闘とうに慣れた獣人であるならば、たとえ目隠しをしていても斬撃を避けることはできる。

　だが……それはボリスが先ほどから放っている斬撃に限っての話だ。

「へたくそですねー……狩りのやり方も知らないんですか？」

　回避を続けるクノンの声音に焦あせりはなく、表情にも余裕が見える。

　その様子がどこまでも不気味に映る。

「それじゃあ、わたしが狩りの仕方を教えてあげましょう」

　クノンは調子を確かめるように、トントンとその場で跳んでから――

　力強く地面を踏みしめ、ボリスに向かって跳んだ。

「なッ――!?」

　地を縫ぬうように金色の軌き跡せきを描きながら、瞬またたく間まに距きよ離りを詰つめ――

　ボリスの眼前で、愉しげに笑ってみせた。

「――まずは、こうやって相手を追い込むんですよ」

　短い呟つぶやきと共に、ボリスの眼前に向かって足を振り下おろした。

　その蹴けりがボリスの身体に触ふれようとした瞬間、甲かん高だかい音と共に弾はじかれた。

　魔具によって生み出された防御結界。

　それに阻はばまれたと理解した瞬間、クノンは反動を利用してボリスから距離を取る。

「さーて……これで一回です」

　身を屈かがめて姿勢を低くしながら、クノンはジャラリと手枷の鎖を響かせる。

　そんなクノンの様子を見て……ボリスの表情には僅わずかに焦りが生まれていた。

　十分に距離を取っていたというのに、一いつ瞬しゆんにして距離を詰められたという事実。

　しかし、クノンが行ったのはそれだけではない。

「……てめぇ、いったい何をしやがった」

「何って、あなたが張はり巡めぐらせているチンケな魔法のことですか？」

　クノンがそう告げた瞬間、ボリスは反射的に息を呑のんだ。

「あなたが最初に放った一いち撃げき……もうちょっと殺意を込めないとダメですよ。あんな殺す気のない一撃じゃ、わざと音を立てるために放ったというのがバレバレです」

　クノンが言葉を口にする度たびに、ボリスの背中に冷ひや汗あせが流れていく。

「あなたの魔法……『斬身』でしたっけ？　テキトーですけど、『斬撃をその場に留とどめる』というものでしょう？　最初の一撃で斬撃を飛ばす類たぐいの魔法と思わせて、音と土煙で攪こう乱らんしている間に……本来の能力、斬撃の罠わなを張り巡らせるってところですかね？」

　くすくすと、愉ゆ快かいそうにクノンは笑みを漏らす。

「発想は悪くないですよ？　わたしたち獣人は耳がいい。だから音に頼たよれなくなった時は視界に頼るしかない。だけど魔法で張り巡らされた斬撃は見えない。だから気づかずに突っ込んだ亜人は首や身体を跳ね飛とばされる……そんなところでしょう」

　まるで手品の種明かしをするかのように、クノンはその仕組みを語る。

「あれ？　黙だまっちゃったってことは図星ですか？　わざわざ丁寧に教えてあげたのに、なにか喋しやべってくれないとつまらないじゃないですか」

　煽るようなクノンの言葉を聞きながらも、ボリスは何も答えずに口をつぐんでいる。

　ボリスの中で、本能的に口を開いてはいけないと警けい鐘しようが鳴っていた。

　音を立てた瞬間……目の前の狼人が喉笛を噛かみ千切りに来る。

　そんな想像が頭の中で鮮せん明めいに浮うかぶほど、目の前の存在に恐きよう怖ふを抱いだいていた。

　その僅かな心の動きすら捉とらえているのか、クノンはくすくすと壊こわれたように笑っている。

「ああ……心音が上がったということは当たりみたいですね？　口を閉じていても、どうせあなたの居場所なんて心臓の音でわかりますから。別に喋っても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「なぜ……どうして、俺の魔ま法ほうの位置を見破ることができた……ッ!?」

　絞しぼり出すようなボリスの言葉にクノンは手枷をジャラリと鳴らし、口元に指を当てる。

「んー……目隠ししているので、正確には見破ってないんですけど。わたしはただ、魔力の匂においを嗅かいで魔法の位置を把握しただけです」

「ッ……ふざけたことを抜かすんじゃねぇッ!!　魔力に匂いなんざあるわけ――」

「あるんですよ。あなたの魔力が法則式に流れて……実体化した瞬間に」

　犬歯を剥むき出しにしながら、クノンは獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「あとはその匂いを辿たどれば……どこに魔法があるのかを把握できるわけですよ」

　以前、ガイツが他国の魔法士を差し向けてきたことがあった。

　その際……クノンは、炎えん柱ちゆうが発生する場所を力任せに踏み砕くだいていた。

「当然人間にはわからないですし、嗅きゆう覚かくに優すぐれた獣人でも感覚を研とぎ澄すませる必要があります。でも……相手が魔法を使うってわかっているのなら、簡単なことですよ？」

　簡単なことだとクノンは語るが、そうでないことがボリスには理解できる。

　今まで亜人を相手にしてきて、自身の魔法が見破られたことはなかった。

「こうして目隠しをして視覚をなくせば、嗅覚や聴ちよう覚かくは鋭えい敏びんなものになるんです」

　狼、虎、獅子、熊、牛……獣人の中でも特に凶きよう暴ぼうとされる者たちを八やつ裂ざきにしてきた。

　魔法が発動する一瞬、そこに発生する匂いを嗅ぎ分わける存在などいなかった。

　だからこそ、獣人たちを狩る側としていたが――

　笑い声と共に、手枷の鎖がやかましいほどに聞こえてくる。

「さてさて……タクミの要望のために、もう少し遊んであげましょう」

　クノンがそう口にした瞬間、ボリスは自身の手が震ふるえていることに気づいた。

　しかし、その震えを抑おさえ込んで小剣を握にぎる手に力を込める。

「ハッ……だったら――俺を殺してみろ、獣人風情がッ!!」

　自らを奮い立たせるように雄お叫たけびを上げ、小剣を振るって周囲に斬撃を配置する。

　斬撃の結界。

　その中に足を踏み入いれた瞬間、何者であろうと切り刻む魔法。

　配置した斬撃を把握できるのならば、見えていても手出しできないようにすればいい。

　その様子を見て、クノンは深い笑みを湛たたえた。

「追い込まれたら逃げて穴に篭こもる……ああ、本当に獲え物ものの動きとはわかりやすいものです」

　そう小さく呟いた直後クノンは勢いよく息を吸いこみ――




　空へと顔を向け、耳を劈つんざくほどの咆哮を上げた。




　どこまでも遠くへと響くように、長く引くような咆哮。

　それは咆哮というよりも、遠とお吠ぼえに近かった。

　それは遠吠えというよりも歌に近く、そして歌というよりも言葉に近かった。

　そして――咆哮に共鳴するかのように、周囲からガラスの割れるような音が響いた。

　クノンの遠吠えに合わせて音を奏かなでるかのように、幾いく重えにも音が重なっていく。

「な、なにが……なにが起こって……」

　そう口にしながらも、ボリスは目の前で起こっている現象を理解していた。

　魔法が砕け散ちっている。

　魔法を発動させるために展開していた法則式が……音を立てながら砕け散っている。

　初撃で張り巡らした魔法だけでなく、先ほど周囲に展開した法則式まで……その全すべてが咆哮に呼応するかのようにして砕けていく。

　その音の中を……クノンがゆっくりと歩んでいく。

「ある偉えらい大司教様は言いました。法則式に干かん渉しようするためには、位置だけでなく形状を把握しなければならない」

　ジャラリと鎖の音を鳴らしながら、クノンは軽い足取りで平原の中を進んでいく。

「獣人は耳がいいんです。そして……そこに実体化しているのであれば音が反射します。その音を聞きとれば、どのような形状であるのか読み取ることができます」

　ボリスに狐きつね呼ばわりされた時、クノンが放った大音声。

　その音を反射させることで、張り巡らせていた法則式の形状を緻ち密みつに把握する。

「そして法則式の形状を把握して、法則式の構築に関する一定の知識があれば……亜人だろうと、魔法に干渉することができる。今しがた行ったように、わざと自じ壊かいさせることだって不可能じゃないということです」
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　あり得ないという言葉すら、ボリスの口からは出てこなかった。

　現に、目の前で対たい峙じするクノンはそれをやってみせたのだから。

「狩りとは……獲物を肉体的に、そして精神的に追おい詰めることですよ」

　くすくす、くすくすと笑い声を響かせながら、クノンはボリスに近づいていく。

「この……獣けもの風ふ情ぜいがあああああああああアアアアアアアアアッッ!!」

　頭と心が恐怖によって支配されそうになるのを、ボリスは叫び声ごえによって振り払はらう。

　デタラメに小剣を振り、打ち消された斬撃たちを周囲に生成して守りを固めていく。

　そんなボリスの様子を見て、クノンはつまらなそうに溜ため息いきをついた。

「はぁ……追い詰められた獣だってもうちょっと頑張るのに――」

　言いながら、クノンは高く足を振り上げ――

　力任せに、地面を蹴りつけた。

　圧あつ倒とう的てきな力によって蹴り上げられた地面は、地中の砂さ礫れきすらも巻き上げ、その先にいるボリスに向かって飛来する。

　その瞬間――飛散した砂礫たちが、音もなく細切れになった。

　斬撃が発生し、僅かに生まれた空白の一瞬、

「――つまらないにもほどがありますよ」

　エルスと訓練を行った際に使った目め潰つぶし。

　その時は魔ま具ぐによる防ぼう御ぎよ結界によって防がれた。

　だが――その結界が発生する寸前、

　クノンは力任せに虚こ空くうを殴なぐりつけた。

　ガラスの砕けるような音が起こったのと同時、手枷の鎖がボリスの首に掛けられる。

「か――ァ……はッ!!」

「さっきも言ったじゃないですか。わたしは魔ま力りよくの匂いがわかるって。それは魔具の法則式だって嗅ぎ分けることができるということです。そして位置がわかっていれば……難しいことを考えることもなく、ただ力任せに砕くことだってできるんです」

　ギリギリと鉄てつ鎖さでボリスの首を締しめ上げながら、クノンはその耳元で囁ささやく。

「あなたが勝つ可能性なんて、最初から最後まで一片もなかったんですよ。元より狩りとは、弱者を一方的に虐しいたげる行こう為いなのですから」

　酷こく薄はくとした笑みと共に、クノンは言葉を紡つむぐ。

「さて、確か何十人と亜人を殺してきたと自慢していましたが――」

　ボリスが掠かすれた声と共に喉のど元もとを掻かきむしる様子を見て、口元に狂きよう笑しようを浮かべる。




「――わたしは数えきれないくらいお前たちを殺してきましたよ、ニンゲン」




　自身の背骨が折れた音を聞きながら……ゆっくりと、ボリスの意識は途と絶だえた。




◇




　ボリスが泡あわを吹ふいて倒たおれた瞬間、平原が不気味なほど静まり返った。

　リヒテルトの魔法士が亜人に倒された。

　その事実をその場にいる誰だれもが受け入れていない様子だった。

　しかし……試合終しゆう了りようの笛が鳴り響いたことで、止まっていた時が動き出したかのように僅かな歓かん声せいと困こん惑わくするようなざわめきが生まれる。

　その様子を見て、カリンはつまらなそうに小さく息を吐はく。

「……あの歓声って下層の奴らよねぇ。あいつら仕事しないで何やってんだか」

「そんな、馬ば鹿かな……ボリス卿が獣人ごときに敗北するなど……ッ！」

「なに、そんなにあの人って強かったの？　クノンがさくっと倒してたけど」

　負けるなどとは毛ほども思っていなかったのか、カステルはぼさぼさの髪かみを振り乱みだし、ただ「あり得ない」という言葉を呟き続けている。

「で、どうするの？　今の内にやめるならあたしは楽で助かるんだけど」

「ふ、ふざけるなッ!!　誇ほこり高たかき魔法士団が……亜人ごときに背を向けるわけがないッ!!」

「あっそ。言ってみただけだから別になんでもいいけど。それじゃ、ちょうど気絶した奴が運び終わったみたいだし……こっちもせいぜい楽しみましょうか」

　涼しげに黒くろ髪かみをなびかせ、カリンは椅子代わりにしていた木箱を蹴け飛とばす。

　しかし、ようやく平静を取とり戻したのか、カステルが再び薄気味悪い笑みを作る。

「ヒヒッ……楽しむだと？　それは負けた後の奉ほう仕しについての話ですかな？」

「……ほんっっと、男の反応ってこればっかね。エルフって言ったら娼しよう婦ふか性せい奴ど隷れいとしか認にん識しきできないの？　もうちょっと頭が良くなってから出直してくれない？」

「その頭の悪い人間にすら勝てないから、エルフはそういった生き方を選んだのではありませんか……ヒヒッ、もっとも私は別の意味であなたの身体に興味がありますがね？」

　粘ねばついた視線と共に、カステルは軽く唇くちびるを舐なめる。

「私……まだ、エルフを殺したことがないんですよ。エルフは貴重だからと、見つけても他の者たちが生いけ捕どりにして慰なぐさみ者ものにするので……だから、少々楽しみでしてね？」

「それはいいこと聞いたわね。男の貴族ってのは頭が悪くて、悪あく趣しゆ味みで、性しよう根ねが醜しゆう悪あく。そんな奴なら、心おきなくぶっ飛ばせるから助かるわ」

「ヒヒヒ……たとえあなたが魔法の心得のあるエルフだとしても、リヒテルトの魔法の前では児じ戯ぎにも等しい。我わが『刺し影えい』の前では――待ちなさい、何をしているのですか」

「何って、そりゃ試合が始まるから武器を用意しないと」

　途と中ちゆうから聞くのが面めん倒どうになったのか、カリンは木箱の布を取り払って中身を取り出す。

「ぅん――っしょ、っと！」

　掛け声と共に中身を引っ張り出した瞬間、ズシリと重々しい音を立てる。

　観客たちもその物体を見て、にわかにどよめく。

　巨きよ木ぼくによって作られた大弓。

　その大きさはカリンの身長よりも大きく、弓の形状こそしているが、弦げんを取ってしまえば湾わん曲きよくした棍こん棒ぼうと言われても納なつ得とくする代しろ物ものだ。

「あー……抱かかえるの面倒ね。別にあたしのじゃないし、引きずればいいか」

　カリンは木箱から大きな矢や筒づつを取り出して背負ってから、弓か鈍どん器きかわからない物体をずるずると引きずってカステルと対峙する。

「はい、準備終わり。それじゃ始めましょうか」

「……私が言うのもなんですが、まさかそれで戦うおつもりで？」

「だってエルフだし、弓使ってればわかりやすくていいでしょ」

「ヒヒッ、ただの弓ならまだしも、非力なエルフでは弦すら引けない代物なんて――」

「あら、道具だったら何でも扱あつかえるのがエルフよ」

　言いながら、カリンは大弓に矢をつがえてから――

　くるりと身体を回転させ、勢いよく近くの大岩に叩きつけた。

　弓の重量と衝しよう撃げきによって槍やりのような鉄矢がガチリと音を立てて嵌まり、弓ゆみ束つかにある止め具によって矢が固定される。

「――クロスボウみたいに矢が固定できれば、非力なあたしにだって使えるしね」

「……ほう、ですが見たところ矢は三本といったところですかな？」

「そりゃね。こんな重たいもの何本も持てないもの」

　背負った矢筒に入っている鉄矢をガチャリと鳴らすと、カステルは気味悪く笑う。

「ならば、私に勝つことは不可能だ。あなたが矢を使うというのなら……こちらも同じように矢でお相手することにしましょう」

　カステルがそう口にしたのと同時、試合開始を告げる笛が高らかに響く。

　そして――直後に、カステルの足元にある影かげが蠢うごめいた。

　こぽり、ごぽりと……影が水音を立て、泥どろのような水すい泡ほうがいくつも宙に浮かび、鋭えい利りな針のように鋭えい角かくな形状へと変わる。

「私の『刺影』は……私の影から、あらゆる物体を生成することでしてね。私がこの場にいる限り、尽つきることのない矢を用意することができます」

　くつくつと笑い声を漏らしながら、カステルはその周囲に影の矢を浮かべる。

「たった三本の矢で……尽きることのない矢を相手にできますかな？」

　止まることのない水泡が、次々に影矢を生成し続け……その数は既すでに数十を超こえている。

　しかし、カリンは矢の雨を眺ながめながら軽く息を吐く。

「別に三本で試合が終わるから、それしか用意しなかっただけよ」

　自信に満ちた笑みと共に、カリンは力強く前を見据える。

　カリンが目標として追いかける、ある人物を真似まねるかのように。

「いくら矢が尽きなかったとしても……当たらなきゃ全部無む駄だよ？」

　カステルを見下しながら、カリンは小こ馬ば鹿かにするようにクスリと笑った。

　カリンの挑ちよう発はつ的てきな態度を見て、カステルは苛いら立だちから眉まゆをぴくりと動かした。

「そこまで言うのなら……これらを全て撃うち落おとせますかなッ!?」

　カステルが号令のように手を振り下ろした瞬間、影矢たちが一いつ斉せいに射出された。

　カリンに向かって飛来する無数の矢。

　文字通り雨のように矢が降り注ぐ光景の中――

　カリンは素す早ばやく矢筒の鉄矢を抜ぬき放ち……降り注ぐ影矢を叩き落とした。

　一つ、また一つと、カリンが影矢を叩き落とす度に硬こう質しつな甲高い音を立て、殴りつけられら影矢が形を失って霧む散さんしていく。

　鉄矢だけでなく、時に巨きよ大だいな弓を鈍器のように振ふるい、盾たてのようにかざし、降り注ぐ雨の中を舞まうように影矢を叩き落としていく。

　やがて……その場所には突つき刺ささった無数の影矢と、悠ゆう然ぜんと立つカリンの姿があった。

　綺き麗れいに、カリンを避けるように突き刺さっている影矢だったが、やがて影たちは形を失い、叩き落とされた矢と同様に霧散していった。

「んー……思ってたより良い弓ね。神木使ってるから並みの耐たい久きゆう性せいじゃないし、どれだけ振り回まわしても壊れない……まぁ、持ち主がめちゃくちゃな鳥だから当然か」

　弓を何度か蹴ってから、カリンは満足そうに笑みを浮かべる。

「ほらほら、矢は尽きないんでしょ？　さっさと当てないと――」

　瞬間――ゴッ、と鈍にぶい異音が大気を裂いた。

「――あたしが先にあんたを殺すことになるわよ？」

　大弓から射出された鉄矢。

　その音は離はなれたカステルだけでなく、平原に広く響くほどの轟ごう音おんであり、当たった人間がどのような末路を辿るのか容易に想像できるほどであった。

「ギャラリーに当たっちゃいけないと思って空に撃ったけど……当たれば即そく死し、掠かすったら腕うで一本、お腹なかに当たれば上半身と下半身が真っ二つになるわよ？」

「ヒヒッ……こわいこわい。ですが、それは矢が当たればの話でしょう」

　大弓から射出された鉄矢の威い力りよくを目にしながらも、カステルは恐おそれた様子はない。

「我々には、大司教様が組み上げた最上級の魔具がありますのでね……。たとえどれほどの威力があろうと、防ぐことは容易たやすい」

　先の試合で、ボリスが身につけていた魔具はクノンの一撃すら防いだ。

　大弓と鉄矢の破は壊かい力りよくが低いとは言わないが、クノンの蹴りに及ぶものではなく、たとえ当たったとしても防御結界に防がれるのは目に見えている。

　しかし、カリンは特に気にした様子もなく、再び大弓を叩きつけて矢を装そう填てんする。

「確かにあたしはクノンみたいに鼻が利きかないから、実体化した法則式の場所も掴つかめない。魔法の発動を事前に阻そ止しするなんて芸当はできないわ」

　言いながら、カリンはトンとこめかみを叩く。

「だけど魔法の発動……特に、魔具は使用者が任意で発動するものよ。そうじゃないと、自分の攻こう撃げきで勝手に防御結界が発動するでしょうからね」

　魔具の防御結界はあらゆる攻撃を防ぐが、その発動は自動ではない。

　そうでなければ自分の魔法を発動させた際、何らかの拍ひよう子しに魔具が発動されて魔法に支障が出る可能性があり、作成者がそれを考こう慮りよしていないとは考えにくい。

　つまり、防御結界は使用者が認識していない攻撃を防げない。

「さっきの奴やつがクノンの一撃を防げたのは、獣人相手に慣れていたからでしょう。だけど、あんたはそうじゃない。陰気なあんたのことだから、戦う時も遠くから魔法を撃つだけ」

「ヒヒヒ……陰気とは心外ですな。動くことなく、相手の攻撃は一いつ切さい届かず、こちらが一方的に、嬲なぶり殺すように相手を串くし刺ざしにする……それが私の美学なのですよ」

　下げ劣れつで品のない笑みを浮かべながら、カステルは再び影矢の生成を行う。

　その様子を金の瞳ひとみで見つめながら、カリンは何かを察したように頷うなずく。

「……なるほど、ね。つまり、あんたの目は戦いの速さに慣れていない」

　大弓を地面に突き立たて、カステルを見据えて狙ねらいを定める。

「あんたが知覚できない速度で撃てば……防ぐことはできない」

「ヒヒッ……さぁて。やってみればわかることでしょうなぁ」

　鏃やじりを向けられながらも、カステルは笑みを堪こらえきれずに身体を震わせている。

　僅かに眉まゆ根ねを寄せながらも……カリンは、そのまま大弓の止め具を外した。

　弦が大気を震わせる轟音が響いたのと同時、視し認にんすら困難な速さで、金属の塊かたまりに等しい鉄の矢がカステルの身体を貫つらぬこうとし――

　その直前、カステルの目の前に影が生まれ出た。

　先ほどの影矢と違ちがい、まるで粘ねん性せいを帯びているかのように影がまとわりつき……速度と威力を殺した後、吐き出だすようにガランと鉄の矢が地面に転がる。

「危ない危ない……そちらに乗せられて、思わず魔具を使ってしまうところでした」

　くつくつと喉のどを鳴らしながら、カステルはカリンを見下すように笑う。

「あなたが影で作った矢を避けた時点で、何かしら魔法の対策がされているのは明白だ。それが何かまではわかりませんが……おそらく、魔具を使ったら法則式の位置がバレるといったカラクリでしょうかね？」

　カステルの言葉にカリンは言葉を返さず、淡たん々たんと大弓を殴りつけて再装填を行う。

　カリンには「相手の瞳から思考を覗のぞき見みる」という、魔法とは別種の能力がある。

　それによって、カリンはカステルの法則式を盗ぬすみ見ていた。

　発生位置がわかれば、回避や対処が難しくないのはクノンが実証してみせた。

　それだけでなく、無数の影矢がどのような狙いで放たれたか、どの矢に明確な殺意が込こめられているのかを把握してしまえば、最小限の動きで回避することもできる。

　そして、それは魔具にも当てはまる。

　魔具を発動させて、能力によって法則式の位置を見定めれば……クノンが行ったように、魔法が発動する前に干渉することができる。

「いやぁ、残念でしたね。先ほどの矢で法則式の位置を掴んで、最後の一発で法則式に干渉して魔法を不発させる……エルフ如ごときの浅あさ知ぢ恵えなんてわかりきっているんですよォッ!!」

　カステルが瞬しゆん時じに影矢を生成したのを見て、カリンは苛いら立だった表情と共に舌打ちする。

　再び大弓を突き立て、装填していた最後の矢をカステルに向かって放つが――

「ヒヒヒハハァッ！　無駄だと言っているでしょうッ!?　どれだけ速くて威力があろうと、私の魔法の前には無力なのですからッ!!」

　不協和音のような笑い声を発しながら、カステルは前方に影の壁かべを生み出す。

　先ほどの再現かのように、最後の矢は影の中に呑のみ込まれていった。

　そして……ゆっくりと裂けた壁から、カステルの薄気味悪い笑みが現れる。

「イヒヒヒッ！　矢が尽きれば、もうその弓はガラクタ同然――」

　歪ゆがんだ笑みと共に舌をちらつかせ、カリンに視線を向けようとした時、




　カステルの視界が、血ち飛沫しぶきによって赤く染まった。




「へ……あ……あぁあぁああああ？」

　間ま抜ぬけな声をあげながら、カステルはゆっくりと下に視線を向ける。

　顔に掛かった生温かい液体の正体と、足元から起こる熱い感覚。

　深々と足に突き刺さった、鉄てつ塊かいのような矢。

「あ……ああああァァァァァッッ!?　足ぃッ!!　わたしの、足がああああァァッッ!?」

　肉を穿うがたれ、大だい腿たい骨こつが砕かれた激痛によってカステルが悲鳴を上げる。

　その痛みから逃のがれようとカステルは身体をよじらせるが、鉄の矢は楔くさびのようにカステルの右みぎ脚あしを深く縫い止とめている。

「んー……やっぱり威力は落ちちゃってたわね。でもまぁ――」

　涙なみだで滲にじむ視界の中、カステルはゆっくりと近づいてくる人影を見る。

「――これで、きっちり三本よね？」

　大弓を引きずりながら、勝かち誇った笑みと共に見下ろすカリンの姿。

「な、なぜだ……ッ!?　最後の矢は、ちゃんと受け止め――」

「最後の矢？　あんなもん最初から当てる気ないわよ。あんたにあの影の壁を作らせるために撃っただけなんだから」

　イタズラを成功させた子供のように、カリンは嬉うれしそうに笑う。

「あんたの魔法を処理するなんて、あたしはまったく考えてないもの。最初に撃った一発を確実に当てる……あたしはそれだけをずっと考えていた」

　上空に放った矢。

　カリンは魔法の対処を全て捨て、最初の一本を当てることしか考えていなかった。

　僅かに力の調節を加えて矢の滞たい空くう時間を調整する、落下地点へカステルを誘ゆう導どうする、誘導した場所から動かないように気を引く、焦ったフリをして矢を放って、わざと『刺影』の魔法で壁を作らせて視界を塞ふさぐ。

　それら全てを集約して、最初に放った矢を当てることだけを考えた。

「誘導についてはあんたの美学……遠くから相手を嬲り殺すだったかしら？　それがわかってたから、色々と手間を省けて助かったわ」

　試合が始まる前から、カリンは読心によってカステルの心を読んでいる。

　カステルが持つ魔法に対する信条と行動パターン、クノンが魔法を破ったという事実から生まれた疑念、初撃の矢が完全に眼中の外にあったという事実。

　それらの要素を複雑に組み上げ、必中の矢へと変えた。

「それと……あたしは一対一なら、クノンにだって勝てるんだからね？」

　逆光を浴びて影が差す中、その金の瞳だけが妖あやしげに光る。

　そして、カリンは笑え顔がおと共に棍棒のような大弓を振り下ろす。

　カステルは悲鳴を上げる間もなく、顔面を愉快に変形させながら宙を舞った。




◇




　笛が鳴なり響いた瞬間、先ほど以上に大きな歓声が沸わき起おこった。

　下層の人間を除いて、観客の多くは『鈴すず蘭らん』に対して興味を抱いていた程度だっただろうが、『鈴蘭』側が健けん闘とうではなく、リヒテルトが誇る魔法士に勝利するのは予想外だった。

　だからこそ、何も知らない観客たちは大いに盛り上がっている。

　熱気に包まれている一いつ般ぱんの観客たちとは対照的に……貴族たちの席は不気味なほど静せい寂じやくに包まれており、誰だれ一人ひとりとして言葉を発する者はいない。

　それは当然の結果だった。

　貴族たちにとって、『鈴蘭』側の勝利は大きな意味を持っている。

　魔法という絶対の力が破られた。

　数百年前の異種族戦争で、人間は魔法によって亜あ人じんたちに勝利し、確固たる地位を得た。

　三十年前の旧帝国戦で、リヒテルトの魔法は大陸において最強の名を冠かんした。

　だからこそ、貴族たちの特権階級は揺ゆらぐことのない盤ばん石じやくなものであった。

　それらが……『鈴蘭』の勝利によって崩くずれ去さった。

　魔法がまともに使えない亜人でも、魔法を制することができる。

　最強と謳うたわれる魔法にも弱点が存在している。

　魔法という存在によって成り立っている……盤石たる地位が崩れる。

「さぁ……出てくるなら、早い方がいいぜ？」

　平原の中で、二つの様相に分かれた人々を眺めながらタクミは呟く。

『魔法殺し』とは、魔法を無力化することではない。

　魔法という確固たる力と権力の源……その価値を、著いちじるしく低下させることだ。

　絶対的な力を持っていた魔法は、今この時から『絶対』ではなくなった。

　この状況を放置すれば、魔法を根幹に据すえているリヒテルトは大きく傾かたむく。

　魔法士たちがクノンとカリンに敗北したままでは、現在保持している権力だけでなく、魔法によって築かれてきた平和と安あん寧ねいを脅おびやかす事態に繋つながりかねない。

　だからこそ……この状況を作れば、目的の人物が必ず出てくる。




「――真に素す晴ばらしい試合であったッ!!　『鈴蘭』の者たちよッ!!」




　歓声に沸く中でもよく通る、朗々とした声こわ音ねが平原に響ひびき渡わたった。

　その大音声によって観客は静まり、声の主が中心に向かってゆっくりと歩んでくる。

　キアッド・フォルテシア。

「我が魔法士団の両名を下したその力に敬意を表するッ!!　だからこそ……一人の魔法士として、そして『勇ゆう剛ごう』を掲かかげるフォルテシアの人間として相対したいッ!!」

　高らかな宣言と共に、キアッドはタクミに向かって視線を向ける。

　殺意に満ちた、邪じや悪あくな笑えみと共に。

「『鈴蘭』所属の奴隷商人、タクミよッ!!　貴公が彼かの亜人たちに教授した、魔法を打ち破る術すべは称しよう賛さんに値する！　その実力……ぜひ、私との試合で示したまえッ!!」

　突とつ然ぜんの出来事に観客たちがざわめく中、タクミは静かにキアッドを見つめていた。

　リーゼを密みつ偵ていとして使い、キアッドはその報告を受けている。

　当然、タクミに魔力がないことは知っている。

　亜人のように優れた身体能力があるわけでもなく、魔法を使うこともできない。

　人々の最底辺にいる最弱の人間。

　魔法士と一対一で戦えば、為なす術もなく殺されるのが必然。

　しかし、キアッドは先ほどの言葉によって、「タクミという人間は、亜人たちに魔法を打ち破る術を教授できるほどの強きよう者しやである」と周囲の人間に認にん知ちさせた。

　もしタクミが試合を辞退すれば、「魔法を打ち破る術を持つ者ですら、フォルテシアの力の前には敵かなわないとして身を引いた」とされ、魔法という存在の価値は揺るがない。

　しかし試合を受ければタクミに勝つ術はなく、試合に乗じてタクミを亡なき者にしようとする魂こん胆たんが透すけて見えている。

　どちらを選せん択たくしても魔法の存在価値は変わらず、タクミの目もく論ろ見みは潰つぶされる。

　それならば、タクミは自身の命を優先して申し出を辞退するしかない――

「――では、その申し出を喜んでお受け致いたしましょうか」

　静かに、しかし誰もが聞こえるように、タクミは声を張った。

「ただ……それでは面白おもしろくない。どうせやるなら派手な方がいいでしょうッ!!」

　タクミが大おお仰ぎような動作で両手を広げたのを、観客たちは困惑と動どう揺ようの入り交じったような表情を作りながら眺めている。

　その全ての人間に聞こえるように、タクミは声を張り上げる。

「私が勝利したら、勝利を飾かざった我が配下に騎き士し称しよう号ごうを与あたえていただきましょう。亜人や下層の元奴隷に負ける魔法士に騎士の名めい誉よは不要。そして、もし私が負けたら――」

　獲物を見定めたかのように、タクミは目を光らせる。




「――今までの非礼を詫わびて、この首を貴き殿でんに差し出しましょう」




　観客の困惑と動揺が一層強くなる中、キアッドは怪け訝げんそうに表情を歪めている。

「……まさか、自ら命を投げ捨てに来るとは」

「おいおい、まるで俺おれが負けるみたいな言い草じゃないか」

　敗北など露つゆ一つもないと言わんばかりに、タクミは笑みを浮かべながら腕を組んでいる。

「どうやら、俺の言葉は忘れちまったみたいだな」

「貴様のような下等な人間の言葉を……この俺が覚えているはずがないだろう」

「なら、もう一度言ってやるよ。お前はもう詰んでいる」

　口こう端たんを吊つり上あげ、鋭するどい眼光を向けながら告げる。

「お前が俺の挑ちよう発はつに乗った時点で、お前の負けは決まっている。リーゼを使って情報を得ようが、この場に俺を引きずり出そうが……決まったことは覆くつがえらない」

　トン、とこめかみを叩たたいてから、タクミは言葉を続ける。

「隠かくすことでもないから教えてやる。俺には魔力が一切ない。魔法どころか、魔具すら使えない……この世界において、魔力のない俺はまさしく最底辺の人間だ」

　この世界では魔法こそが人間の優位性であり、魔法が存在しているからこそ、人間は亜人という驚きよう異い的てきな身体能力を持つ種族すら下すことができる。

　魔力を持たないタクミにはその優位がない。

　しかし、だからこそ――

　タクミという存在は『魔法を殺す』ことができる。

「亜人であるなら、条件次し第だいで魔法を対処することができると証明した。それじゃ亜人ですらない、魔力すらない人間に魔法が敗れた時……魔法はどうなる？」

「ハハッ！　まさか、本気で俺を相手に勝つ気でいるのか？　魔法を使うことができない最底辺の人間が、魔法の頂点に君臨するフォルテシアを？」

「そうやって思考停止した結果があのザマだ。それにお前はまだ気づいていない」

　負けることなど微み塵じんも考えていない、自信に満ちた不敵な笑み。

「俺の目的は……最初からある人間を引っ張り出すことだ」

　圧倒的な力の差があるというのに、その態度が崩れることはない。

「実体化した法則式の破は壊かい、魔法士の認識外から攻撃を行う手法、魔具の不完全性……それらを考案した俺が、勝算もなしに出てきたと思っているのか？」

　軽く身を屈かがめ、煽あおるように下からキアッドを見上げる。

「俺は確実に勝てるからこそ、この勝負に乗ったんだ。魔法が使えなくても、亜人のような身体能力がなくとも俺はお前を殺せる。そして……俺の『魔法殺し』は達成される」

　タクミがそう告げた瞬しゆん間かん、キアッドは周囲から聞こえる言葉を耳にする。




「まさかあの男、本当にキアッド様に勝てるのか……？」

「負ければ首を差し出すんだぞ。何か勝てる算段があるということじゃないか」

「そもそも、亜人たちに魔法の破り方を教えたのは、あの男なんだろう？　それなら他にも魔法を打ち破る術を持っていてもおかしくない」

「それほど、あの男は魔法破りに自信を持っているということなのか……？」




　周囲の言葉たちが渦うずを巻くように、キアッドの下にまで届いてくる。

　観客だけではない。

　貴族も、フォルテシアが統すべる魔ま法ほう士し団だんの者たちも……誰もが不安を表情に浮うかべながら、キアッドが敗北するという可能性を想定している。

　そんなはずはない、とキアッドは頭の中で理解している。

　目の前の男は魔力すら持たない、最底辺の人間だと理解している。

　フォルテシアが持つ魔法の力は最強であり、頂点であると理解している。

　キアッド自身も魔法士として確かな実力を持ち、フォルテシアの名に恥はじない実力者として他の魔法士たちを力で捻ねじ伏ふせてきた。

　だというのに――

「――どうした目が怯おびえてんぞ、最強の魔法士」

　最底辺に座する男は、自身の勝利を確信してこの場に臨のぞんでいる。

　対して、最強の頂点に座する男は考え込み、その場に踏ふみ留とどまっている。

　圧倒的優位であるにもかかわらず、気き概がいという面で圧おされている。

　そして……キアッドは乾かわいた笑みを漏もらした。

「どのような相手だろうと……フォルテシアは全てを打だ倒とうしてきた」

　狂きよう気きじみた笑みと共に、キアッドは腰こしに提さげていた小しよう剣けんを抜き放つ。

「どのような策を弄ろうしていようが、我が『勇剛』によって叩き伏せて見せようッ!!」

　吼ほえるように、キアッドは小剣を高々と掲げてタクミと対峙する。

　そこで……初めて、タクミは表情を崩して眉を上げた。

　その一いつ瞬しゆん、キアッドが狂気のままに掲げた小剣を振り下おろそうとした時――




　不可視の腕に掴まれたかのように、キアッドの身体からだが浮かび上がった。




「ッ……が……ァ……――ッ!?」

　宙に囚とらわれたキアッドが苦く悶もんの声を上げ、全身からミシミシと骨の軋きしむ音を響かせる。

　その様子をタクミが静かに睨にらみつけていると――カンッと甲かん高だかい音が響いた。

「――我が家名を口にしながら、これ以上の醜しゆう態たいを晒さらすでない」

　低く、重苦しい、言葉の一つ一つに重圧を乗せているかのような声音。

　厳格という言葉を体現したかのような男。

　初老に差さし掛かかり、顔にはいくつものシワが刻まれているが、その表情は鉄のように硬かたく、氷のように冷たく、その場にいるだけで他者を圧あつ倒とうする。

　カツン、と初老の男は杖つえの突きながらゆっくりと歩んでくる。

「不ふ肖しようの息子むすことはいえ、貴様も我がフォルテシアの血統だ。欠片かけらほどの存在価値があるので大目に見ていたが……これ以上続けるのであれば――」

　三十年前の大戦を勝利に導き、魔法を絶対の存在へと昇しよう華かさせた人物。

「――このエルヴィス・フォルテシアが、貴様を粛しゆく清せいしよう」

　カン、とエルヴィスは杖の石いし突づきを突き立てる。

　その言葉を聞き、キアッドは表情を歪ませながら言葉を絞しぼり出した。

「な、ぜ……ッ！　私は、フォルテシアの『勇剛』を民たみに示そうと――」

「貴様のような痴しれ者に何を示せるという。魔法の欠けつ陥かんと脆ぜい弱じやく性せいを指し摘てきしてみせた、そこにいる奴隷商人の方がよほど有意義なことを示したというものだ」

　言いながら、エルヴィスはタクミに向き直る。

　冷たく、氷の刃はのように鋭い眼。

　そして、エルヴィスは冷厳とした言葉を向ける。

「あの狼ろう人じんとエルフが見せた魔法の対処法……考えたのは貴様だな？」

「……ああ。魔法を調べ上げて、実現可能な対処法を作り上げるのは苦労したよ」

「実に素晴らしい。貴様は正しく物事を見ることに長たけている」

「そいつはどうも。この国を歪めた人間に褒ほめられるとは光栄だ」

　エルヴィスの視線に怯ひるむことなく、タクミは言葉を返す。

　その様子を見て……エルヴィスは静かに目を伏せた。

「此こ度たびの件は貴様の勝利だ。予定通り、御ご前ぜん試合はここで閉幕とさせてもらう」

「お待ちください、父上ッ!!　戦わずして退くなど、フォルテシアの名が――」

　キアッドが食くって掛かろうとした瞬間、エルヴィスは再び杖を打ち付ける。

「戦わずして敗北した間抜けに、口を開く許可を出した覚えはない。その上、貴様は敗北したことに気づいていないのだから、救いようのない阿あ呆ほうというものだ……キアッド」

　苛立ちを表すように、エルヴィスは何度も杖を打ち鳴らす。

「父上は……私が負けると仰おつしやるのですか……ッ!!」

「勝敗に意味はない。実際に試合を行えば、どちらが勝つかわからないのでな」

『どちらが勝つかわからない』

　それこそがタクミの狙いであり、勝利するための条件であった。

「そこの奴隷商人は『不ふ明めい瞭りような事実』を利用し、戦わずして貴様に勝利した。貴様の言葉を利用して、観客たちを利用して……あらゆる事こと柄がらを利用して、だ」

　一瞬、エルヴィスが視線を向けてくるが、タクミはただ静かに口を閉ざしている。

「亜人二人が勝利した時点で、そこの奴隷商人が魔法の対処に長けているのは明白。たとえその奴隷商人が魔法すら扱えない人間であろうと、亜人たちのように何らかの方法で魔法を無力化する方法を持っている『かもしれない』」

　最後の言葉を強調しながら、エルヴィスはタクミが行った手法を語る。

「貴様の誘さそいを受けたということは、奴隷商人はフォルテシアの『勇剛』を相手に勝利できる見込みがある『かもしれない』。貴様が口にしたように、魔法の対処を伝授した奴隷商人は亜人たちよりも強い『かもしれない』。首を賭かけるということは、確実に勝利するための手段を持つ『かもしれない』……それら不明瞭な事実の積み重ねによって貴様は敗北した」

　タクミの言動を説明しながら、エルヴィスは区切るように杖を打つ。

　実際にキアッドは迷いを見せ、足を踏み止とどまらせた。

　タクミの言葉と態度によって、自身の勝利ではなく「別の可能性」を考えてしまった。

　しかし、それを明らかにする術はない。

　万に一つでも負けてしまえば、魔法は絶対の存在ではなくなる。

　亜人だけでなく、魔力すら持たない人間に敗れた存在へと成り果てる。

　タクミはその「可能性」を得物とし、刃としてキアッドに突きつけた。

　言葉、態度、周囲の人間、相対する者の心理……その全すべてを利用して「タクミが勝利する可能性」を相手に信じ込ませた。

　そして……その刃を向けていたのは、対たい峙じしていたキアッドではない。

「この奴隷商人の目的は……魔法士団を統べる私をこの場に引きずり出し、試合そのものを止やめさせることだ。勝利する『可能性』を確実に潰すには、試合を止める以外にない」

　エルヴィスからして見れば、タクミに勝利しても得る物はなく、キアッドが敗北した場合は魔法の存在価値を失うという多大なリスクを負う。

　しかし試合を中断すれば、リスクを負う可能性は確実に潰ついえる。

　それこそが、無力であるタクミがキアッドと対峙して生き残る方法だった。

「あるいは……本当に、策があったのかもしれんがな」

　睨ねめつけるエルヴィスに対し、タクミはおどけた調子で肩かたを竦すくめてみせる。

「終わらせるのはそっちの勝手だが、俺は首を賭けてまで試合に臨んだんだ。勝てた勝負を無かったことにされたら困る」

「私は貴様の勝利だと告げたはずだ。口約束とはいえ、フォルテシアの名を掲げた試合である以上、褒ほう賞しようとして貴様の飼う亜人たちに騎士称号を与えてやる」

「父上ッ!!　誇り高き騎士の称しよう号ごうを……下等な亜人に与えるのですかッ!?」

「当然だ。その下等な亜人に敗北した弱者がちょうど二人いる。我が魔法士団に弱者は不要であり、その者たちから勲くん位いを剥はく奪だつする。そして――」

　言いながら、エルヴィスは氷ひよう刃じんを刺すかのようにキアッドへ告げる。

「私は一度の失態までは許すが……失態を重ねる者に恩情を掛けることはない」

　エルヴィスが最後通告と言わんばかりに杖を叩きつけた瞬間、キアッドは大きく目を見開き……そのまま、意識を失うようにその場へと打ち捨てられる。

　そんなキアッドには目もくれず、エルヴィスは観客たちに向き直る。

「……これにて、リヒテルト魔法士団、大商会『鈴蘭』の御前試合を閉幕とする。我が魔法士団に勝利した『鈴蘭』の者たちに、惜おしみない拍はく手しゆを送りたまえ」

　エルヴィスの介かい入にゆうによって困こん惑わくしていた観客たちだったが、その一言によって静まり返っていた平原が拍手と喝かつ采さいに包まれる。

　静まり返っている貴族席を見ながら、タクミはエルヴィスに問とい掛ける。

「……そんなに魔法が大事か、エルヴィス様よ」

「無論だ。貴様とて、この国に絶対の力が必要なのは理解しているだろう」

　リヒテルトは……このヴェリル大陸において小国に分類される。

　北方から侵しん攻こうしてきたデンメルグによって国土は狭せばめられ、西方には魔ま獣じゆうたちの巣そう窟くつであるベスティア原生林が広がり、南方は広大な海によって閉ざされている。

　人間と魔獣の両者に挟はさまれ、限られた国土しか持たないリヒテルトが生き残るためには、魔法という絶対無比の力が必要であった。

　現に三十年前の大戦で魔法による絶対的な力を示したことが要因となり、デンメルグからの侵しん攻こう頻ひん度どは減り、大戦以後に目立った戦いくさは起こっていない。

　リヒテルトは魔法が存在しているからこそ、現状を保つことができている。

　その絶対的な力が失われたら……リヒテルトは他国によって蹂じゆう躙りんされる。

「貴様が行おうとしていることは、この国を滅ほろぼすのと同義だ」

「だから、あんたが裏で他の奴らを滅ぼそうとしているのを見み逃のがせってか？」

　探さぐるようなタクミの言葉に、エルヴィスは何も答えない。

　自身の心中と思想を覆おおい隠さんとしている鉄面皮。

　やがて、エルヴィスは興味を失うように踵きびすを返した。

「此度の件は素す直なおに称賛しておこう。亜人の勝利によって楔は打たれたが、代わりに貴様の実力が見えたと考えれば安いものだ」

「そうかい。俺の実力が見えたって言うなら――」

　眉一つ動かさない鉄面皮を見つめながらタクミは告げる。

「――それが、あんたの限界だろうさ」

　口端を吊り上げ、不敵な笑みを浮かべる姿。

　右手を銃じゆうの形にして、エルヴィスの背に向ける仕し種ぐさ。

　そして……タクミはゆっくりと右手を下ろす。

「人間も亜人も見下してると、いつか足あし下もとをすくわれるぜ？」

「ならば、その前に踏み潰すのが強者の務めというものだ」

　振り返かえることもなく、エルヴィスは静かに貴き賓ひん席せきへと戻もどっていく。

　その背中を……タクミは静かに見つめていた。




◇




　観客に見守られる中、タクミたちは貴賓席の壇だん上じようで頭を垂れる。

　そこには、神王国家リヒテルトを統べる者たちの姿があった。

　国の実権を握にぎっている三大公。

　そして……国の象しよう徴ちようとして君臨する女王、エルリア・リヒテルト。

　公的な場だが、試合場となる平原までの移動を考慮したのか、エルリアのドレスは以前よりも質素な意い匠しようの物へと変わっており、腰には儀ぎ式しき用ようの剣を携たずさえている。

「さて……見事な試合でしたね、『鈴蘭』のお二方」

　エルリアから労ねぎらいの言葉を受け、タクミたちはゆっくりと面おもてを上げた。

「エルヴィス卿きようから二人の健闘を称たたえ、我わが国くにの魔法士に与えられる騎士称号を叙じよ勲くんする進言を受けました。そのため、この場で叙勲洗礼の儀ぎを執とり行おこなわせていただきます」

　エルリアの言葉を聞き、タクミは背後に控ひかえているエルヴィスに視線を向けるが、こちらを気に掛けている様子はない。約束は果たしたといった態度だ。

「我が配下へのありがたきお言葉とご配はい慮りよ……恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。此度の勝利は女め神がみフィリアの加護によるものであり、今後は陛下の剣として尽じん力りよくする所存であります」

「うふふ……やっぱり、あなたが畏かしこまった言葉を口にすると笑ってしまいますね」

「……陛下、今は御お言こと葉ばを授さずける時間です。私語は慎つつしんでください」

「あらあら。なんだか機き嫌げんが悪いですね、ルクス？」

「機嫌は悪くありません。そこにいる奴ど隷れい商人が無茶をする度に私の方へ苦言を呈ていされるので、少々胃に痛みはありますが」

　背後に控えるルクスは笑顔こそ作っていたが、その頬ほおがヒクヒクと引きつっている。

　その言葉を聞いて、ルクスの隣となりに立つ老ろう齢れいの男が眼鏡めがねを直しながら笑う。

「ほっほ……ずいぶんと苦く慮りよされているようですなぁ、ルクス卿。目を掛けていた者が叙勲されるのですから、もう少し気楽に構えればよいでしょうに」

「……ご助言痛み入ります、クラメル卿。事なかれ主義である貴殿の方面は、波風の立つことが少ないようで羨うらやましい限りです」

「ほっほ。波風が立つ前に対処するのが『調和』たるアドミニスタのやり方でしてな。傍はたから見れば凪ないでいるように見えても、水面下は荒あら々あらしいかもしれませんぞ？」

　ルクスの皮肉に対して、クラメルは口くち髭ひげを揺らしながら言葉を返す。

　リヒテルトの国政を担にない、宰さい相しようとして大臣たちを統べる三大公の一人。

　それがクラメル・アドミニスタという老ろう獪かいであり、『調和と安定』を掲げて国の平へい穏おんと安寧の維い持じを目的として行動する立場にある。

「さて、老いぼれが口を挟んですまなかったね、女王陛下」

「ええ、まったくですよ。今は公務の最中なんですから」

「ほっほ。女王陛下にそれを言われてしまうとはなぁ」

「……お二方、余計な会話が過ぎる。あまり民を待たせるものではない」

　二人の会話が長引くことを危き惧ぐしたのか、エルヴィスが鋭い声音で会話を遮さえぎった。

　そんなエルヴィスに苦く笑しようを浮かべ、エルリアはタクミに向き直る。

「騎士称号の叙勲に伴ともなって与えられる領地については、後ほどルクス卿から通達を行う手て筈はずとなっております。それと……儀ぎ礼れいの前に、奴隷商人タクミへ私事をお伝えします」

　そう口にしてから、エルリアは控えていたリーゼに目配せをする。

　普ふ段だんと変わらない仏ぶつ頂ちよう面づら。

　そして、リーゼは口をきゅっと結び、タクミたちの前に一歩踏み出す。

「……本当に、勝ってしまうとは思いませんでした」

「そこは『勝てると思ってました』って言って欲ほしいところだけどな」

　タクミが茶ちや化かすように言うと、リーゼは口元を引ひき締しめながら錫しやく杖じようをきゅっと握る。

「……思えるはずないです。だからこそ……わたしは諦あきらめていたんです」

　自身の信条を曲げ、ただ従うしかなかった。

　敵かなうことがないと思っていたから、諦めるしかなかった。

　仕方ないことだ、と自身を正当化するしかなかった。

「アップルパイは美味うまかったか？　リーゼ・クレスト大司教」

　そんな少女に向けて、タクミが言葉を掛けると――

「――はい。すごくおいしくて、とても元気が出たのです」

　憑つき物ものが落ちたかのような、晴れやかな笑み。

　幼くあどけない、爛らん漫まんとした笑顔。

　その様子を見て、タクミは満足げに頷いた。

「女王陛下からの伝言、確かに承うけたまわりました。ルクス卿からの言葉を受け取った後、商談の準備を整えてからそちらへと赴おもむかせていただきます」

「ええ、とても楽しみにしています。さて……あまり長く皆みな様さまを待たせてはいけません。面めん倒どうなので速すみやかに叙勲の儀を執り行いましょうか」

　そう口にしながら、エルリアは携えていた剣を抜ぬき放つ。

　空より蒼あおく、海より深い蒼を湛たたえた剣。

　王族の象徴たる剣を掲げ、かしずくクノンとカリンの肩に剣の腹を乗せる。

「女王、エルリア・リヒテルトの名において――貴公らに騎士称号を授けます。貴公らがその力を以もつて、我が国へ忠義を尽つくすことを願っております」

　エルリアがゆっくりと剣を収めた後、タクミたちが再び頭を垂れる。

　粛しゆく々しゆくとした儀が執り行われた後、再び観客たちから喝采が沸いた。

　かくして……女王陛下主しゆ催さいによる御前試合の幕が閉じられた。




◇




　御前試合が閉幕し、平原に静寂さが戻りつつある頃ころ合あい。

　既すでに平原には一人の影かげもなく、人々はそれぞれの居場所へと戻っている。

「ッ――クソがァッ！」

　そして静まり返った王城の中、キアッドは苛いら立だちと共に壁を殴なぐりつけた。

　無様に敗北した御前試合を思い返すだけで、腹の底から怒いかりが湧わき起こってくる。

　敗北。

　その二文字が頭の中から離はなれない。

　生まれてこの方、キアッドはただの一つも敗北を経験したことがなかった。

　三大公フォルテシアの長男として生まれ、不出来な弟と違って類たぐい稀まれな魔法の才に恵めぐまれ、魔法という絶大な力によって全てを思うがままにして生きてきた。

　魔法士団に改良魔ま具ぐを与える進言を行い、法則式の組み上げに長けた人材を発はつ掘くつし、遥はるかに性能を向上させた魔具を持たせて魔法士個人の実力を底上げした。

　たとえ何者が相手だろうと、魔法によって立たち塞がる存在を踏み潰せるはずだった。

　だというのに、キアッドは敗北した。

　魔法士団の精せい鋭えいたちは為す術もなく倒たおされ、キアッドに至っては戦わずして敗北した。

　魔ま力りよくすらない最底辺の人間に、手のひらの上で踊おどらされた。

「違う……俺は負けてなどいない」

　試合そのものが無くなった以上、正式に敗北したというわけではない。

　そう自分を正当化しなくてはいけないことが、またしても腹立たしい。

　早さつ急きゆうに対策を行って、奴隷商人を最底辺の地じ獄ごくに叩き落とさねばならない。

　そうでなくては……自分の中で、何かが崩れ去ってしまう恐きよう怖ふに駆かり立てられる。

　逸はやる気持ちを抑おさえながら、キアッドが城内の実験室に向かおうとした時……廊ろう下かの向こう側から何者かが歩いてくる姿が見えた。

　暗くら闇やみの中に浮かぶ、二つに結んだ銀の髪かみ。

「……目を覚まされたのですね、キアッド様」

　リーゼが淡たん々たんとした抑よく揚ようのない声で、キアッドに言葉を掛ける。

「……リーゼか。ちょうどいい、貴様の不出来な魔具によってボリスとカステルは敗北したのだ。今回の件を踏まえて、魔具の問題点を改善するために着手を――」

「申し訳ありません。わたしにはできません」

「……なんだと？」

「先ほど実験室に行って、これまでの資料と試作した法則式の図案を全て破は棄きしたのです。盗とう聴ちよう魔ま法ほうについても、本体を利用して機能を永久停止させました」

　静かに目を伏せてから、リーゼはキアッドと対峙する。

「……今後、わたしが実験に手を貸すこともないのです」

　そうリーゼが口にした瞬間、キアッドの表情が見る間に歪ゆがんでいく。

「貴様ァ……自分が口にした言葉の意味を、理解しているのだろうなァッ!?」

　キアッドの咆ほう哮こうによってリーゼはびくりと身を竦ませる。

「父を亡くした後、貴様の才覚を見み出いだして聖法を学ぶ環かん境きようを整えたのは誰だれだッ!?　父上に取り計らい、その歳としで確固たる地位を与えたのは誰だッ!!　病に倒れ伏した貴様の母親に対して、援えん助じよを行っているのは誰だと思っているッ!!」

　がなり立てるキアッドの剣けん幕まくに圧おされ、リーゼの瞳ひとみが微かすかに揺れる。

　しかし……恐怖を押おし殺ころすように下した唇くちびるを噛かみ、確固たる決意と共に前を見み据すえる。

「……お世話していただいたこと、本当に感謝しているのです。フォルテシア家、そしてキアッド様のご厚こう意いがなければ、わたしは聖法士にはなれませんでした。しかし――」

　声を震ふるわせながら、リーゼは押し殺していた気持ちを吐はき出だす。




「わたしは――こんなことをするために聖法士になりたかったんじゃないっ!!」




　今まで押し殺してきた言葉を、リーゼは吐と露ろする。

「最初は……魔具を作ることで、魔法士の方々を守れるのが嬉しかったのです。かつての大戦でお父さまが行ったように、誰かのために役立てるのが誇ほこらしかったのです」

　しかし、リーゼに与えられた仕事は徐じよ々じよに歪んでいった。

　他者を害するために法則式を組み上げ、他者を犠ぎ牲せいにして法則式の研究を行った。

　どれだけ幼い子供であっても、それが人の道を外れていることは理解していた。

　理解していながらも……押し殺すしかなかった。

　犠牲になった人々に対して、心の中で常に謝罪の念を抱かかえ、それによって心を擦すり減らし、壊こわれないようにひたすら感情を押し殺し続けるしかなかった。

「わたしは……もう嫌いやなんです。誰かの役に立ちたいと思って学んだことを、誰かを傷つけるために使うのは……もう、嫌なんです……」

　足を震わせ、しゃくりを上げながらも、はっきりとした口調でリーゼは告げる。

　今まで怯えて口に出せなかった言葉を、振ふり絞しぼるようにして口にする。

　そんなリーゼの言葉を聞き、キアッドは――

「――言いたいことはそれで終わりか、リーゼ・クレスト」

　重く、低く、殺意の込こめられた言葉。

「飼い犬に手を噛まれるとは……鎖くさりと首輪が不十分だったようだな？」

　ゆっくりと、キアッドは怒ど気きをはらませながらリーゼに近づいていく。

「貴様は何も理解していない。元より……貴様に自由も意思もありはしない」

　不要となったガラクタを眺ながめるように、キアッドは侮ぶ蔑べつと共にリーゼを見下ろす。

「フォルテシア……そして、この俺に歯向かうことが、どのような意味を持つか……その身を以て理解させてやらねばなァッ!?」

　憤ふん怒どの形相と共に、キアッドが高々と拳こぶしを振り上げた時――

　暗闇から伸のびた光の帯が、その腕うでを素す早ばやく捉とらえた。

　暗闇から伸びたいくつもの光帯がキアッドの四し肢しと関節を締めあげる。

　その時点で、キアッドは平静を失いつつあった。

「何度も……何度も何度も何度も……ッ！　フォルテシアの人間として、ただの一度も止まることなく歩み続けてきたこの俺がッ!!　なぜ阻はばまれると言うんだァァァァッッ!?」

　もはや半はん狂きよう乱らんに近い様相で、キアッドは目を血走らせながら暴れ叫さけぶ。

　その直後――カツン、と靴くつが石いし畳だたみを打つ音が響き渡った。

　暗闇からゆっくりと歩んでくる人ひと影かげ。

　自信に満ちた笑みを浮かべ、悠ゆう然ぜんと歩いてくる人物。

「――うちの大事な商品に薄うす汚ぎたない手で触さわらないでもらえるか？」

　その声を聞き、キアッドは首だけを動かして背後を見る。

　拘こう束そく魔ま法ほうによる光帯を展開するエルスと……隣に立つタクミの姿。

「奴隷、商人……ッ!!」

「ああ、その奴隷商人だよ。商品の引き取りに来たら、肝かん心じんの商品がブン殴られようとしてるんだから、まったくたまったもんじゃない」

「……お前は、よくも抜け抜けとそんなこと言えるものだな」

　エルスが呆あきれながら言葉を返すのと同時、拘こう束そくされているキアッドが吼える。

「フェアシュタット……貴様、同じ三大公とはいえ容よう赦しやせんぞッ!!」

「それはこっちのセリフだよ、キアッド。今の私は女王陛下から、重要な商談に赴く奴隷商人を護衛するように厳命されている。そして……その商品もまた然しかりだ」

「商品、だと……？　貴様、何を言って――」

　そう言い掛けた瞬間、キアッドは目を見開いて目の前の少女を見る。

　その様子を見て、タクミは口元に笑みを浮かべた。

「リーゼ・クレスト……奴隷となったそいつを引き取りにきた」

　タクミは懐ふところから一枚の書類を取り出し、キアッドの前へ突つきつける。

「そこにいるガキは先日多額の借金を負った。しかし支し払はらうだけの金を持っていないと言うから、負ふ債さいとして奴隷身分に堕おとさせてもらった」

「……ふざけたことを抜かすなッ!!」

「ふざけてなんかいないさ。リーゼは超ちよう高こう級きゆう食材をふんだんに使ったアップルパイを食べたから、その代金だ。値段は……そうだな、聖銀貨百枚ってところだ」

　ふざけた言葉だが、タクミの手にある借用書にはリーゼのサインが克こく明めいに記されている。

　タクミたちがリーゼに接せつ触しよくし、何らかの行動を取ることは考こう慮りよしていた。

　だからこそ、今日という日が来るまでリーゼを地下に軟なん禁きんしていた。

　借用書どころか、食事以外は何一つとして通さなかった。

　下女に命じて身体検査を行わせることも欠かさなかった。

　ただ一つ、可能性があるとするならば――

「バ、カな……中身まで握り潰して、ちゃんと調べて――」

「ひでぇな。うちの首領が丹たん精せい込めて作った料理を握り潰したのかよ。あれは単純にリーゼに食わせてやろうと思って渡した物だったんだがな」

　呆れたように溜ため息いきをついてから、タクミはひらひらと借用書を見せつける。

「俺たち『鈴すず蘭らん』が下層の商会ってのを忘れたか？　二重底、中なか抜ぬき、加工……密輸の方法なんていくらでもあるし、隠いん語ごの会話も構成員なら難しくない」

『焼き菓子』は密輸を行う。『バスケット』とは密輸の手法。『バスケットの中に入れる』とは文書をバスケットに仕込む。『リーゼのために箱へ入れる』とは隠し場所の在あり処かを記したメッセージを箱に仕込む。

「うちの先代首領は色々とカラクリを作るのが好きでな。あのバスケットは……所定の手順で動かすと、中身が空くう洞どうになっている取っ手が外れる仕組みになってるんだ」

　先代首領ヴァテル・ファミリエが考案したカラクリ細工。

　箱にあった薄うす紙がみをゆっくりと引っ張ると、さらにその下の薄紙が剥はがれ、カラクリを解く手順の記されていたメモが見える。

　そして借用書や手紙がバスケットの取っ手から取り出せる。

「言っちまえば、あの箱は説明書みたいなもんだ。握り潰したところで意味はない」

「何も知らないそいつが、カラクリを解ける方に賭けるだなんて……」

「賭ける？　なに言ってるんだ。俺は物事を運に任せて進めない」

　小こ馬ば鹿かにするように鼻で笑ってから、タクミは告げる。

「俺は必ずリーゼが解けると信じてた。性格、行動原理、受け取った相手、その相手に対する印象……俺はちゃんとリーゼ・クレストという人間を見定めて予測を立てた」

　だからこそ、タクミは詳しよう細さいを記した手紙と借用書を仕込んだ。

　膨ぼう大だいな借金を負わせ、リーゼを奴隷身分に堕とす。

　自由を得るために、奴隷に身を堕とすという計画。

「そんなことが……そいつを奴隷にするなど、認めるものかァッ!!」

「たとえお前が認めなかろうと、この国の法はしっかりと定めてるぜ？」

　トン、とタクミはこめかみを叩いてみせる。

「聖本……法の章、第二十編十八条『債さい権けん者しやは債務者に支払い能力がないと判断した場合、債務者を奴隷身分へと堕とし、保有している財産及および人権を有する』って条文がある。俺は正当な手段によって、リーゼ・クレストを保有している立場にある」

　既に形けい骸がい化かされ、無に等しい奴隷に関する法。

　しかし形骸化されているとはいえ、法であることには変わりない。

「異を唱えてリーゼを俺からブン取れば、お前は晴れて犯罪者の仲間入りだ。そして法を犯おかした者は……たとえ三大公の嫡ちやく男なんだろうが、奴隷身分に堕とされるぜ？」

　獣けものの牙きばのように歯を光らせ、タクミは獰どう猛もうな笑えみを浮かべる。

「しかしまぁ、奴隷になったかわいそうなリーゼだが……そんなリーゼを、ぜひ買い取りたいという御お方かたがいたもんでな。俺は今からその方と商談をするってわけだ」

　タクミは名前こそ口にしないが、その相手が誰なのかは明白だった。

「さぁ……何回でも言ってやろう。お前は詰つんでいる」

　立食会でタクミが告げた言葉。

　その時から今に至るまで……全てが仕組まれていた。

「最初から最後まで、どこまでもお前は蚊帳かやの外だ。どう足あ掻がいたところで、お前にはどうすることもできない……そうなるように俺おれは組み上げた」

　怯えを浮かべているキアッドの瞳を覗のぞくように、タクミは目を合わせる。

「俺はお前なんざ最初から見ていない。他の奴やつらも、見ているのはお前ではなくフォルテシアという影だ。お前は誰だれ一人ひとりにすら見てもらえない……ちっぽけな存在だ」

　タクミが言葉を口にしていく度に、キアッドの瞳が激しく揺ゆらぐ。

　言葉というナイフで、その精神を抉えぐり取とっていく。

　そして……タクミは懐から紐ひもによって閉じられた紙を取り出す。

「そのちっぽけな存在が……ずいぶんと出過ぎた真似まねをしてくれた。だから、俺はお前を相応ふさわしい場所に堕としてやると決めた」

「相応しい、場所……だと……？」

「ああ……お前が最も忌いみ嫌きらう、最底辺へ」

　紐を解き放った瞬間――キアッドは大きく目を見開いた。

　複雑に組み合わされた、記号と文字の羅ら列れつ。

　それが法則式であると、キアッドは直感で理解することができた。

　しかし……そこに用いられている言語や記号には見覚えがなく、リヒテルトのみならず、他国のどの言語とも異なる代しろ物もので記されている。

「魔法を調べる中で、俺は法則式を重点的に調べ上げることを選んだ。魔力がない俺は魔法も魔具も使えないが……法則式なら、他者の魔力を利用して魔法を発動できる」

　笑みを浮かべながら、タクミはキアッドの前で紙を揺らしてみせる。

「法則式ってのは本当に面白おもしろい……言語と記号が意味ある物であれば、それはこの世界に存在しない代物であっても作用する」

　以前の世界に存在する学問……それらを利用して構築した法則式。

　本来であるならば、この世界には存在しない法則式。

　だからこそ、この世界では不可能とされていることすらも可能とする。

「なぁキアッド……人間は、魔ま術じゆつ式しきを解体されたらどうなると思う？」

　ゆっくりと、タクミは法則式の描えがかれた紙をキアッドに近づけていく。

　その言葉の意味を、その法則式が持つ力を否定するかのようにキアッドは首を振る。

「そんな、バカなことが……魔術式を人間が左右することなどできるはずが――」

　そう否定する中で、本能が忌き避ひすべきだと告げている。

　しかし、キアッドに逃のがれる術すべはない。




「さぁ……最底辺へと堕ちろ」




　冷厳な言葉と共に、タクミはキアッドの胸に法則式を押し当あてた。

　その瞬しゆん間かん、魔力を得た法則式が生物のように蠢うごめき、キアッドの身体へと侵しん入にゆうしていく。

「やめろ……俺は。フォルテシアの『勇ゆう剛ごう』を継ついだ最強の――ッ!!」

　キアッドの魂たましいに刻まれた存在が、侵しん入にゆう者しやによって喰くらい尽くされていく感覚。

　尊厳も、誇りも、力も……キアッドの内に存在していた何かが崩ほう壊かいしていく音。

　その様子を眺めながら、タクミは冷たく言い放つ。

「――そうかい。戦ったことがないから、お前が最強かなんて知らねぇよ」

　そして……全てが終わった時、キアッドを拘束していた光帯が霧む散さんして消えていった。

　焦しよう点てんの合わない目を揺らし、キアッドは身体を震わせてカチカチと歯を鳴らす。

「俺の力……俺が、フォルテシアから受うけ継いだ最強の力が……なぜ……どうして――」

　力無く手を握りながら、キアッドは虚うつろな目で宙空を見つめている。

　魔力を失い、精神を叩たたき潰つぶされ、最底辺に堕ちた人間の末路。

　その様子をしばらく見つめてから、タクミは興味を失なくしたようにエルスへ向き直る。

「それじゃエルス、あとは任せた。俺はリーゼを送り届けてくるからよ」

「……ああ、構わない。キアッドがこの様子では、特にやることもないだろうけどな」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなってうなだれるキアッドを一いち瞥べつしてから、エルスは険しい表情を作りながらタクミに向き直る。

「タクミ……多少の付き合いがあるからこそ、私はお前を信用している。だからこそ、今回の件についても手を貸したが……改めて聞かせてくれ」

　微かに翠みどりの瞳を揺らしながら、エルスは問い掛ける。

「……お前は何者だ？　何を目的として動いている？」

「お前ら兄妹きようだいは変なところで似てるよなぁ……」

　少し前にルクスから同じ質問をされたのを思い出して、タクミは愉たのしげに笑う。

「俺は自分がどこまでやれるか試ためしたいだけだ。目的は……そうだな、どうせなら世界平和とか世界征せい服ふくとか、でかい目標でも掲かかげとくか？」

「……チッ、そうだったな。お前はそうやって答える奴だった」

「ご理解どうも。少なくとも悪事は働かないから安心しとけ」

「そこは安心しているさ。なにせ……お前は『お人ひと好よしの奴隷商人』だからな」

　肩を竦めたエルスに苦笑を返してから、タクミはゆっくりとリーゼに歩み寄る。

「よう、なかなか頑がん張ばったじゃないか」

「……はい、頑張りました。だから一つお願いがあるのです」

「お願い？　なんだそりゃ」

「……足が震えてしまって動けません」

　限界に達したのか、リーゼはその場にぺたんと座すわり込んでしまう。

「ったく……背せ負おって運んでやるから乗れ」

「子供扱あつかいしないでください……まぁ、乗りますけど」

　恥はずかしそうに頬を赤らめながら、リーゼは屈かがんだタクミの背におぶさる。

　そのまま、タクミはゆっくりと女王が待つ庭園に向かって歩き出す。

　しばらくの間、石畳を打つ靴くつ音おとだけが響ひびき渡わたる。

「……ありがとうございました、タクミさん」

　ぽつりと、呟つぶやくようなリーゼの言葉が聞こえてくる。

「あなたのおかげでちゃんと言えました。もうやりたくないって。わたしの作った法則式で誰かが傷つくのは嫌だって……勇気を出して言えました」

「決別の言葉を口にしたのはお前の意思だ。たとえお前がキアッドに何も言わなくても、俺はお前を女王の下に連れて行ったさ」

「それでも、です。あなたはわたしと違ちがって思考と努力を放ほう棄きすることなく、魔ま法ほう士しどころかフォルテシアまで倒してしまいました。タクミさんがそれを示してくれたから、わたしはちゃんと言うことができたんです」

　タクミの肩をきゅっと掴つかみながら、リーゼはぽつぽつと言葉を紡つむぐ。

「わたしはずっと……自分が誰かを傷つけている事実から目を逸そらしてたんです。だから、自分の言葉で、自分がやってきたことに向き合わなきゃいけなかったんです」

　自分が作った法則式で傷ついた人間を忘れてはいけない、自分を正当化してやってきたことを忘れない……そのための言葉だった。

　そんなリーゼに向かって、タクミは勢いよく首を後ろへ倒した。

　タクミの後頭部はリーゼの鼻に当たったようで、「ぴっ!?」と妙みような声が聞こえてくる。

「……いひゃいです」

「まったく……お前はまだ子供なんだから、そんな難しく考えるんじゃない。もっと素直に自分のやってきたことに向き合えよ」

「素直に……ですか？」

「自分の成果を喜べってことだ。人間ってのは悪いことばかりに目を向けて、悪いことばかりが印象に残るもんだが……お前はたくさんの成果を上げている」

　明るい声こわ音ねで、タクミはリーゼが行ってきた成果を語る。

「お前が作った法則式は様々な方面に使われている。さっきの拘束魔法もそうだ」

「……はい。犯罪者の捕ほ縛ばくや暴動鎮ちん圧あつを行う際、相手を傷つけないように配慮したいとのことで、ルクス卿から依い頼らいされて法則式を組み上げました」

「お前は上層にいるから知らないだろうが、その法則式を使った魔具は下層じゃ結構使われてるんだ。なにせ下層は治安が悪いし、問題だらけの場所だからよ」

　エルスが使っていたように、憲兵隊には防ぼう御ぎよ結界と拘束魔法が配備されている。

　日常的に暴力沙ざ汰たや犯罪が起こる場所であり、魔具を使用する頻ひん度どは高い。

「ただの喧けん嘩かなら拘束魔法だけで両者を傷つけずに済む。犯罪者と対峙した時に憲兵隊自身を防御結界で守ることができる……だが、エルスの話じゃ他にも使い道があるそうでな」

　エルスから聞いた話を思い返しながら、タクミは言葉を続ける。

「たとえば拘束魔法。下層ってのは雨が降ふると酷ひどくてな。上層の下水が濁だく流りゆうとして流れてきて、そいつに呑のみ込まれて死ぬガキもいる。そういった奴の救助に使った時があった」

　救出は困難な状じよう況きようだったが、拘束魔法があったからこそ救い出すことができた。

「他だとぶっ壊れた教会を直すためにも使ったな。高所に木材を運ぶ時は細心の注意が必要だったが、拘束魔法で安全に引き上げを行えたから復旧が早く進んで、住む場所に困っていた奴らに居場所を与あたえることができた」

　タクミが言葉を口にしていた時、背後のリーゼが震えていることに気づく。

　それに気づかない振りをしながら、タクミは他の事例を挙げていく。

「防御結界もそうだ。瓦が礫れきが崩ほう落らくした時、魔法で粉ふん砕さいしたら下にいる人間まで傷つける可能性があった。だから憲兵は自身が飛び込んでいって、防御結界でその場にいた人間を守った。そいつの勇気と判断も大したもんだが、『魔具のおかげだ』と笑いながら言ったそうだ」

　背後から、嗚お咽えつを押し殺すような声が聞こえてくる。

「お前は自分が見てきた悪いことだけを考えていたみたいだが、お前の知らないところで、ちゃんとたくさんの奴らが助かって、救われて、感謝してるんだよ」

　絞り出すような声と共に、ぽたぽたと涙なみだの粒つぶが何度もコートを叩いている。

「だから……自分がやっていた全すべてを否定するんじゃない。自分を責めていたのと同じかそれ以上に、お前は自分がやっていたことを誇っていいんだ」

　しゃくりを上げ、堪こらえきれずにリーゼは嗚咽を漏もらし始める。
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「――今まで、よく一人で頑張ったな」

　小さな身体からだを震わせながら、リーゼはタクミの背中に顔を押しつける。

　年相応の子供のように声を上げて泣きじゃくり、自身の中にあった呵か責しやくの念を洗い流すように、いつまでもいつまでも泣き続けた。

　そのまま……タクミは何も言わず、少しだけ遠回りしながら女王が待つ場へと向かった。




◇




　既に夜や闇あんが深まり、空一面が群ぐん青じよう色いろに包まれている。

　しかし、大理石の白が月明かりを反射しているためか、『蒼の庭園』は篝かがり火び一つない中でもほのかに明るい。

　そして庭園を進んだ先にある東あずま屋やに、タクミは足を踏ふみ入いれた。

「……あら、少し遅おそかったようですね？」

　群ぐん青じようの空を見上げていたエルリアが、タクミの姿に気づいて声を掛かけてくる。

「子こ守もりをしてたもんでな。それと依頼の品だが……寝ねたままでも構わないか？」

　すぅすぅと寝ね息いきを立てるリーゼを見せると、エルリアは嬉うれしそうに頬へ手を当てる。

「うふふっ……寝ているところもかわいいですねぇ」

「あーわかったから、商品に手を付ける前に商談を進めるぞ」

　リーゼを近くに寝かせてから、タクミは懐から書類を取り出す。

「こいつがリーゼの『念書』だ。買い手には奴隷を人間として扱ってもらうが……今回のは少しばかり特とく殊しゆなケースってことで、色々と追記してある。あとで反ほ故ごにされても困るからしっかりと目を通してくれ」

「いえいえ、目を通さずともわかりますよ。大方……女王エルリアの庇ひ護ご下かで、リーゼの身み柄がらの安全、そして母親のセレナ・クレストの安全と治ち療りようを約束させるものでしょう？」

　にこにこと笑っているエルリアに対して、タクミは肩かたを竦すくめてみせる。

「心配しなくとも私は最初からそのつもりですよ。これでリーゼは私の所有物となり、彼かの女じよたちを守る大義名分を得ました。ちょっかいを出したら大手を振って動けます」

「そうだな……三大公が実権を握っているのは、女王が持つ絶大な権力を恐おそれているからだ。しかし、あんたは象徴としての立場、そして女神の血を引くという身の上のせいで身動きが取れなかった……だが、今後はリーゼを通して自由が利きくようになる」

「そういうことです。いくらお飾かざりの女王とはいえ……自分の国が歪められていくのを、座して眺めているわけにはいきませんから」

　微笑ほほえみこそ湛えているが、エルリアの瞳からは怒りが読み取れる。

「先代女王……私の母が崩ほう御ぎよしたことで、私は女王へと即そく位いしました。そして即位当時の私はまだ幼く、国の実権は全て三大公が担うことになり……私は自由を奪うばわれました」

　国の象徴として君臨しながらも、その実権を一いつ切さい有していない。

　確かな権力と発言力を持ちながらも、多くの決定権は三大公が有している。

　そして、その状況は第三者の意図によって作り出された。

「ですが、今後はリーゼとルクスを通して色々とやらせていただきましょう。特に何かを企くわだてているエルヴィスには、とことん邪じや魔まをしないと気が済みませんから」

「そうかい。それなら、何かあったら俺たちを使ってくれ。今後はリーゼもいることだし、わざわざ、招待状に依い頼らい書しよを紛まぎれ込ませなくていいからな？」

　タクミたち『鈴蘭』に送られた立食会への招待状。

　その中に『ある人物を救って欲しい』という旨むねの依頼書が同どう封ふうされていたからこそ、タクミは今回の一件を行った。

「というか、ルクス経由で来たってことはあいつも一枚噛んでるんだろ？」

「ええ。ルクスも以前からフォルテシアの影えい響きよう力りよくが強まっていたのを危惧していたので、私が彼かれらを牽けん制せいすることを条件に協力してもらいました」

「……ま、前回はこっちが利用させてもらったから構わないさ。ただ……代わりに、あんたには一つだけ質問に答えてもらう」

　少しだけ口調を改めたタクミに対し、エルリアはゆっくりと頷うなずいてみせる。

「なぜ、あんたはキアッドが盗とう聴ちようしていることに気づけた？」

　リーゼの様子から見て、キアッドが行っていた魔具の盗聴を密告したとは考えにくい。

　リーゼがエルリアの下へ赴く際には盗聴魔法が組み込まれた魔具を持たせ、リーゼの監かん視しを行うのと同時、エルリアとの会話を盗聴していたと見ていい。

「依頼書を手紙として送ってきたのは、口頭では伝えられないからだ。そして情報を最小限に抑えていたのは、長文を記している筆の音を盗聴されないように考慮したものだな？」

「その通りですよ。あなたほど優ゆう秀しゆうな人間なら、確実に気づくことができる……奴隷による情じよう報ほう網もうを作り、『念書』という存在を作っていた人間なのですから、ね？」

　そうエルリアが口にした瞬間、タクミはわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

　奴隷を使った情報ネットワークについて知る人間は限られている。

　タクミ、カリン、クノン……そして亜あ人じんによって構成された部隊の一部。

　それ以外の人間には、たとえ親しい間あいだ柄がらであっても語ったことはない。

　キルファのように情報源の一部に気づく者はいても、『情報網』といった言葉は全容を知る者でなければ出てこない。

　そして……タクミが買い手に渡している『念書』の存在についてもだ。

「あなたが作った『念書』はとても面白いものですね。羅列された文字、配置、縁ふち枠わく、紙の材質にインクの種類……そうやって意味を重ねるものがありましたね？」

　くすくすと笑みをこぼしながらも、エルリアは真まっ直すぐタクミを見つめている。

　そこでタクミは合が点てんがいったように顔を上げた。

「……なるほど。俺が作った法則式から意図を読んだってわけか」

「うふふ、大正解……と言いたいですが、半分くらい正解にしておきましょう」

「それじゃ、あとの半分は秘密ってところか？」

「ええ。代わりに私はあなたの『念書』について何も口にしません。女王との秘密の関係って言うと、ちょっとだけ楽しくなってきませんか？」

「こっちは腹黒女王様と絡からむのは勘かん弁べん願いたいところなんだがな……」

「あら、年上の女性は好みではありませんか？」

「そんなことはないさ。ただ、年上なら俺の数倍生きている奴がいるんで間に合ってる」

「ああー……さすがにエルフの美び貌ぼう相手では、私も分が悪いですねぇ」

　エルリアが頬ほおに手を当てて残念がるのを見て、タクミはただ苦く笑しようを返すしかなかった。

「ともかく、今回の件は本当にお疲つかれさまでした。あ、これは本心ですから勘かん繰ぐらずに」

「そう言ってもらえたら、多少は報むくわれるってもんだ。なにせこっちは、子供一人のためにずいぶん大立ち回りをするはめになったんだからよ」

　リーゼを指さすと、エルリアはその小さな頭を優やさしく撫なでながら言う。

「私は……少しだけ、この子と自分を重ねていたものですから。幼い頃ころから大人に利用されて、孤こ独どくのまま心が擦り減る……だからこそ、私は彼女を助けてあげたかったんです」

　柔やわらかく微笑むエルリアを見る限り、その言葉は嘘うそ偽いつわりのない本心だと窺うかがえる。

「あと、リーゼはとてもかわいいですしね！　ほらほら見てください、リーゼが口をもにゅもにゅ動かしてますよっ！　もう存在そのものが癒いやしとしか思えません……っ！」

「騒さわぐとリーゼが起きるから、ちゃんと女王様状態でいてくれ。それと、あんたがお人好しで親バカみたいな人間だってのがよくわかった」

「あら、お人好しなのはあなたでしょう？　わざわざ自分の目的を捨ててまで、私の依頼を果たすためにこの子を助け出したのですから」

　わずかに目を細めてから、エルリアは言葉を続ける。

「あなたが御ご前ぜん試合でやろうとしたことは……もっと後に行う予定だったのでしょう？　魔法という存在の価値を失わせ、他国への牽制力を失ったリヒテルトが脅おどかされないように、念入りに準備を重ねて、誰にも悟さとられることもなく」

　そんなエルリアの言葉に、タクミは何も答えずに肩を竦めた。

「さてな。俺は自分の計画にリーゼを組み込めたら、今後が楽になるって思っただけだ」

「あらあら、そんなに照てれなくてもいいのに」

「照れ隠かくしで言ったわけじゃないさ。それに俺がお人好しってのはわかりきってるだろ？」

　エルリアに向けて、タクミは心地ここちよい笑みを浮うかべてみせる。




「なにせ……俺は『お人好しの奴ど隷れい商人』だからな」







終章　鳥籠を開けた男の末路







　御前試合とリーゼの一件を終えてから二週間。

　タクミはルクスに呼び出され、王城内にある執しつ務む室しつに足を運んでいた。

「やぁ奴隷商人。今回は色々と美味おいしい思いをさせてもらったよ」

　以前とは打って変わって、ルクスは上じよう機き嫌げんに声を弾はずませている。

　対して、タクミはやる気のない態度で欠伸あくびをしていた。

「あーはいはい、そいつはよかったな。まったく……クノンじゃないが、フェアシュタット兄妹が調子のいい顔をしていると妙に腹が立ってくるから不思議なもんだ」

「僕ぼくは今の君の発言に腹を立てたいところなんだけどねぇ。まぁ、今回の件で女王陛下をこちらに引き入れることができたし、細かいことは気にしないでおくよ」

「そりゃどうも。それで今回呼び出したのはどんな用件だ？」

　面めん倒どうになって話をするように促うながすと、ルクスは渋しぶ々しぶといった様子で姿勢を正した。

「それじゃまずは良い知らせの方からだ。君の部下が騎き士し称しよう号ごうを得たことにより、女王陛下から領地を授さずかった。場所についても君の希望が通ったよ」

　言いながら、ルクスは机から権利書を引っ張り出してタクミに手て渡わたす。

「……確かに。これで色々とやりやすくなりそうだ」

「色々、ねぇ……君のことだから、何か考えがあるんだろうけど。あんまりやりすぎると、厄やつ介かいな人が出張ってくるかもしれないよ？」

　僅わずかに目を細めてから、ルクスは言葉を続ける。

「先の一件でエルヴィスは君を完全に敵と認にん識しきした。目立つ行動は控ひかえた方がいいよ」

「それで俺がおとなしくすると思うか？」

「いいやまったく。だけど、彼がこの国で一番厄介な人間なのは確かだよ。君についても言えることだが、何を考えているのかわからない人間は一番怖こわいものだ」

　頬ほお杖づえをつきながら、ルクスは指先で机を忙せわしなく叩く。

「クレスト大司教が行っていた法則式の実験だけじゃない。他の大商会を通じて北方の旧帝国、デンメルグとの繋つながりがあるとも聞いている。他にも何かを探している素そ振ぶりだったり、後ろ暗いことを隠いん蔽ぺいしている。だけど……調べれば調べるほど全容が掴めない」

　ルクスも若じやく輩はいとはいえ、エルヴィスと同様に三大公の一角を担になっている。

　それほどの人間が調べ上げても尻尾しつぽすら掴めないということは、エルヴィスは自分が進めている計画を掴まれないように、巧こう妙みように隠蔽工作を行っているということだろう。

「ともかく、エルヴィスが水面下で何か進めているのは間ま違ちがいない。君も用心しなよ？」

「へいへい。用心しつつ、エルヴィスに関する情報を得たら流せってことか」

「さすが話が早いねぇ。だけど、無む茶ちやをしないで欲ほしいっていうのも本心だ。正直言って、今ここで君という戦力を失うのは大きな痛手だ」

「そいつは嬉しいことを言ってくれるじゃないか。それなら期待に応こたえないとな」

「……君が期待に応えると、想定以上の成果と同時に問題が起きるんだよねぇ……。先の御前試合でも、貴族たちから陳ちん情じようがどっさり来たよ」

　ルクスが腹をさすりながら顔をしかめたのを見て、タクミは軽く肩を竦める。

　亜人が魔法士を倒たおしたという事実は貴族たちにとって不安の種だ。もっとも、絶対と信じていた魔法が見下していた亜人に破られたのだから当然の反応だろう。

「逆に下層じゃ英えい雄ゆう扱あつかいだぜ？　亜人が騎き士し称号を得るなんて前ぜん代だい未み聞もんだからな」

「いやぁ、君たちはいつでも英雄だねぇ。大商会の不正を暴あばいた正義の商会、下層から成り上がった亜人の騎士、そして……今度は、魔ま獣じゆう狩がりの英雄ってところかな？」

　そう口にしてから、ルクスは一枚の封ふう筒とうを寄よ越こす。

「さて、それじゃ悪い知らせの方だ。エルヴィス・フォルテシアから、騎士の二人に命令が下された……それが『魔ま獣じゆう討とう伐ばつ』だよ」

　タクミが渡された書類に目を通す中、ルクスが詳細を説明する。

「君らに与えられた領地の村……レナント村の付近で、魔獣目もく撃げきの報告が寄せられている。そのため、クノンとカリンの両名には魔獣を排はい除じよして領民の不安を取り除いて、ついでに君たちの実力に懐かい疑ぎ的てきな貴族たちを黙だまらせてこいって話さ」

　それを聞いた瞬間、タクミが珍めずらしく渋じゆう面めんを作った。

「…………冗じよう談だんじゃないんだよな？」

「そこにあるエルヴィスのサインと落らつ款かんが見えないかい？」

「確かく認にんするのが嫌だから破り捨てていいか」

「おめでとう。君は逆ぎやく賊ぞくとして牢ろう屋や行きだ」

　タクミの重苦しい溜息を見て、ルクスは苦笑を浮かべながら補ほ足そくする。

「安心しなよ。レナント村は北方のメルド山脈の麓ふもとに近いせいか、小型魔獣が山脈を経由して度たび々たび現れるそうなんだ。少なくとも君たちなら問題ないだろう？」

　この世界には魔獣と呼ばれる生物が自然界に存在している。

　土地から魔ま力りよくを得て、巨きよ大だい化かし、特異性を持った獣。

　それらは総じて『魔獣』と称しようされ、大半は危険生物として討伐指定を受けている。

　だが、危険といっても小型の場合はさほど脅きよう威いではない。

　小型魔獣は従来の生物が一回りか二回り大きくなった程度で、多少でも武芸に心得のある者や力ちから自じ慢まんの男、それに罠わなを用いれば女でも容易に捕縛して討伐することができる。

「まぁ、領主の責務を果たしているってアピールをしろってお達しだよ。それと小型とはいえ、今回は多数目もく撃げきされている。もしも群れが近くにあるのなら、最低でも魔法士程度の実力はないと対処は難しい。だからしっかり討伐して領民たちを守れってことさ」

「……多数ってのはどれくらいだ？」

「報告だけで数十件ってところかな？　付近の村に大きな被ひ害がいは出ていないそうだけど」

　そんなルクスの言葉を聞いた瞬間、タクミはあからさまに表情を歪ゆがめた。

　しかし、すぐさま表情を戻もどし、普ふ段だん通りの笑みを作る。

「……ま、大型魔獣を狩かれとかいう無茶を言われなければいいさ」

「君にしてはずいぶんと弱気だね？　いつもなら『余よ裕ゆうだぜ』とか言いそうなのに」

「当たり前だろ。中型はまだしも、大型になると魔法まで使ってくるんだろ？」

　中型魔獣は単純に巨きよ体たいであるため、相当な人数と戦せん闘とう慣れした人間が必要となる。

　だが、大型魔獣はその巨体に加えて……魔法を使うことができる。

　巨体によって自然界の生存戦争を勝かち抜ぬき、人間を喰らうことで魔法を得た獣。

　魔獣は人間を物理的に喰らうだけでなく、人間が持つ魔術式すらも喰らう。

　つまり、大型魔獣とはそれだけ人間を喰らってきた危険な存在と言える。

「でかい上に魔法まで使えるとか、それこそ国を挙げて討伐するような奴だろ」

「実際そうだねぇ。数が少ないのが救いだけど、何年か前に出た大型魔獣を倒すために、リヒテルト魔法士団の大半が出張ったくらいだ。単独で渡り合あえるとしたら、それこそ西の都市国家にいる英雄さんたちだけじゃないかな？」

「そんな化け物と戦うなんて御ご免めんだ。それに、魔獣なんかより人間の方が怖いしな」

「そういうことだね。エルヴィスが何も考えずにこの命令を出だしたとは思えないし、何か思おも惑わくがあるのは間違いない。それに……キアッドの報復も考えられるしね」

　苦々しい表情を作りながら、ルクスは腕うでを組む。

「ずいぶんと酷い変わり様みたいだよ。上層の憲兵から聞いたけど、あの居い丈たけ高だかな面おも影かげはどこにいったのかってくらい憔しよう悴すいしていて、今じゃ邸てい宅たくから一歩も出ない有様らしい」

「へぇ、それは悪いことをしちまったな」

「欠片かけらも思ってないくせによく言うねぇ……。ぶっちゃけ自じ業ごう自じ得とくだし、見ていて不快だから僕としてはありがたい話だけどさ」

　ルクスは肩を竦めてから、タクミに鋭するどい視線を向ける。

「ともかく気をつけたまえよ？　君にはまだまだ頑張ってもらわないと」

「はいよ。それじゃ魔獣討伐のついでに、部下たちと一休みしてくるか」

「…………一休み？」

　怪け訝げんそうなルクスとは対照的に、タクミはまたも珍しく浮かれた様子を見せる。

「俺たちがもらった領地だよ。レナントの村には温泉があるそうなんでな。認にん可かが下りたらすぐに向かって、ゆっくり浸つかりたいと思ってたんだ」

「……君、もしかしてそんな理由であの僻へき地ちを選んだとか言わないよね？」

「なんだよ、悪いか？　俺は風ふ呂ろとか温泉が好きなんだよ。女王の依頼を受けた理由だって、半分はリーゼのためで残り半分は温泉のためだ」

「……なんだろう、君のことだから絶対それだけじゃないんだろうけど、その浮かれようを見てると本当にそれが理由じゃないかって思えてくるよ……」

　脱だつ力りよくするルクスを他所よそに、タクミはいそいそと書類を鞄かばんに入れる。

「それじゃ今日は客人が来るんで失礼させてもらうぞ」

「客人……ああ、クレスト大司教のことかい？」

「そういうことだ。女王様のご命令ってことで、大商会『鈴蘭』と交友を深めるようにと言われたそうだ。うちの首領様が今朝から張り切ってたよ」

「あー……ミルトちゃんは張り切るとすごそうだねぇ……」

　幼少のミルトについて知っていることもあってか、ルクスが苦笑を浮かべる。

「そういや、しばらくエルスを借りても構わないか？」

「ああ、いいよ。君のことをエルスに任せておけば、僕の胃痛が多少は減るからね」

「兄妹で胃痛の押おし付つけ合いをしてんじゃねぇよ」

「元げん凶きようの君がそれを言わないでくれるかい……ともかく、存分に楽しんできたまえ」

　軽い足取りでタクミが退室したところでルクスは軽く息を吐はく。

「本当に……何を考えているのかわからない男だなぁ」

　扉とびらの向こうに消えて行ったタクミに向けて、ルクスはそんな言葉を口にした。
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　薄うす暗ぐらく、陰いん鬱うつとした空気が漂ただよう一室。

　部屋の中にある光源は魔ま具ぐによって灯ともされた明かりだけで、地下に存在するこの部屋に地上の光が入ることはない。

　その部屋の中で、キアッドは身体を震ふるわせながらうずくまっていた。

　以前の堂々たる佇たたずまいは見る影かげもなく、男らしかった隆りゆう々りゆうとした身体が一回りも二回りも小さく見えるほどであった。

　生気のない目で、キアッドは部屋の周囲を見回す。

　机の上にあった物は床ゆかに散らばり、書類らしき紙は引ひき裂さかれ、壁かべにでも叩きつけられたのか、いくつかあった椅い子すは足が折れて砕くだけ散ちっている。

　御前試合を終えて、タクミの手によって魔力を失った後……キアッドは最底辺へ堕おちた。

　強者ではなくなったキアッドを見て、今まで付き従ってきた者たちは離はなれていった。

　エルヴィスの命で進めていた法則式の研究は完全に頓とん挫ざしてしまった。

　父であるエルヴィスは、たとえ血を分けた息子むすこであっても慈じ悲ひを与えることはない。

　一度失態を犯した以上、二度目はない。

　実力主義であるエルヴィスは嫡ちやく子しといった理由で家か督とくを継がせることはない。現状のままでは、父の命を違たがわず遂すい行こうし続けている弟のシグルドに相続権が与えられる。

　まして……魔力を失ったことが公になれば、キアッドの生きる道は嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつにまみれた惨みじめなものへとなるだろう。

「もう……二度と、失敗できない……ッ」

　そう声を絞しぼり出すが、手の震えが止まることはない。

　頭の中で勝ち誇ほこった笑えみがチラつき、自分が成功する未来を視みることができない。

　今まで我わが道みちを思うがままに進んできたというのに、今では踏み出すことさえできない。

「あの時……勝利していれば……」

　エルヴィスの介かい入にゆうによって消えた試合。

　キアッドは驕おごりではなく、間違いなくタクミに勝利できたと自負している。

　フォルテシアが誇る『勇剛』の魔ま法ほうだけでなく、魔法戦せん闘とうにおけるキアッドの実力は確かなものであり、タクミに負ける要素など何一つとしてなかった。

　だというのに、エルヴィスが臆おくしたせいでその勝利は潰された。

「そうだ……俺のせいではない。あの敗北は、俺のせいではない……ッ！」

　言葉を吐き出し、キアッドは内に残っていた気力を振ふり絞る。

　歳としを取り、腑ふ抜ぬけた父など気にする必要はない。

　自分が思うままに……自分が今望んでいるように行動すればいい。

　そう自らを奮い立たせていた時……地下室の扉を叩く音が響いた。

「誰だれだ。今は誰とも会わないと――」

「父親に向かってずいぶんな口を利くではないか、キアッド」

　扉の向こうからでもわかる、重く圧のし掛かるような声音。

　それを耳にした瞬間、キアッドは思わず身が竦みそうになる。

　そして……ゆっくりと、その扉が開かれた。

　カツン――と、聞き慣れた杖つえの音が地下室の中に響く。

「ずいぶんと久しぶりに顔を見たが……酷い有様だな」

　やつれたキアッドの姿を見ながらも、エルヴィスは眉一つ動かす様子がない。

「父上が……なぜ、このようなところに？」

「おかしなことを言う。息子が塞ふさぎ込こんでいるのなら、見み舞まうのが父というものだろう？」

　その白々しい言葉を聞いて、キアッドは内心で舌打ちをする。

　エルヴィス・フォルテシアという人間に家族の情愛は存在しない。

　使えるか、使えないか、エルヴィスにとって他者はそれだけの存在でしかない。

　しかし――エルヴィスは予想とは反する言葉を口にした。

「『鈴すず蘭らん』の奴隷商人とその従者に、私が魔獣狩りの命を与えてきた」

「魔獣狩り……ですか？」

「そうだ。此こ度たびの件は私も深く胸を痛めているので、手を打つことにしたのだよ」

　珍しく、エルヴィスの声音に感情らしき色が垣かい間ま見みえた。

「失態を犯おかしたといはいえ、お前は我がフォルテシアの血を引く人間だ。『勇剛』たるフォルテシアに相応ふさわしき実力を持つ……私の言葉が無ければ動くことすらできないシグルドと違い、身内贔屓びいきを抜きにして目を掛けていた」

　そうキアッドを評してから、エルヴィスは告げる。

「だから……私は、お前に挽ばん回かいの機会を与えにきたのだよ。ここで腐くさり果てるのではなく、今一度……私の役に立ってもらおうと思っているのでな」

「この俺おれに……その機会を与えてくださるのですか？」

「もちろんだとも。それが私にできる……息子への心こころ遣づかいというものだ」

「ハッ……そのご恩情に、必ずや報いてみせます」

　深々と頭を垂れ、キアッドはそうエルヴィスに言葉を返す。

　エルヴィスからその言葉を告げられるとは思ってもいなかった。

　あの憎にくき奴隷商人……タクミに復ふく讐しゆうすることができる。

　憤ふん怒どと憎ぞう悪おを糧かてとして、復讐の炎ほのおを滾たぎらせることができる。

「既すでにシグルドへの伝令は済ませてある。奴やつは無能だが私の言葉には忠実だ。すぐにでも行き先を変えてレナントへと向かうだろう」

「シグルド……ということは、デンメルグの魔獣を使われるのですか」

「無論だ。あの奴隷商人は私の計画を阻はばむ可能性がある。ならば相応の方法で……奴の周りごと灰かい燼じんへ帰してやるのが最善であろう」

　カツン、カツン……とエルヴィスは地面を突つく。

　その様子から、エルヴィスがタクミを叩き潰すため、かなりの労力と物資を割さくつもりでいるのが見て取れた。

「お前がクレスト大司教を使って作らせた魔ま力りよく結けつ晶しようを使えば、此度の計画は万ばん全ぜんとなる。計画はつつがなく進むので安心するといい」

　淡たん々たんと語るエルヴィスの言葉に耳を傾かたむけていた時、その言葉にキアッドは違い和わ感かんを覚えた。

「それでは……父上は、この俺になにを命じるのでしょう？」

「ほう？　お前ほどの人間がわからぬと言うのか？」

「……申し訳ございません。しかし今の話を聞く限り、シグルドを使うのであれば俺が奴らを潰すために出向く必要が――」

　キアッドがそこまで口にした時、




「――理解しているではないか、キアッド」




　笑みを湛たたえながら、エルヴィスはキアッドの胸に杖を突き刺さした。

「は――……あ……？」

　自らの胸に杖の石いし突づきが刺さっているのを見て、キアッドは間ま抜ぬけな声を上げる。

「ほう……やはり、あの小こ僧ぞうに何かされたか。魔法どころか魔具を発動させることすらできないところを見ると、魔ま術じゆつ式しきに細工をされたといったところか？」

　息子の胸を貫つらぬきながらも、エルヴィスの表情は何一つ変わらない。

　どこまでも冷厳で、他者を等しく見下している眼め。

「これはお前への心遣いだと言っただろう？　たとえお前がおらずとも、我が計画は何一つとして問題ない……だから後こう顧この憂うれいなく、安心して英雄たちの眠ねむる空へ旅立つといい」

「ふざ、けるな……俺が、こんなところで死ぬなど……ッ!!」

　力を振り絞り、突き刺さった杖に手を掛けるが……初老の細ほそ腕うでとは思えないほどの力によって阻まれ、徐じよ々じよに石突きが穴を広げていく。

「お前は哀あわれな男だ……キアッド」

　エルヴィスが手元の杖を捻ひねった瞬しゆん間かん、キアッドの口から鮮せん血けつが溢あふれる。

「お前はあまりにも無能だが、それに気づくことがない。過大に評価された才気、私を真似た出で来き損そこないの人心掌しよう握あく、半はん端ぱにしか回らない知ち恵えに、燻くすぶるだけの小さな野心……それでも貴様に目を掛けていた理由を教えてやろう」

　穴の空いた胸に向かって、冷ややかな言葉のナイフを突き刺していく。

「貴様の存在価値とは……ただの種馬だったのだよ。我がフォルテシアの血を後世に残し、積み重ねた魔術式を継つがせる。貴様に期待していたのはそれだけだったが……もはやそれすらもできない豚ぶたに成り下がってしまった」

　言葉を口にするたびに、エルヴィスは杖を押し進すすめていく。

「だが……私は初めてお前に別の存在価値を見み出いだした。豚に等しい存在となった貴様にも一ひと握にぎりの価値が残っていた。あの目め障ざわりな奴隷商人を潰つぶす……そのための一石として」

　たかが一石を投じるためだけに、エルヴィスは息子の命を奪うと決めた。

「どちらにせよ、貴様が生きる道はなかった。奴隷商人に良いように踊おどらされたので一回、リーゼを奪われたことで二回……それだけでなく、不ふ可か侵しんであった魔術式が人の手によって消されたなどと、他者の耳に入れるわけにはいかぬ」

　キアッドの意識が遠のいていく最中、エルヴィスは思い出したように顔を上げる。

「ああ……そういえば、父として貴様に掛けるべき言葉を忘れていた」

　息子の最さい期ごを見届ける時ですら、エルヴィスの表情に変化はない。

「初めて私の役に立てたではないか、我が息子よ」

　その言葉を最後に――キアッドの瞳ひとみから、光が失われた。




◇




　ルクスから通達を受けた後、タクミは『鈴蘭』へと戻ってきた。

「よう、遅くなって悪――って、お前ら何してるんだ」

　食堂のドアを開けた瞬間、あまりの騒そう音おんにタクミが顔をしかめる。

　ぱっと見回した限りでも、食堂にはかなりの人数が集まっていた。

　クノンやカリン、ミルトといったいつも通りの顔ぶれに、ジルやガイツといった『鈴蘭』の面々、エイグルやレヴィンといった亜人部隊の面子メンツに、リリアやキルファといった昔むかし馴な染じみの姿など、多様な顔ぶれが集まっている。

　そして、そんな面々の中心で、なぜかリーゼが胴どう上あげされていた。

　わけがわからず立たち尽つくしていると、タクミの姿に気づいたカリンが駆かけ寄よってくる。

「お帰り。ルクスの話はどうだった？」

「いや、領地と別件についてだったが……なんであいつは胴上げされてるんだ？」

「あー……先にリーゼの歓かん迎げい会かいを始めたら、リリアが酔よった勢いで『勝者にはリーゼちゃんを抱だっこする権利を与えるッ!!』って言い出して、ジルさんが圧勝したらエイグルが泣きながら権利を譲ゆずってくれと懇こん願がんした結果みたいな？」

「意味わからん上に想像することすら嫌いやな絵面だな……」

「まぁ、それで胴上げしてるってのもよくわかんないけどね」

　苦笑しながらカリンが騒いでいる面々を指し示した時、ようやく解放されたリーゼがタクミへ助けを求めるように近づいてくる。

「た、助けるのです！　このままじゃわたしはもみくちゃになるのです！」

「んんんッッ!!　我わが輩はい、リーゼ殿どのに触ふれるだけでテンションが上がりますぞッッ!!」

「やめるのですっ！　特に鳥さんは寄らないので欲しいのですっ!!」

　巨きよ躯くを唸うならせながら近づいてくるエイグルを見て、リーゼがタクミの背中に隠れる。

「ヌゥゥゥンッッ!!　我輩は忠義と信念どちらを優先すべきでありますかッッ!!」

「お前の信念は子供を追い回すことかよ。あと声がでけぇ」

「ハアッッ!!　これは大変失礼しましたァッッ!!」

「おいレヴィン、罰ばつとしてこのやかましい鳥を持ち上げとけ」

「アアッ!?　そりゃ俺にとっても罰ってやつじゃねェですかいッ!?」

「俺がいいって言うまで持ち上げてたら、二人仲良くクノンの懲ちよう罰ばつ行きだ」

「レヴィン殿ォォォッッ!!　我輩を死ぬ気で持ち上げるでありますッッ!!」

「よっしゃァ任せろエイグルッ!!　クノンの姐あね御ごからご褒ほう美びいただくぞオラァッ!!」

　二人が中心となってバカ騒ぎを起こし始めると、周囲から笑いが起こる。

　タクミがその様子を眺ながめていた時、服の裾すそが引っ張られる。

　視線を下げると……リーゼが腕を広げていた。

「なにやってんだ？」

「……なぜだか、みんなに一回ずつ抱っこされるみたいな流れになったのです。まだタクミさんはわたしを抱っこしていないので、その義務があるのです」

「お前の抱っこは義務なのかよ……」

「みんなやってるのに、タクミさんだけやらないのは不公平なのです」

　恥はずかしげに顔を逸そらしながらも、リーゼは腕を広げたまま待ち続けている。

　その様子を見て、タクミは苦笑しながらリーゼの小さな身体を持ち上げた。

「ほれ、高い高ーいってな」

「……思った以上に不ふ愉ゆ快かいだったので今すぐ下ろすのです」

「そう言うんじゃねぇって。こうすればよく見えるだろ？」

　タクミが喧けん噪そうの最中に顔を向けたのを見て、リーゼもそちらを見る。

　そこにいる誰もが、笑え顔がおを作っていた。

　中心でバカをやって大口を開けている人間。

　そのバカ騒ぎを眺めながら苦笑する人間。

　遠巻きに眺めていた人間すら巻き込もうとする人間。

　巻き込まれながらも、雰ふん囲い気きに呑のまれて笑う人間。

　立場も人種も異なる者たち。

　あらゆる垣かき根ねを越こえた光景。

　この過か酷こくな世界の中で失われてしまった光景。

「どうだ、良い眺めだと思わないか？」

　タクミの笑みを見て……リーゼは嬉しそうに笑った。

「はい、とても素す敵てきな眺めです。だけど――」

　そう言葉を区切ってから、リーゼはタクミに笑みを向ける。

「――この光景を作ろうと願ったあなたは……もっと素敵だと思います」

　以前では浮かべることすら叶かなわなかった無む邪じや気きな笑み。

　憂いも屈くつ託たくもない純じゆん粋すいな笑み。

　しがらみから解放され、自由を得ることができた少女。

　そんな少女の姿を見て……タクミは普段通りの笑みを返した。

「ほら、これで義務は果たした。いつまでも子供みたいに抱かかえられてるんじゃない」

「……子供じゃないです。でも、今回は帳消しにしてあげるのです」

「そいつはどーも。そら、今日はお前の歓迎会なんだ。さっさと行ってこい」

　小さな背中を押してやると、リーゼはぺこりと頭を下げてから皆みんなの下へ向かっていく。

　それを見届けてから……タクミはゆっくりと踵きびすを返した。

「カリン、後のことは任せるぞ」

「それは構わないけど……あんたはどこ行くの？」

「表にエルスを待たせてるんでな。俺もそれに同行してくる」

「新しい仕事？　だったらあたしも――」

「おいおい。後は任せるって言ってんだから付いてくるんじゃない」

　困ったように笑みを浮かべてから、タクミはカリンの頭をぐしゃぐしゃと乱暴に撫でる。

「ちょっ……何度も言ってるけど、あたしはあんたより年上で――」

「ああ。だからお前に任せるって言ったんだ」

　そう告げてから、最後にカリンの頭をぽんと叩たたく。

　怪訝そうな表情を浮かべるカリンを置いて、タクミは事務所の外へと出る。

　普段と変わらない下層の喧けん騒そう。

　世辞にも綺き麗れいとは言えない空気を深く吸いこんでから、タクミはエルスに向き直る。

「さて……ご配はい慮りよいただきありがとう、エルス・フェアシュタット憲兵隊長？」

　事務所の外で待ち構えていたエルスに向かって軽口を叩くが、その表情は変わらない。

「……見知らぬ間柄じゃないと前にも言っただろう。だから配慮したまでだ」

「そうかい。だが、これはちょっと目立ち過ぎじゃないか？」

　周囲を見回してから、タクミは仰ぎよう々ぎようしく肩かたを竦すくめる。

　エルスの背後にいる……十数人の憲兵。

　下層に身を置くこともあってか、そこにいる全員が見知った顔ぶれでもある。

　だが……憲兵たちは皆一様に、エルスと同じく重苦しい表情を浮かべている。

「……万が一にも、お前が逃とう亡ぼうを企くわだてないようにするためだ。もしも逃にげれば……私はその場でお前を切り捨てなくてはいけない」

「そいつはなんとも穏おだやかじゃないが、それがお前たちの仕事ってもんだ。抵てい抗こうするつもりもないし、ちゃんと付いて行くから安心しろ」

「……協力に感謝する。それでは憲兵として形式に則のつとらせてもらおう」

　深く息を吐いてから、エルスはタクミに鋭い視線を向ける。

「『鈴蘭』所属の奴隷商人タクミ……現在、貴様にはキアッド・フォルテシア公こう爵しやくの殺害容疑が掛かけられている。そのため……罪状の真しん偽ぎを見定め、然しかるべき審しん議ぎを行うために異い端たん審しん問もん会かいから喚かん問もんを行う旨むねが下層憲兵隊に通達された」

　苦々しい表情と共に、エルスは定められた口上を読み上げる。

　その言葉が……事実上の死し刑けい宣告であることを理解しながら。




「貴様を――異端審問の対象者として連行する」




　エルスが唇くちびるを噛かみしめながら告げたのを見て、タクミは――

「――ああ。ぜひとも連れて行ってくれ」

　普段と何一つ変わらない、不敵な笑みを浮かべた。
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あとがき







　えー、どうも。藤ふじ木きわしろでございます。

　皆さまのおかげで、『最底辺からニューゲーム』の二巻を出すことができました。

　こうして物語の続きが書けること、そしてそれを皆さまにお届けできること。

　作家として、とても喜ばしいことです。本当に感謝感謝です。

　そして、あとがきは二巻の内容に触れさせていただきます。

　若干のネタバレを含みますので、あとがきから読む派の方はご了承ください。

　今回は新キャラ、リーゼ・クレストさんが主軸となっています。

　新キャラのリーゼちゃんは若じやつ干かん不ふ遇ぐうな子です。

　人によって大きく見方が変わる子でもあります。その境遇を恵まれていると見る方、不遇だと思って哀れむ方など――

　だからこそ、彼女は灰色をイメージとしています。

　受け取り方は人それぞれ、それもまた自由なのです。

　ちなみに担当のＮ氏の場合、「リーゼかわいい！　超いじめたいっ!!」でした。

　幼女をいじめて興こう奮ふんする鬼き畜ちくが生まれたのは作者としても予想外です。

　あ、一応フォローしておきますがＮ氏はとても真面目な方です。

　電話で「いやぁリーゼの挿さし絵え選び楽しかったです！　特にいじめられてるところ！」と、かつてないワクワクテンションで挿絵を選んでいましたが真面目な方です。

　最終的に「やっぱりリーゼはいじめてナンボですよね！（原文ママ）」といったメールも届きましたが、普段は真面目で優しい編集さんです。




　真面目だからこそ……疲れていたんでしょうね（遠い目）




　ちなみに初稿を上げた時に「藤木さんって幼女いじめるの好きですよね？」とＮ氏に言われましたが、それはまったくの誤解です。

　私の場合は「不遇であった幼女が救い出されて、その後に日常を甘かん受じゆしながら無邪気な笑顔を浮かべたり甘えたりするようになる様子が好き」というだけです。

　つまり不遇だったり虐げられていたりするのは過程に過ぎません。流りゆう派は違いですね。

　ということで、Ｎ氏大興奮のリーゼちゃんにご期待ください。

　話は逸れましたが、もう一つの主軸は『魔法の仕組み』についてです。

　ファンタジーらしい派手な魔法シーンというより、地味な設定部分です。

　魔法については今後様々な面で関わってくることになります。

　私は最初に十巻分くらいの流れを最初に作る人間なので、それらと絡ませるために魔法の仕組みについてざっくり出しておきたかったというのがありました。

　続きを書けたらいいなぁといった願望も入れつつ、二巻に組み込む形を取りました。

　説明部分、上手く伝わるかな……といった不安が残っているので、今後とも精しよう進じんします。

　さて、真面目にあとがきを書きました。

　ちょっと疲れたので、ここから先の作者はただのアホです。




　いやぁ、女神のおっぱいの大きさに私は大変満足ですっ！




　そう、『最底辺』のキャラって胸が豊かな子が多いんですよっ！

　一巻時点だと、明らかにちっぱいなのってクノンだけなんです。

　これはいかんとリーゼと女王様にバランスを取ってもらったんです。最低ですね。

　しかし、その反動で女神さまのお胸が大きくなりました。

　おまけに「女神の胸は大きくしてください」と指定まで入れる念押しっぷりです。

　しかし、彼女たちの胸には夢が詰まっているだけでなく壮大な伏線が――――ッ!!

　ここでページが尽きたので、ひとまず作者の性癖ということにしておいてください。




　さて、そろそろアホ話は終わりにしてお世話になった方々への謝しや辞じを。

　担当様。私の中で「幼女を虐いじめて興奮している人」というイメージが確立されましたが、流派は違えど同好の志として今後ともよろしくお願いします。

　イラスト担当の柚ゆず夏か様。この度も素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。

　リーゼのデザインがきた時、二人して「リーゼかわいい」という話で盛り上がってそのまま打ち合わせが終了したこともありました。破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんでした。

　そして本作の出版に携わっていただいた多くの方々に、心よりお礼申し上げます。

　また、本作を手に取っていただいた読者の皆様に最大の謝辞を。

　お楽しみいただけたのならば、何よりも幸いです。

藤木わしろ
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